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２.　敷地面積

３.　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

延べ面積

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

3.発生材の

　処理等

・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であっ

て、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」

(平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。) 

施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、

建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化

等の実施について適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した

条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

　（1.3.11）

  等

8.建築材料

・ 特別管理産業廃棄物　・有(　　　　)　処理方法(　　　　)

・ アスベスト成形板等解体時の留意点

　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。

　　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　　3.飛散されない様にすること。

　　4.保護具及び作業着を着用すること。

　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

 ・建設発生木材

・ 再資源化を図るもの　・コンクリート塊

 ・アスファルトコンクリート塊

  引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し監

　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事

 に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の促進

 に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係

 法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に

督員へ提出すること。

　　6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

分別解体等の方法

工程 作業の有無 分別解体等の方法

造成等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎ぐい ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分・　 ・有・無 ・手作業

外装 ・手作業、機械作業の併用

屋根 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備・内装等 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

その他 ・有・無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用(　ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　)

　き、木材の利用に努めること。

　Ｆ☆☆☆☆以上とする。

1） 本工事に使用する木材は、津市公共建築物等木材利用方針に基づ

2） 本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、

　濃度測定

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

ｴﾁﾙ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ
適用 施設用途 ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ ｽﾁﾚﾝ

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

住宅

その他

学校,教育施設

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ
ﾎﾙﾑ

　対象箇所（・図示(図面番号：      )　・(　　　　　　　　）)

　測定方法（・パッシブ法　 ・アクティブ法　）

　報告書提出部数　2部

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の

指定工法による。

された建設機械の使用に努めること。

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定

　 の工法

　 の防止

　 （1.5.9）

9.化学物質の

10.特別な材料

11.騒音・振動

12.工事写真

13.完成図書

14.完成写真

　 （1.7.2）

施工範囲

　との取合い ・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

・駆動装置又は電動建具等の2次側配管配線及び操作スイッチ施工図

・設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督

　員の承諾を受けること。

15.設備工事

　工事施工に際し既存部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ

共、既存にならい補修すること。

　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報する

　発生時 とともに、所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日

までに監督員に提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、

当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

・ 図示のベンチマーク(B.M)　　　　　　　mm

（現状地盤はB.M 　　　　　　　mm）
16.設計GL

17.養生その他

18.事故の

　営繕工事写真撮影要領（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

監修（最新版））に従い撮影する。

　提出部数　１部　用紙は上質紙とする。

・ 作成する (・ 完成図　・ 保全に関する資料　・ (　　　))

・ デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

　（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

　箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できな

　い場合や枚数が多大になる場合には、監督員と協議すること。

　写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影

　すること。

 係の手続き

1） 消火器に係る消防法用設備等設置届出書の作成

　・本工事　（・建築工事　・電気設備工事　・機械設備工事）

　・別途工事

２）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を

　行うこと。

19.消防法関

法に基づく労衛

生害防止措置

　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある

場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、

本工事の受注者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事

の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

20.労働安全衛生

の使用の禁止

1）一般事項

資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不

正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に

違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

力しなければならない。また受注者は、下請負者等に同調査に協力す

るよう管理及び監督しなければならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を

講じなければならない。また、受注者は下請負者等に不正軽油の使用

が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなけ

ればならない。

　屋外広告物を設置する場合は「三重県屋外広告物条例」第23条に規

定する屋外広告業の登録事業者であること。

　市工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（

　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協

21.不正軽油

22.屋外広告物

・ 完成図作図範囲（設計図を訂正）

 　完成図はCADにより作成することとし、著作権（著作権法第２７

　 条及び第２８条に規定する権利を含む）は発注者に移譲するも

 処理し、監督員にマニフェストA、B2、D票を提示すること。

　情報交換

　システムの

　利用

工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、

「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出すること。

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換

実績報告を行うこと。

システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ

が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して

当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物

処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

　廃棄物税

　受注者は受注時において延べ面積が500㎡以上の工事については、

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者

　適用する

　技術者

　 （1.3.3）

4.建設副産物

5.三重県産業

6.電気保安

　職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

　 （1.5.2）

7.技能士

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　1

バス待合所：鉄骨造

バス待合所：34.79ｍ2

バス待合所：34.79ｍ2

W-A-1

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

津市久居新町3005、3007、993-3の一部、994-9の一部、

994-10の一部

3129.98ｍ2

バス待合所、思いやり乗降場

思いやり乗降場：鉄骨造

思いやり乗降場：27.30ｍ2

思いやり乗降場：11.40ｍ2

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※　バス待合所は工事完了後、市検査課による中間検査を受け、引き

※　現場施工時には誘導員を常時配置し、通行人及び敷地周辺の安全

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにす

　３） 津市公共建築物等木材利用方針

　２） 建築物解体工事共通仕様書

　１） 建築工事標準詳細図

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　書の数量は参考とし、当図面を優先する。

　もの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。なお内訳

※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められる

　復旧すると共に、市監督員に報告すること。

　既設施設に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに

　員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過程に於いて、

　ること。

※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監

　道路等に資材を落下させたり、ほこり等を飛散させないよう万全の

　注意を払うこと。

※　工事期間中、近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周

　に十分配慮すること。

　告書を提出すること。

　請負者の責任において速やかに現状復旧するとともに市監督員に報

※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事

※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

※　工事車両の出入りについては、安全確保に十分配慮すること。

　行うこと。

　をもって地元調整を行い、工事の再開は市監督員の承認を得てから

　し又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意

　制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に着手する事と

※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規

　提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに

　止に努めること。

※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防

　までに市監督員の承諾を得ること。

※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手

施工方法及び検査に関する事項2.施工条件

偏」最新版)

事編」最新版)(以下「標準仕様書」)及び公共建築改修工事標準仕様書（「建築工事

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、公共建築工事標準仕様書(「建築工

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２.特記仕様

１.共通仕様

Ⅲ．建築工事仕様

1.適用基準等１
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

特    記    事    項項     目章

　 のとする。また、原図サイズ製本２部により提出すること。

・ 引渡を要するもの　（・無　　　　・車止め　　）

　渡すこと。（想定工期：８月中旬）

　　また、引渡し完了及び、別途発注工事（バス待合所周辺外構復旧）

　の完了後、思いやり乗降場の工事に着手すること。

　（別途発注工事想定工期：バス待合所工事完了から１ヵ月程度）

・ 現状地盤に合わせる

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



打増し厚さ　　・ 図示

2.監督員事務所

数量 個

足

組 台

着

個

個

受注者加入

個

電話・FAX

台 台

個

個 個

台

台

部 位 等

床

内壁・天井

屋根

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

合板張り又はビニール床シート張り

仕 上 げ

3.仮設便所

構内既存の施設4．工事用水

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

5.工事用電力

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

6.足場

４
　
地
　
業
　
工
　
事

・設置する。

監督員事務所の規模（単位：㎡）

10程度 20程度 35程度 65程度 100程度

適用

規模

種類 黒板・白板書棚机・いす 掛時計 温度計

数量

種類 長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類ロッカー

数量

種類 消火器 掃除具 インターネット 冷暖房機器

監督員職員事務所の仕上げ

　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン

足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法に

よる足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)

（厚生労働省平成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場

手すり先行専用足場方式により行うこと。

2.適用基準

3.施工記録

4.根拠資料

に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するため

に講ずべき措置」（平成28年3月4日）

たうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート

紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督員の確認を受けること。

の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、工事打合せ簿を添付し

　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭

替する記録を確保するための手法については、施工計画書に明記してお

くこと。

　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代

　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した

施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、チャート紙、電子的

な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、

保管しなければならない。保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項

（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

る引渡しを受けた日から１０年とする。

　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または

提示しなければならない。

　の備品

1.監督員事務所

1.杭の施工管理 杭工事特記仕様書による。

・ SC杭　　

（     ）mm以下

試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

報告書　　・ 提出部数　2部

・ PHC杭　

  　　・ A種  ・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　・ F種

・ PRC杭

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

(参考表)

種別 杭径(mm) 杭長 継手数 セット数 備考
長期設計

支持力(kN/本)

　　先端形状    ・ 開放型　　・ 閉そく型

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

　・ セメントミルク工法

　　　・ オーガーの支持地盤への掘削深さ 

　　　・ 杭の支持地盤への根入れ深さ

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

・ 鋼管杭　　　・ SKK400　　・ SKK490  

・ H形鋼杭　 　・ SHK400　　・ SHK490M

補強方法　　・ 補強バンド　　・ （　　　　　）

継手　　　　・ JISA5525(鋼管ぐい)

施工方法

　・ 打撃工法　

　・ プレボーリング打撃併用工法

   （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　・ 特定埋込杭工法 （建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

施工方法

　・ アースドリル工法

　・ リバース工法

　・ オールケーシング工法

　・ 鋼管コンクリート杭工法

5.試験杭及び

 試験掘(4.2.2)

6.杭の支持地盤

7.水平方向の

　位置ずれ

8.杭の載荷試験

(4.2.3)

9.地盤の載荷

 試験 (4.2.4)

10.既製ｺﾝｸﾘｰﾄ

　杭 (4.3.2)

(4.3.3)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.7)

11.鋼杭地業

(4.4.2)

(表4.4.2)

(4.4.4)

(4.3.3)

(4.3.6)

(4.3.5)

12.場所打ち

　コンクリート

　杭地業

(3.3.3)

3.山留めの撤去

(3.2.5)

2.建設発生土

　の処理

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離 8km

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　　　）

・ 自由処分

種別  　・ A種　  ・ B種　  ・ C種　  ・ D種

(表3.2.1)

(3.2.3)

1.埋戻し及び盛土

7．交通誘導警備員

・ 撤去　　　　・存置

３
　
土
　
工
　
事

鉄筋定着

　・ 各部配筋参考図による

継手位置

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

4.継手

(5.3.2)

3.内法直径

・ ガス圧接

・ 重ね継手

径 部 位

(5.5.2)

8.機械式継手

及び溶接継手

・ 機械式継手　　種類(　　　　　)　　工法（　　　　　）

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

・ 溶接継手

　　　　　　　　 品質の確認方法(　　　　　)

　　　　　　　　 鉄筋相互のあき(　　　　　　)mm

　　　　　　　　 工法(　　　　　)

 の試験(5.4.9)

抜取試験方法    ・ 超音波探傷試験    ・ 引張試験7.圧接完了後

(5.3.7)

6.各部配筋

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

耐久性上不利な部分(塩害を受けるおそれのある部分等）

　　最小かぶり厚さ　（　　　　）mm

　　・ 無し　　　・ 有り(適用箇所：　　　　　　）

軽量コンクリートで土に接する部分

(5.3.5)

(5.3.4)

厚さ及び間隔

5.鉄筋のかぶり

(5.2.2)

(5.2.1)

1.鉄筋の種類

2.溶接金網

　寸法(mm)　　　 ・100×100　　 ・150×150　　　・ （　　　　）

  鉄線の径 (mm)　・4　 ・5 　・6 　・ （　　　）

網目の形状、寸法

・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの

種類の記号 径 備 考

・D16以下

・（　　　　）

・D19以上

・SD295A

・SD295B

・SD345

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

５
　
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

(2.3.1)

(2.3.1)

構内既存の施設　　・ 利用できる　　・ 利用できない

・ 試験杭　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

・ 試験掘　　位置、本数及び寸法　　図示（図面番号：　　　）

支持地盤の位置、種類　・ 図示（図面番号：　　　）　・（　　　　）

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

位置　　　・ 図示（図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

  　 （掘削深さ　設計GL　　m　掘削径　　mm）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　　　・（    )m　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　径　　・ 300　　・ 350　　・　400　　・ 450　　・（　　　）

　　長さ　(　 　)m

先端形状　　・ 開放形　　・（　　　　）

　・ 打込み工法　　設計支持力（　　　　　　)

　　　　　　　 　打込み杭の推定支持力の算定方法（　　　　　　　)

継手　　　　　・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手（工法:       )

杭頭の処理　　・ 行う　　 　　・ 行わない                

(4.3.7)

拡底　　　・ 行わない　　　・ 行う(　　　)(4.5.5)

(4.5.4)

(4.5.3)

孔壁の超音波測定　　・ 行う　　・ 行わない

鉄筋かごの補強

帯筋　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　・ 標準仕様書[4.5.3](a)(ⅲ)による　・ 図示（図面番号：　　　)

コンクリートの種別　　・ A種　　・ B種

　設計基準強度　(　　　)N/mm2

　セメントの種類　　・ 高炉セメントB種　　・ （　　　　　　）

　最小かぶり厚さ　（　　　）mm

　構造体強度補正値（S）・３N/mm2　　・（　　　　　）

(表4.5.1)

13.地盤改良 ・(               )工法

　　・ 六価クロム溶出試験

　　・ 室内配合試験

　　・ 一軸圧縮試験

・仕上がりレベルを計測し、記録すること。 地業

14.砂及び砂利

(4.6.3)

15.捨コンクリート

(4.6.4) 地業 ・仕上がりレベルを計測し、記録すること。

16.床下防湿層

(4.6.5)

・防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

　ポリエチレンフィルム厚さ　 ・ 0.15mm以上　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[5.3.4](c)(1)

90°未満の折曲げの内法直径　　・図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

　　　　　　　　 不良部分の修正方法(　　　　　　)

普通コンクリートの設計基準強度

(6.10.1)

(6.11.3)

(6.11.1)

(6.2.4)

(6.2.2)

(6.2.1)

1.ｺﾝｸﾘｰﾄの

使用骨材による

種類及び強度６
　
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・21(N/mm2)

設計基準強度 Fc 適 用 箇 所 施工時期 スランプ

・18(cm)

軽量コンクリートの設計基準強度

・

・ 

・  　(N/mm2) ・　(cm)

設計基準強度 Fc スランプ
気乾単位

容積質量

・　　t/m3

種類適用箇所

・ 常時土又は水に直接接する部分　　図示（図面番号：　　　　）

2.コンクリートの

　類別 (6.2.1)

(表6.2.1)

3.コンクリート

 の仕上り

合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

　・ A種    ・ B種    ・ C種

(6.2.5)

4.セメント

(6.3.1)

(表6.3.1)

類別   ・ Ⅰ類　　　・ Ⅱ類

・ 大臣認定品　　図示（図面番号：　　　　）

種類　　・ 普通ポルトランドセメント、混合セメントA種

　　　　・（　　　　　　）

　・ 適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

高炉セメントB種又はフライアッシュセメントB種

(6.3.1)

5.骨材 アルカリシリカ反応性による区分

　・ AL（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　・ A(安全と認められる骨材を使用）

　なお、ALで規制できない場合はAとし、その試験は、施工着手前、工

事中1回/6ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機関で行い、

試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が、

生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を行うこと。

・ 特殊な骨材の使用

　　・ フェロニッケルスラグ細骨材

　　・ 銅スラグ細骨材

　　・ 電気炉酸化スラグ骨材

　　・ 再生骨材Ｈ

    (6.3.1)

6.混和材料

    (6.3.2)

混和材料   ・図示（図面番号：　　　　）

混和剤の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

混和材の種類、使用方法、使用量

　・ (　　　　）

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

　・ 標準仕様書［6.3.1］(d)(i)、標準仕様書［6.3.2］(2)(vi)

(6.8.3)

(6.8.2)

7.型枠 材料　　・複合合板　　(厚さ(mm)    ・ 12    ・ （　　　）)

誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地の位置、形状及び寸法

・ 断熱材の兼用

・ ＭＣＲ工法用シート

　　・ 図示(図面番号：　　　　）

スリーブの材種、規格等

(表6.8.1)

　・ 標準仕様書[表6.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

8.コンクリート

　強度試験

圧縮強度試験の供試体の材齢

(6.9.3)

　・ 材齢28日　　　・型枠脱型用

　・ 材齢28日を超え91日以内

９.寒中コンク

リート

適用期間(　　　　　)

　・ 調合管理強度、調合強度を積算温度を基に定める(6.11.2)

(6.12.2)

10.暑中コンク

リート

構造体強度補正値(S)

　・ 6　N/mm2　　　・（　　　　　）

適用箇所　　・ 図示（図面番号：　　　　）

リート

(6.13.1)

(6.13.2)

11.マスコンク

セメントの種類　　　・ 中庸熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 低熱ポルトランドセメント

　　　　　　　　　　・ 高炉セメントB種

　　　　　　　　　　・ フライアッシュセメントB種

　　　　　　　　　　・ 普通ポルトランドセメント

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　2

厚さ(mm)　　・ 60  　・ （図示　）

厚さ(mm)    ・ 50  　・ （図示　）             

・24(N/mm2) ・15(cm)　基礎

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-2

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

配置　　 図示

施工範囲　　・ 図示

D13、D16 図示

　・ 図示

　・ 図示

　・ 標準仕様書[表5.3.4]　　・図示

・ 図示

D19 図示

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



Y-2

Y-1

X-1

X-2

種　別施　工　箇　所

脱気装置（ X-1 )

4.塗膜防水

(表9.5.1)

(表9.5.2)

(9.5.3)

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

保護層（ Y-2 ） 　・図示（図面番号：　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

下地処理((b)(1)から(3)以外の場合)　・図示（図面番号：　　　　　）(9.6.3)(9.6.4)

塗布防水 (9.6.1)

5.ケイ酸質系

防水層の種別及び工程　　　・C-UI　　　　・C-UP

適用部位　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

－

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

・(    )

9.ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ

      (7.2.6)

（株）日本鉄骨評価センター又は（株）全国鉄骨評価機構の「鉄骨

・ 適用する1.施工管理技

術者

2.製作工場

(7.1.4)

(7.1.3) 製作工場の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　・J　　・R　　・M　　・H　　・S

3.鋼材

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

  ・ A種  　・ B種　  ・ C種  

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み   

　建方用　・図示（図面番号：　　　　　）・SS400　   ・ (      ) 

適用箇所及び種類

　・図示(図面番号：　　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

　・ すべり耐力試験　　　　試験方法等　　・（　　　　　）

すべり耐力等の確認方法

　・ りん酸塩処理

　・ ブラスト処理(表面粗度50μmRz以上)

摩擦面の処理

　・ 図示(図面番号：　　　　）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

ボルト及びナットの材料等、ボルトの径

　・ 行わない　　・ 行う　　　試験方法等　・（　　　　　　）

すべり係数試験

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

高力ボルトの径

　・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト1種(F8T相当)

　・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

　・ トルシア形高力ボルト2種(S10T)　

種類        

(7.4.7)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.2)

(7.4.2)

(7.3.2)

(7.2.3)

4.高力ボルト

5.普通ボルト

    (7.4.2)

(表7.2.3)

(表7.10.1)

(7.10.3)

(7.3.2)

(7.2.4)

7.ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

めっき高力ボルト

6.溶融亜鉛

      (7.2.5)

8.溶接材料

材質、形状及び寸法　　・ 図示(図面番号：　　　　）

溶接方法　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

柱底均しモルタルの工法、厚み

無収縮モルタルの材料及び調合

10.ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

11.柱底均し

　モルタル

(7.2.7)(7.7.8)

板厚方向に引張力を受ける鋼板の試験12.材料試験等

     (7.2.9)

     (7.10.3)

  (表7.10.2)

(7.2.10)

仮組を行う範囲

・ 行わない　　・ 行う13.仮組

     (7.3.10)

　・ 行わない　　　・ 行う

溶接作業の技量付加試験

開先の形状

　・ 図示(図面番号：　　　　）

15.溶接部の開先

(7.6.4)

      (7.6.3)

14.溶接作業に

おける技能資格者

エンドタブの切除　　

(7.6.7)

16.溶接施工

(7.6.11)

板厚が異なる場合の突合せ継手溶接部

　・低応力高サイクル疲労を受ける部位　図示（図面番号：　　　　　）

17.溶接部の試験 試験の種別                                        

・ 超音波探傷試験 　　 ・ （　　　　　）

溶接区分 AOQL(%) 検査水準 備 考

・ 2.5  
現場溶接

・ 4.0

・ 2.5
工場溶接 ・ 6

・ 4.0

18.錆止め塗装

(7.8.3)

(表8.4.3)

(8.4.5)

(表8.4.2)

(8.4.4)

(8.4.3)

(8.4.2)

3.ALCパネル

・間仕切

・床

・屋根

　壁パネル

・外壁
・A種　・B種

・E種
・C種　・D種

構法

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

・ 無し

・(  )時間

耐火性能

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・150
　パネル

・ F種・120

・100

　パネル
・ F種・100

・100

　パネル

・100

(N/mm2)
幅(mm)厚さ(mm)

荷重種類
呼び寸法単位

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

 

 

 

　　・パネル開口の限度　　・図示（図面番号：　　　）

 

種　　別 施　工　箇　所1.アスファルト

　防水

(表9.2.3)

～(表9.2.8)

(9.2.2)

(9.2.3) 改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.3] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

 

　厚さ　・標準仕様書[表9.2.5] ～[表9.2.8]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート

　・ ポリエチレンフィルム（厚さ　0.15mm以上）

　・ フラットヤーンクロス（70g/㎡）

押え金物　

　・ アルミ製　L30×15×2.0    ・図示（　　）

断熱材

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法

種類　　　　　　　　　・ 空洞ブロック16

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　　　　・ 21N/mm2    ・ （　　　　　）

コンクリートの調合　　・ 標準仕様書[表8.2.2]以外のとき(8.3.3)

(8.2.5)

(8.2.4)

(8.2.2)

　ブロック造

1.補強コンクリート

2.コンクリート

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

(8.3.2)

(8.3.3)

 及び塀

 ブロック帳壁

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

ブロックの種類　　　　・ 標準仕様書[表8.3.1]

圧縮強さ、正味厚さ、モデュール呼び寸法、ブロックの厚さ

各部の配筋　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　）

化粧　　　　　　　　　・ 有り　　・ 無し

部 位 種 別 仕 様

接合部（ボルト接合の場合）20.軽量形鋼構造

(7.11.2) 　・ 普通ボルト接合　　・ （　　　　　）

(7.9.2)

19.耐火被覆

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

　　種類  （　　　　)　　　厚さ　　（　　　　　　）mm

(表9.2.3)

～(表9.2.6)

　乾式保護材　・ 使用する

脱気装置

屋根露出防水における仕上塗料

　・ 図示(図面番号：　　　）　種類（　　　　）　使用量（　　　）

(表9.2.7)

(表9.2.7)

(表9.2.8)

屋内防水密着工法における保護層

　・ 図示(図面番号：　　　）

(表9.2.9)

防水層の下地モルタル塗り(9.2.4)

　・ 図示(図面番号：　　　）

　種類　　・B種　　・（　　　　）

立上がりのコンクリート打放し仕上げの種別

　立上り部保護れんが　・ JIS R 1250   ・（　　　　）

　・ 設置数量　図示(図面番号：　　　）　　種類（　　　　　）

　・ 屋根保護防水断熱工法

　・ 屋根露出防水断熱工法

　立ち上がり部の保護コンクリート　・ 図示(図面番号：　　　）

屋根保護防水

７
　
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

９
　
　
防
　
水
　
工
　
事

８
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

スランプ　　　　・ 15cm  　  ・(       )

　　　　・ (           )

12.無筋コンク

リート

(6.14.1) 設計基準強度　　　・ 18(N/mm2)　　 　・ (      )　(N/mm2)

スランプ　　　　　・ 15cm　　　・ 18cm

混和剤　・ 標準仕様書[6.13.2](b)(1)

適用箇所  標準仕様書[6.14.1]

　　　　　・ 上記以外の適用箇所 (　　　　　　)

適用箇所

　・ 図示(図面番号：　　　　）コンクリート

    (6.15.1)

13.流動化

(7.2.1)

材質、形状及び寸法　　・ 図示（図面番号：　　　）

  ・ 標準仕様書[表7.2.3]

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.5](a)(b)以外の溶接材料

材料

　　（　　　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　）

種類及びねじの呼び等

建築用ターンバックル胴　　　　・割枠式　　　　　・（　　　　）

建築用ターンバックルボルト　　・羽子板ボルト　　・（　　　　）

　・ 標準仕様書[7.2.9](b)    ・ (  　　)

・　JIS G 0901により行う

　・ 図示（図面番号：　　　　）

    (7.12.4)

    (7.3.2)

JIS形、ナット回転法かつボルト長がねじの呼びの5倍を超える場合

　・ 回転量（　　　　）°

スカラップの形状　　・ 図示(図面番号：　　　）

伸縮目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する (材料：　　　　)

外壁、屋根及び床パネル構法

パネル幅を300mm以下とする部分　　　・ 適用あり

・ フラットパネル
・ A種

・ デザインパネル
　パネル ・ B種

・ タイルベースパネル

・ フラットパネル
・ B種

・ デザインパネル
　パネル ・ C種

・ タイルベースパネル

・(    )

・(    )

・(    )

・(    )

・外壁

・間仕切壁

表面形状及び 働き幅
種類 板厚(mm)

原料区分 (mm)
工法

4.押出成形

　セメント板

(8.5.2)

(8.5.3)

(8.5.4)

(表8.5.1)

(8.5.5)

(表8.5.2)

　　　風圧力に対応した工法　　・ 適用あり

出隅、入隅等の取合い部の伸縮目地幅(mm)      ・ (      )

間仕切壁パネル構法

外壁パネル構法

パネル相互の目地幅 (mm)

出隅、入隅の接合部の伸縮調整目地幅 (mm)  ・ 15　・ (     )

目地及び隙間の処理　　・ (　　　　　　)

　　風圧力に対応した工法　　・適用あり

　　パネルに欠き込みを行う場合

　・ 長辺 8以上、短辺 15以上　　・ (           )

保護コンクリートの厚さ(9.2.5)

屋根露出防水絶縁断熱工法

　・ 図示(図面番号：　　　）

　ルーフドレン回り及び立ち上がり部周辺断熱材の張りじまい位置

(9.2.4)

　こて仕上げ　・ 水下 80mm以上　　・ (            )

　床タイル張り　・ 水下 60mm以上　　・ (            )

屋上排水溝 　・ 図示(図面番号：　　　）

改質アスファルトシート

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

仕上塗料

種　　別 施　工　箇　所

(9.3.2)

(9.3.3)

(表9.3.1)

～(表9.3.3)

2.改質アスファルト

　シート防水

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

　種類　・標準仕様書[表9.3.1] ～[表9.3.3]　　・図示（　　　　）

脱気装置

(9.3.3)

断熱材                                  

　・ 屋根露出防水絶縁断熱工法

  　 種類　（　　　　）　　　厚さ（　　　）mm

　・ 設置数量　図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　　）

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

種　　別 施　工　箇　所3.合成高分子系

　ルーフィング

　シート防水

(9.4.2)

  (9.4.3)

(表9.4.1)

  (9.4.2)

(表9.4.2)

(表9.4.3)

ルーフィングシート

　種類　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

　厚さ　・標準仕様書[表9.4.1] ～[表9.4.3]　　・図示（　　　　）

絶縁用シート 

  ・ 発砲ポリエチレンシート 　　・　（　　　　　）

仕上塗料

　・ 図示（図面番号：　　　　）　種類（　　　）　使用量（　　　）

  (9.4.3)

S-M2又はSI-M2で立上りを接着工法

屋内保護密着工法

　　立ち上がり面のシート厚さ　・ 15mm　　・（　　　）mm

　　モルタル塗り厚さ　　・（　　　）mm

　　保護コンクリートの厚さ　　・（　　　）mm

　風圧力に対応した工法　　　・図示(図面番号：　　　　　）

機械的固定工法

  (9.4.4)

  (9.4.4) 　　床塗りの工法　・標準仕様書[15.2.5](b)(2)(3)　・（　　　　　)

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

固定金具　　材質、寸法形状（　　　　　　　）

断熱材　　　材質、厚さ（　　　　　　　　　）

　　立上り部の保護モルタル塗厚さ　・ 7mm以下　・（　　　）mm

増張り (S-F1、SI-F1、S-C1）

　PC入隅部、ALC下地でS-C1の場合　・ 図示（図面番号：　　　　　）

　PC下地、ALC下地でS-C1の場合　　・ 図示（図面番号：　　　　　）

目地処理 (S-F1、S-F2、SI-F1、SI-F2、S-C1)

特記仕様書　3

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-3

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

　・ 図示

　・ 図示

　・ 図示

　構造用　・図示　　　・SNR400B   ・ (      ) 

　・ 図示

　・ A種 (図示  )mm    ・ B種 (  )mm

・ 6

  ・ 適用箇所　　・見え係り部　図示

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

耐火被覆材の接着する面への塗装

　・ 行わない　　・ 行う

　　種類

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]  (     )種

　　　・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.2]  (     )種

　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

鉄骨鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の鋼製ｽﾘｰﾌﾞの内面(鉄骨に溶接されたものに限る)

  ・ 標準仕様書[18.3.2]、[表18.3.1]　　（　　　）種

  ・ 構造特記仕様書による



形状・寸法：230×114×60

3.陶磁器質 種別

・ 標準仕様書[表9.7.1]による

 

 

6.シーリング

(表9.7.1)

(9.7.3)

(9.7.2)

(9.7.5) 接着性試験

  ・ 簡易接着性試験 　 　・ 引張接着性試験

使用

部位

種類

(名称)
品質

・ 2等

・ 1等

寸法・厚さ

(mm)

表面

仕上げ

・ 粗磨き

・ 水磨き

・ (    )

・ (    )

工法 形状

1.天然石

(10.2.1)

(表10.2.1)

(表10.2.2)
床

壁

(表10.2.1)

(10.1.3)

　
石
　
工
　
事

10

タ

イ

ル

工

事

11

1.伸縮調整目地及び

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

タイルの種類2.陶磁器質

　タイル張り

特注色

標準・ 
Ⅲ
類(

陶
器)

Ⅱ
類(

せ
っ
器)

Ⅰ
類(

磁
器)

区分(きじ)
耐
滑
り
性

う
わ
ぐ
す
り

耐
凍
害
性

形
状
寸
法

工
　
　
法

役
　
　
物

施
工
箇
所

(表11.2.3)

　　シーリング材

　　　　打継、ひび割れ誘発目地　・PU－2　　・（　　　）

　　　　伸縮、その他目地　　　　・MS-2  　 ・（　　　）

位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]

　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ　・ (        )

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

(10.1.5)

(10.3.2) ジェットバーナー仕上面　　　・手加工あり　・機械加工バフ仕上あり

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

取り付け工法6.乾式工法

　・ スライド方式　　・ ロッキング方式

たぼ用穴の位置　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

風圧力に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 6mごと　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・図示（図面番号：　　　　）

(10.2.2)

(10.5.2)

(10.5.3)

受け金物の材質、形状、寸法

下地ごしらえ

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法　　・ あと施工アンカー工法

(10.2.2)

5.内壁空積工法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(10.3.3)

(10.4.2)

(10.2.1)

(表10.2.2)

2.テラゾ

・大理石

使用

部位

種石の

種類

・ 大理石

種石の

大きさ

・ 1.5～12mm

寸法による

区分

・ 300型

・ 400型

表面仕上

 ・ (    )

使用

部位

種石の

種類

・1.5～12mm

大きさ

種石の

・平もの

・役もの

形状 仕上げ面

・ 片面

・ 両面

表面仕上

・(    ) ・(    )

テラゾタイル

テラゾブロック

寸法

(mm)

(10.1.3)

(10.1.5)

取付用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

目地用モルタル　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

裏打ち処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

3.その他の材料

(10.3.2)

石裏面処理

石裏面処理

　　・適用する

　　・適用する

割付 　・標準仕様書[10.1.3](a)　　・図示(図面番号：　　　　　）　

清掃における床面ワックス　　　　　・使用する                

石裏面処理材　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

ドレンパイプ　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

充填材料　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　）　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

受け金物の材質、形状、寸法

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

　・ あと施工アンカー横筋流し工法

　・ 流し筋工法　　・ あと施工アンカー工法

アンカーの材質及び径　　・ SS400 M12　　・ （　　　　　　）

目地　一般目地

　・ 樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き 25～35φ

　・ （　　　　　　　　）

下地ごしらえ

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

ドレンパイプの材質

　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

4.外壁湿式工法

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[表11.1.1]　・ 図示（図面番号：　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

(10.3.3)

目地

　　目地幅(mm)　　・ 8以上　　・ (       )

　　シーリング材　・ 適用する

　の石張り

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ 屋内4mm以上、屋外3～6mm

　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　・ 標準仕様書[10.6.2](e)(2)(ⅰ)

　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

(10.6.3)

(10.6.2)

(10.3.3)

7.床及び階段

　等の石張り

8.アーチ、上げ裏 取付工法　　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

吊金物及び化粧吊りボルト

　・ 設ける

　　 吊金物　　　　・ ステンレス(SUS304)　径6mm長さ80mm(加工物)

　　 吊りボルト　　・ ステンレス(SUS304)　M10　化粧ナット付き

(10.2.2)

　　　　　　　　　 　　及び他の部材と取り合う箇所

(10.7.2)

(10.7.1)

(10.3.3)

　　　　目地幅(mm)　　・ 6以上　　・ (       )

目地　一般目地

　　　伸縮調整目地

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法　

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　・図示（図面番号：　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

9.笠木、甲板等 取付工法　　・ 外壁湿式工法　　・ 内壁空積工法　　・ 乾式工法

取付け代(乾式工法の場合)(mm)

(10.2.2)

(10.7.3)

(10.7.1)

(10.3.3)

(10.5.3)

目地　一般目地

　　　　目地幅(mm)　　・ (       )

　　　　シーリング材　・ 適用する

　　　　位置　　・ 図示(図面番号：　　　　）

　　　　　・幅、深さとも10mm以上　　・ 図示（図面番号：　　　）

　　　　シーリング材の目地寸法

　　　伸縮調整目地(外壁湿式工法の場合)

　　　　石材の厚さ　　　　　　　・ （　　　　　　）

(10.7.4)

10.隔て板

　　　　・ 適用する 　　図示(図面番号：　　　　　）　

石裏の補強用モルタル(乾式工法の場合)

アンカーの材質及び径　　　　　　　・ （　　　　　　）

あと施工アンカーの材質及び形状　　・ （　　　　　　）

(11.2.2)

・ 役物　　（　　　　）

・ タイルの試験張りを行う

・ 見本焼きを行う

(11.2.7)

(11.3.7)

(11.3.2)

(11.3.4)

(表11.3.2)

　　コンクリート素地面の処理

　　　・ 適用箇所　図示(図面番号：　　　　)

　　　・ 目荒し工法　　　・ ＭＣＲ工法

接着剤あと張り工事

セメントモルタル塗り又は接着剤あと張り工事

木

工

事
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1.木材 見え掛り部の表面仕上げ 

(12.1.4) 　・ A種　　　・ B種　　　・ C種

(表12.2.1)

(12.7.1)

(12.6.1)

(12.5.1)

(12.4.1)

(12.2.1)

(表12.1.1)

木材の含水率

　　適用箇所　（　　　　　　　　　　）

　・ A種　　　・ B種

　・ A種　　　・ B種

造作材

下地材

種別部材名称

2.製材

(12.2.1)(b)(1)

製材

｢製材の日本農林規格｣による製材

（図面番号：　）
広葉樹製材

針葉樹製材

下地用

針葉樹製材

造作用

樹種・寸法・形状 等級 含水率

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）
・10%以下

(12.2.1)(b)(2) ｢製材の日本農林規格｣以外の製材

(表12.2.2)

樹種

樹　種 県産材部位

代用樹種の使用　　　・禁止する           　　

(表12.2.3)

　樹種、寸法、防虫処理、難燃処理及び含水率

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

樹種　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (        )

　　　　・ 標準仕様書[10.5.3](b)　　・ (   　　    )

取付け金物　　・ 標準仕様書[10.2.2](c)　　・ (       )

種 類目地寸法施　工　箇　所

タイル型枠先付

(表11.4.1)

(11.4.2)

　・ タイルシート法　　・ 目地桝法　　・ 桟木法

タイル型枠先付け面のせき板の種別　　・ (　　　　　　)

(11.4.3)

造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣以外の造作用集成材

3.集成材等 造作用集成材

｢集成材の日本農林規格｣による造作用集成材

樹種・寸法・形状 等級

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・図示

（図面番号：　）

・（　　　）

・（　　　）化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用

集成材

化粧薄板厚さ

部材 接着 板面の 防虫
樹種名 等級 厚さ

名称 の程度 品質 処理等

(12.2.1)

(12.2.1)

4.単板積層材 ｢単板積層材の日本農林規格｣による造作用単板積層材

　樹種、寸法、化粧薄板の厚さ及び含水率

　厚さ、表面の品質及び防虫加工

｢単板積層材の日本農林規格｣以外の造作用単板積層材

　厚さ、表面の品質、含水率及び防虫加工

　造作材の材面の品質　　・ A種　　　・（　　　）

　及びその他の

　合板

(12.2.1)

(12.2.1)

構造用合板の強度等級

パーティクルボード

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

　　・ 図示（図面番号：　　　　）

5.床張り用合板

　表裏面の状態、曲げ強さ、接着剤、難燃性による区分、厚さ等

(12.3.1)

(12.3.2)

薬剤加圧注入

　適用部位、保存処理性能区分　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

薬剤の塗布等

　処理方法　　・ 標準仕様書[12.3.1](3)(ⅱ)　　・（　　　　　）

ボード原料接着剤への薬剤混入

　　・ (　　　　　　　　)

防虫処理

　　・ (　　　　　　　　)

6.防腐・防蟻処理

　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

屋

根

及

び

と

い

工

事
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厚さ

屋根葺形式 材種 備考
(mm)

・ 塗装溶融55%

アルミニウム－亜鉛 ・0.4
　 ルーフィング940

合金メッキ鋼板

下葺の種類

1.長尺金属板

(13.2.2)

(13.2.3)

(表13.2.1)  ・ アスファルト

葺

断熱材　　種別　　　　・ ガラス繊維シート　　・ (　　　　)

　　　　　厚さ(mm)　　・ 5　　・ (　　　　)

・ 塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　 亜鉛合板めっき鋼板

・ （　　　　）

2.折板葺

(13.3.2)

(13.3.3)

・ はぜ締め形

・ 重ね形

緊結方法

材種 軒先面戸板

・ あり

・ なし

　　　　　防火性能　　・ (　　　　　)

風圧力及び積雪荷重に対応した工法

雪止め　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

耐風圧及び積雪荷重に対応した工法

   ・ 図示（図面番号：　　　　)

板厚(mm)
山の高さ

(mm)

山のピッチ

(mm)

・ 0.8

・ 0.6

・ 90

・ (　　)
・ (　　) ・ (　　)

耐力区分

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　4

図示

4.せっ器質

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-4

名古屋モザイク工業 RBW2360-104同等品以上ﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

図示

図示

15×10 MS-2

15×10

MS-2

SR-2

20×10

ベンチ（花崗岩）

巾木 100×100

用床ﾀｲﾙ

視覚
障がい者 300×300

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



スタッド、ランナーの種類   

　・ セメントスタッコ以外の場合　 材所要量(　　　　kg/㎡)

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法3.粘土瓦葺

(13.4.2)

(13.4.3)

雪止め瓦　　　　　　　・ 使用する

瓦桟木の材種、寸法　　・ 杉又は桧　21×15　　・（　　　　）

棟補強用心材の材質、寸法　　・杉又は桧　40×30　　・（　　　　）

下葺材料の種類　　　　・（　　　　　　）

(14.8.2)

9.手すり

鋼

・ HL程度
ステンレス

材種 表面処理の種別

鋼

ステンレス

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

施工箇所

材種 表面処理の種別

アルミニウム
・ (　　　　　　)

・ 標準仕様書[表14.2.2]の種別(　　　種)

スロープ・階段

施工箇所

10.タラップ

(14.8.3)
・ 

・標準仕様書[表14.2.2]の種別(　 種)

・ 標準仕様書[表14.2.1]の種別(　　　種)

取付箇所 材種 寸法 形式

・ アルミニウム製 ・ 450角 ・ 額縁タイプ
・ 天井

・ 600角 ・ 目地タイプ

・ アルミニウム製 ・ 450角
・　床

・ 600角

材種  ・アルミニウム合金製  　・塩化ビニル製11.天井見切縁

12.点検口

15

左

官

工

事

既製目地材      ・ 使用する　　図示（図面番号：　　　　　）1.モルタル塗り

　　(15.2.2)

　　(15.2.5)

床の目地　　　　・図示（図面番号：　　　　　　）

2.セルフレベリング

　　(15.4.2)

種類　　・ せっこう系　　　・ セメント系

16

建
　
具
　
工
　
事

1.防火戸

2.見本の製作等

(16.1.3)

(16.1.4)

(16.1.6)

3.防犯建物部品

建具見本の製作　　　・ 実施する

特殊な建具の仮組　　・ 実施する

防犯建物部品　　　　・ 図示（図面番号：　　　　）

4.ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

(16.2.2)

(16.2.4)

(表16.2.1)

(表14.2.1)

　・ A種　　　・ B種　　　・ C種　　　　・（　　　）

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

　　表面処理　種別　・ B-2　・（　　　）　・ 標準色　・ 特注色

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

網　目　　・16メッシュ　　・18メッシュ　　・（　　　　）

網の材質　・合成樹脂　　・ガラス繊維入り合成樹脂

建具の見込み寸法　・ [表16.2.1]　　・ 図示（図面番号：　　　）

水切り板、ぜん板等　　・図示（図面番号：　　　）

結露水の処理方法　　　・(    　   )

(16.2.5)

(16.2.3)

5.網戸 形式　　　・可動式　　　・固定式

6.樹脂製建具

(16.3.2) 　　・ A種　・ B種　・ C種    ・（　　　　　）

　　・ T-A種　・ T-B種    ・（　　　　　）

　　・ H-A種　・ H-B種   ・ H-C種　 ・（　　　　　）

ガラス　　・複層ガラス　　・（　　　）

建具枠見込み寸法　　　・図示（図面番号：　　　　）

(16.3.3)

(16.3.4)

表面色　　・標準色　　・特注色

水切り板　ぜん板　　・図示（図面番号：　　　　）

丁番　　　・［表16.8.3］　・ 図示（図面番号：　　　）

(16.8.2)

7.鋼製建具

(16.4.2)

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(表16.2.1)

(表16.4.1)

(16.4.3)

(16.4.4)

(表16.4.2)

(表14.7.1)

(14.7.2)(14.7.3)

7.金属成形板

　板張り

(14.6.2)

(14.6.3)

・表面処理

・ パネル形
形　　状

・ スパンドレル形　

・ ステンレス　・　鋼
材　　種

・ アルミニウム　

施工箇所

長尺ものにおける伸縮調整継手

　・ 設ける　　図示(図面番号：　　　　)

8.アルミニウム

　製笠木

部材の種類　　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形　

表面処理　　　・（　　　　　）

5.軽量鉄骨

　天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

(14.4.3)

野縁などの種類

　屋内    ・ 19形    ・ (　　　　　　)

　屋外    ・ 25形    ・ (　　　　　　)

(表14.4.2)

(14.4.4)

屋外の野縁受等の間隔　　・ 図示(図面番号：　　　　)

吊りボルトの水平補強、斜め補強

　・ 天井ふところ＞3.0m 　図示(図面番号：　　　　　)

　                       ・ 図示(図面番号：　　　    )

・ 耐風圧の補強　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 耐震天井　　　　　図示(図面番号：　　　　)

6.軽量鉄骨壁

　下地

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(14.5.3)

(表14.5.1)

スタッドの高さ5m超

　・ 天井ふところ≧1.5m　・ 標準仕様書[14.4.4](h)

4.鉄鋼の亜鉛

　めっき

(14.2.3)

亜鉛めっきの種別

　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種　　・ E種　　・ F種

棟の工法　　・ 標準仕様書[13.4.3](d)　・図示（図面番号：　　　）

風圧力及び積雪荷重に対応した工法　　　・図示（図面番号：　　　）

桟木の留付け工法　　　　　　　　　　　・図示（図面番号：　　　）

吊りボルトの補強方法（＠900mm超）  ・図示(図面番号：　　　)

固定方法　　　・ 図示（図面番号：　　　　　）

(15.8.3)

　吹付け

5.ロックウール 仕上げ吹付け厚さ　　（　　　）mm

(表15.6.1)

種別　　・A種　　　・B種

(15.6.2)材塗り

4.マスチック塗

(表15.5.2) 複層仕上塗材の上塗材の種類

樹 脂 種 類 溶 媒 種 類 外 観

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無   ・ メタリック

・ 弱溶剤系 ・ 艶有   ・ 艶無

・ 水系 ・ 艶有   ・ 艶無

厚付け仕上塗材

下地モルタルの接着力試験（外壁タイル張り等）　　・実施する

3.仕上塗材仕上

(15.5.2)

(表15.5.1)

種 類

・外装薄塗材E
・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状ジュラク・内装薄塗材E
薄付仕上塗材

工　法仕 上 形 状呼 び 名

・(　　　　)・(　　　　) ・(　　　　)

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理
・吹付け

・平たん状

・凹凸状
・こて

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・外装厚塗材C

・(　　　　)・(　　　　)・(　　　　)

・ひき起こし

・複層塗材E

・複層塗材RE

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・こて

・吹付け

・吹付け

・ローラー

・防水型複層塗材E

・防水型複層

　塗材RE

・(　　　　) ・(　　　　) ・(　　　　)

軽量骨材

仕上塗材

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付け

・こて・平たん状

・砂壁状

　　　　・JIS A 6909 調湿形

複層仕上塗材の耐候性　　・ 耐候形３種　　・（　　　　　）

外装厚塗材Cの上塗材

複層仕上塗材
・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

内装薄塗材、内装厚塗材（吸放湿性を有するもの）

・ ポリウレタン系

・ シリカ系

・ アクリル系

・ ふっ素系

　 シリコン系

・ アクリル

ALCパネルの内壁目地　　　・ V形目地付き　　　・（　　　　　）(15.5.4)

(15.5.7) 仕上塗材の所要量等の確認方法　・ 標準仕様書[表15.5.4]　・（　　）

仕上材塗り　　　種類（　　　　　　）

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器と連動するもの

防火戸の指定　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

　　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　　　）

外部建具の性能等級等

外部建具の遮音性能等級

外部建具の断熱性能等級

外部建具の性能等級等

内部建具

(16.6.5)
(16.6.4)

鋼板類の厚さ　　・ [表16.4.2]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

8.鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.4)

鋼板類の表面仕上げ

　　・ 塗装　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板

　　・ ステンレス鋼板（・HL　・鏡面）

召し合せ、縦小口包み板等の材質

　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミニウム合板押出形材

鋼板類の厚さ　　・ [表16.5.1]　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　 H>2400超 又は W>950超　 ・ 図示（図面番号：　　　　）

　建具

9.ステンレス製

耐震ドアセットの面内変形追随性　　　　　・（　　　　等級）

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性　　　・（　　　　等級）

防音ドアセット、防音サッシの遮音性　　　・（　　　　等級）

簡易気密型ドアセット　　・ 図示（図面番号：　　　　）

ステンレス鋼板　　・ SUS304　　・ （　　　　）

(16.6.2)

(16.6.3)

表面仕上げ 　　　 ・ HL　　　　・ 鏡面仕上げ                  

曲げ加工    　　　・ 普通曲げ  ・ 角出し曲げ

鋼板の種類、めっき付着量

　　　　　・ JIS G 3302　  ・Z12  ・F12  ・（　　）

　　　　　・ JIS G 3317 　 ・Y08         ・（　　）

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

外部建具の耐風圧性　　・S-4　　・S-5　　・S-6

(16.9.2)

(16.9.2)

10.木製建具

(16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.3)

建具材の含水率　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　 

(表16.7.6)

(16.7.4)

　・ 図示(図面番号：　　　　)

レバーハンドル、クレセント等の取付け位置

12.自動ドア開閉

　装置

(表16.9.1)

(表16.9.2)

開閉方法

　・ スライディングドア　　・ スイングドア

　・ 図示(図面番号：　　　　)

(16.9.3)

　スライディングドア　・ 標準仕様書［表16.9.1］　　・（　　　）

　スイングドア　　　　・ 標準仕様書［表16.9.2］　　・（　　　）

(16.10.3)

　・ 標準仕様書［表16.10.1］　　・（　　　　）

14.重量シャッター

(16.11.2)

(表16.11.1)

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

シャッターの種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

鋼板の種類　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　　　・めっき付着量　　・Z12  ・F12  ・（　　）

フラッシュ戸、戸ぶすまの合板

マスターキー　　・ 製作する　　・ 製作しない

　　　　　　　　・ 監督員と協議の上システムを決定する

キーボックス　　・ 要　　・ 不要

11.建具用金物

(16.8.2)

(表16.8.1)

金物の種類、見え掛かり部等の材質等

(16.8.4)

(16.8.3)

　・ 標準仕様書[表16.8.1]　　　・ 図示（図面番号：　　　）

戸の見込み寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

枠及びくつずりの材料　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　引戸の召合わせ　　・ いんろう付き　図示（図面番号：　　　　）

フラッシュ戸の形状

かまち戸　　かまち、鏡板の樹種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　種類、材面の品質　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　接着の程度　　・ 1類（水掛り）、2類（その他）　・（　　　　）

　表面板の厚さ　　　・ 標準仕様書[表16.7.6]　　・（　　　　　）

ふすま　　　　　　　上張の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　　　　　　　　　縁の仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

性能値

13.自閉式上

吊り引戸装置

性能値

管理用シャッター、外壁用防火シャッター

　　・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

管理用シャッターのシャッターケース　・ 図示（図面番号：　　　）

開閉機能による種類　　・ 図示（図面番号：　　　　）

・ 耐風圧強度(　　　　　　Pa 以上)

スラットの形状　

　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

15.軽量シャッター

(16.12.2)

(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

スラットの材質、めっき付着量

　　　　　　・ JIS G 3312  ・ Z06  ・ F06  ・（　　）

　　　　　　・ JIS G 3322  ・ AZ90         ・（　　）

(16.13.2)

(16.13.3)

16.オーバーヘッド

　ドア

耐風圧性能の区分　JIS A 4715　・ (　　　　　　)

・スチールタイプ

・アルミニウム

　タイプ

・ファイバー

　グラスタイプ

・電動式

・チェーン式

・バランス式

セクション材料 収納形式 ガイドレール

・溶融亜鉛

　めっき鋼板

・ステンレス

開閉方式

・スタンダード形

・ローヘッド形

・ハイリフト形

・バーチカル形

17.ガラス

留め材　　　・ シーリング　　・ ガスケット(　　　　　　)

ガラス溝の寸法、形状等

　・ 標準仕様書[表16.14.1]　　・ 図示(図面番号：　　　　)

熱線反射ガラスの映像調整　　　・実施する

(16.14.2)

(16.14.3)

(16.14.4)

(表16.14.1)

板ガラスの種類、厚さ、特性による種類等

表面形状、寸法、厚さ　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

壁用金属枠、補強材　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

力骨の材質等　・ SUS304、φ5.5はしご形状複筋、単筋　・ （　　　)

化粧目地モルタルの色　　・（　　　　）

シーリング材の種類　　　・（　　　　）

化粧カバーの材質、形状等　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

18.ガラスブロック

　積み

(16.14.5)

目地幅、伸縮調整目地　・ 標準仕様書[16.14.5](b)(2)　・（　　　)

風圧力に対応した工法　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　5

外壁

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-5

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

　・ 標準仕様書[表14.5.1]　　・ 図示

(表13.5.5)

(13.5.3)

(表13.5.1)

(13.5.2)

4.とい 材種　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)　　・ 配管用鋼管(白管)

鋼管製といの防露巻工法

　・ 標準仕様書[表13.5.5]　　・ （　　　　　）

　　　　　・ (アルミ製　　)
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金

属

工

事

1.あと施工

　アンカー

(14.1.3)

引抜き耐力の確認試験　　　・実施する　　　　　　　　　　　　

　設計用引張強度　　・ (　　　　　　)

2.ステンレス 表面仕上げ　　　・ HL仕上げ　　　・（　　　　）

3.アルミニウム

(14.2.2)

(表14.2.1)

　・ A-1 　・ A-2 　・ B-1 　・ B-2 　・ C-1 　・ C-2 　・ D

表面処理の種別

陽極酸化被膜の着色方法　　・ 二次電解着色　　・（　　　　）

　　常温乾燥形の塗装　　　　・（　　　　　）

(14.2.1)

5.アルミハニ

カムパネル

住軽日軽同等品

・ t1.8

取付け用下地　　・ 図示

　　　　　・ステンレス（SUS304）  ・（　　　　　）

センサー種類　　・ 図示

　・ 図示

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



　　　　　　　　　　　　　　・　(透明塗料塗り)ラワン　・　(不透明塗料塗り)しな

製品の寸法許容差　・　標準仕様書[17.3.13]による　・（　　　　　）

ガラスの取付け

　　・ 標準仕様書[表17.2.3]　　・ (　　　　　　)

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.2.2]　　・ (　　　　　　)

　躯体付け金物取付け位置の寸法許容差

取付け

1.種類 ・ メタルカーテンウォール(種類　　　　　　)

・ PCカーテンウォール(17.1.1)

(17.1.3)

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.3.2)

耐風圧性(　　　　　　)

耐震性(　　　　　　)

水密性(　　　　　　)

気密性(　　　　　　)

耐火性(　　　　　　)

耐温度差性(　　　　　　)

遮音性(　　　　　　)

断熱性(　　　　　　)

カーテンウォールの材料

　ウォール

3.メタルカーテン

(表17.2.1)

(17.2.3)

(17.2.5)

(17.2.6)

材料 規格等

・ (　　　　) ・ (　　　　)

・ アルミニウム製 ・ 標準仕様書[16.2.3]

見え掛り部の仕上げ

・ 行う・ A-1

・ A-2

映像調整

製品の寸法許容差　　・ 標準仕様書[表17.2.1]

ガラス溝の寸法、形状等　　・ カーテンウォール製作所の仕様による

　　　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

防火材料の指定箇所(　　　　　　)1.材料

18

塗
　
装
　
工
　
事

2.施工一般

～(18.14.2)

(18.2.2) 種類

塗料塗り

種別

SOP ・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ A種

・ B種

EP

施工箇所
素地

ごしらえ

錆止め塗料

の種類

下地の

種類

鉄鋼面

ボード面

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事
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2.性能等

性能の確認・判定方法（　　　　　　　　　)

断熱材(　　　　　　　　)

シーリング材の種類

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))

配筋　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

先付け材料

　・ サッシ枠　　・ ゴンドラ用ガイドレール　　・ (　　　　　　)

4.PCカーテン

　ウォール

(17.3.3)

(17.3.4)

(17.3.5)

(17.3.6)

(17.3.9)

カーテンウォールの材料

　コンクリートの種類及び品質　

鉄筋　　　　・ SD295A　　・ (　　　　　　)

補強鉄線　　・ 3.2　　・ (　　　　　　)

耐火目地材　・ (　　　　　　)

表面仕上げ材　・ 磁器質タイル

取付け

　カーテンウォール部材取付け位置の寸法許容差

　　・ 標準仕様書[表17.3.2]　　・ (　　　　　　)

ガラスの取付け

　石材(　・ 花こう岩　　・ 大理石　　・ (　　　　　　))

　・ 構造用ガスケット（図示(図面番号：　　　　))
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内
　
装
　
工
　
事

2.ビニル床タイル

　張り

(19.2.2)

寸法 種類 厚さ(mm)

・ 300×300 ・ コンポジションビニル

　 床タイル

半硬質 ・ 2.0

・ コンポジションビニル

　 床タイル

軟質 ・ (　　　)・ 450×450

・ ホモジニアスビニルタイル ・ (　　　)

(19.2.2)

3.特殊機能床材

・ 視覚障害者用床タイル

　　材質(・ ビニル床タイル　　・ (　　　　　　))

　　寸法(・ 300×300　　・ (　　　　　　))

・ 耐動荷重性床シート

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・ ゴム床タイル

　　種類(　　　　)　寸法(　　　　)　厚さ(　　　　mm)

・防滑り性床シート　種類（　）　性能（　）　厚さ（　）

　　厚さ(　　　　mm)　　種類（　　　　　　　）

・ 帯電防止ビニルシート・床タイル　　寸法(　　　　mm)

高さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 60mm

厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)　　・ 1.5mm以上

4.ビニル幅木

(19.2.2)

下地　　・　モルタル　・　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ　・　木造

　　　　・（　　　　　　　）

5.施工

(19.2.3)

継目　　・ 突付け　・ 熱溶接工法

織りじゅうたん

　 カーペット

種別

・ A種

・ B種

・ C種

・ 無地

・ 柄物

　 (標準品)

色柄 パイル形状

・ ループ

・ カット

・ カット、ループ併用 ・ アキスミンスターカーペット

・ ウィルトンカーペット

色柄 パイル形状種別

・ ダブルフェースカーペット

　 カーペット

・ 無地

・ 柄物

パイル長

・ 5～7mm

・ 4～6mm

・ ループ

・ カット ・ 全面接着

・ タフテット ・ グリッパー

・ 無地

・ 柄物

・ ニードル

　 パンチ

総厚さ

・ (　　　)

・ 全面接着

・ 無地

・ 柄物

・ ループ

・ カット

・ タイル 総厚さ、サイズ ・ 全面接着

　 カーペット ・ 6.5mm ・

・ 500角 ・

パイル長・総厚 工法

織り方

・ 帯電性(人体帯電圧の値3kV以下)

タイルカーペットの敷き方

　平場　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

　階段部分　

　　　　　・ 市松敷き　・ 模様流し　・ 図示(図面番号：　　　　)

下敷き材　　・ 第2種2号、呼び厚さ8mm

　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

見切り、押え金物

6.ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

(表19.3.1)

(表19.3.2)

(19.3.3)

(19.3.4)

　　　　　　・ 材質（　　　　　　）　・　種類（　　　　　　)

　　　　　　・ 形状(図面番号：　　　　)

・ 弾性ウレタン塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ　　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗床材(JISK 5970)

　 仕上げ

　　・ 薄膜流し展べ仕上げ

　　・ 厚膜流し展べ仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 樹脂モルタル仕上げ(　・ 平滑　　・ 防滑　　)

　　・ 塗膜型塗床材仕上げ

(19.4.2)

(表19.4.4)

～(表19.4.8)

(表19.4.5)

　張り

(19.5.2)

(19.5.4)

(19.5.5)

(19.5.6)

(19.5.7)

1.ビニル床シート

　張り

(19.2.2) ・ 突付け・ (　　　　) ・ 柄物

種類 厚さ(mm)色柄

・ NC　　・ NF ・ 無地 ・ 溶接

継目

・ 2.0

・ (     )

材料　　・　単層フローリング

　　　　　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ(1等)　・　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(1等)　

　　　　　・　ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ(1等)

　　　　・　複合フローリング

・ (　　　　)

・ なら

　 (根太張用)

　 (根太張用)

・ 複合フローリング

・ フローリングボード

・ C種

・ B種

・ A種

材料 樹種種別

・ 釘留め工法

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

　 (直張用)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 図示

 (　　　)

・ 接着工法

　　　　　・ オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　　　　・ 生地のままワックス塗り

　　　　　・ (　　　　　　)

種別　　・ A種　　・ B種　　・ C種　　・ D種

(19.6.2)

(表19.6.1)

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

材料 樹種

・ なら

・(　　 )

厚さ(mm) 大きさ(mm)

・ C種

・ A種

・ B種

裏面緩衝材

・　合成樹脂発泡シート

現場塗装

　仕上げ　・ ウレタン樹脂ワニス塗り(・ A種　　・ B種)

　・ D種の畳床TK-（　・ Ⅰ　　・ Ⅱ　　・ Ⅲ　　・ Ⅳ)

　その他のボード

　及び合板張り

(19.7.2)

(19.7.3)

(表19.7.1)

(表19.7.4)

(表19.7.5)

・ せっこうボード

・ トラバーチン模様・ 化粧せっこうボード

・ 木目模様

・ 普通

・ 立体模様

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

・ (　　　　　　)

壁

天井

・ 9.5(不燃)

・ 9.5(準不燃)

・ (　　　　　　)

・ 9

厚さ(mm)種別材種

・ 9.5(準不燃)

・ 12.5(不燃)

・ ロックウール化粧

　 吸音板

・ けい酸カルシウム板 ・ タイプⅡ0.8FK

合板張り

　・　普通合板　表面の樹種　・　生地のまま

　　　　　　　　　　　　　　・　(　　　　　　　　　　　)

　　　　　　　　品質（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）　　　　　　　　品質（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　天然化粧合板　化粧板の種類　・（　　　　）

　　　　　　　　防虫処理　・（　　　　　　）

　・　特殊加工合板　化粧加工の方法

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

　　　　　　　　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　　　　・　オーバーレイ　・　プリント

　　　　　　　　　　　・　塗装　・（　　　　　　）

　　　　　　　　表面性能（　　　　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　　　　　　　接着の程度　・　1類(湿潤箇所)　・（　　　　）m）

7.合成樹脂塗床

8.フローリング

9.畳敷き

10.せっこうボード、

防湿処理　　・ 図示(図面番号：　　　)

遮音シール材

　・ 適用する(・ シーリング材　　・ ジョイコンパウンド)

せっこうボードの目地工法

　・ 継目処理　　・ 突付け　　・ 目透し

(19.7.2) ・ 25

種別材種 工法

・ 吸音用グラス

　 ウールボード

・ グラスウール

　 成型板

・ 2号32K ・ グラスクロス19

・ 化粧ボタン止め

　 メッシュ張り(小口共)

　(タテ、ヨコ共@300程度)

厚さ(mm)

特定フロンを含まないもの

11.吸音材張り

合板類の張付け　　・ B種　　・ A種

下地　　・　軽量鉄骨　　・　木造　　・（　　　　　　）

(19.8.2)

施工箇所 材料 防火性能 品質

素地ごしらえ

(19.9.2)

12.壁紙張り

13.断熱材

・　フェノールフォーム断熱材

施工箇所 材種 種類 厚さ(mm)

・　硬質ウレタンフォーム断熱材

・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

・　押出法ポリスチレンフォーム保温材(スキンなし)

・　A種硬質ウレタンフォーム保温材

・　フェノールフォーム保温材(3種2号を除く)

せっこうボード面　　　　　・ B種　　・ A種

コンクリート面　　　　　　・ B種　　・ A種

モルタル・プラスター面　　・ B種　　・ A種

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

フロア

(20.2.2)

床仕上材及び厚さ

(mm)

施工箇所 高さ

(mm)

備考所定荷重

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗

・（　　　）

・ 帯電防止

　・ 6.5mm

・ ビニル床タイル

・ タイルカーペット

　(　　　)mm

　・ (　　　　)

・ 漏えい抵抗

・（　　　）

試験方法　20.2.2(2)(i) ～ (iv)

寸法精度　20.2.2(5)(i) ～ (iii)

2.可動間仕切 組立て方式

　　・ スタッド式　　・ パネル式　　・ スタッドパネル式

寸法及び形状　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

操作方法　　　　　　　　　・ 手動式　　・ 電動式　　 

表面材の材質及び仕上げ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

遮音性　　　　　　　　　　・ 高遮音

ハンガーレールの取付け下地の補強

　・ 標準仕様書[20.2.4](c)(3)　　・ 図示(図面番号：　　　　)

1.フリーアクセス

ハンガーレールの固定方法

3.移動間仕切

(20.2.3)

(20.2.4)

(20.2.5)

4.トイレブース 表面仕上　　・ メラミン樹脂系化粧板

　　　　　　　・ ポリエステル樹脂系化粧板

幅木　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

扉小口の材質　　・ ステンレス製　　・ アルミ製

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　6

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-6

　・ 溶接　・ あと施工アンカー（材質：　　　　、寸法：　　　　）施工箇所3.耐候性塗料

　塗り(DP)

(18.7.2)

(表18.7.1)

上塗り等級 ｺﾝｸﾘｰﾄ,ECP面における種別

・ 1級　・ 2級

・ 3級

・ A種　・ B種

・ C種

(18.7.4)

下地の種類

鉄部

・ 1級　・ 2級

・ 3級

鉄部 バス待合所

高耐候性水性フッ素樹脂クリア塗装（打放し用コンクリート保護塗装）

・打放しコンクリート部フッ素樹脂クリア仕上：

AGC ボンフロン水性AC-SR工法同等品以上

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

思いやり乗降場

・メラミン不燃化粧板 ・ (　３　　　　　)

4.ｸﾘｱ塗装

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



　　種類及び寸法　・ 図示(図面番号：　　　　)

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

特記仕様書　7

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社

W-A-7

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

区分 材質

　 ブロック舗装

舗装 種類 備考厚さ(mm)寸法(mm)

・ 小舗石 ・ 80～100

・ 花こう岩

・ (　　　)

・ 植生用ブロック

・ 普通ブロック

・ 透水性ブロック

車道部

・ 80

・ (　　)

歩道部

・ 60

・ (　　)

・ 80 ・ 100

4.新植樹木の

　枯補償

5.移植樹木の

　枯損処理

6.芝

7.屋上緑化

1.旗竿

2.フェンス

5.階段滑り止め

6.黒板及び

　ホワイトボード

7.鏡

8.表示

9.煙突

　ライニング

10.ブラインド

11.ロール

　スクリーン

12.カーテン及び

　カーテンレール

13.プレキャスト

コンクリート工事

14.間知石

間知ブロック積

・ ステンレスSUS304製　ビニルタイヤ入り(両端フラットエンド付き)

・ (　　　　　　)

　　寸法　　・ 約35mm　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　工法　　・ 接着工法　　・ 埋込み工法

　　　・ 衝突防止表示　　　　図示（図面番号：　　　　）

　　　・ 非常用進入口表示　　図示（図面番号：　　　　）

煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　　・ ｿﾞﾉﾗｲﾄ系けい酸ｶﾙｼｳﾑ

　　　　　　　　　　　・ 心材付き繊維積層

適用安全使用温度　　　　　・ (　　　℃)

操作方法　　　　・ スプリング式　　・ コード式　　・ 電動式

寸法及び材種　　・ 図示(図面番号：　　　　)

カーテンの形式等

　　カーテンレール　　・ アルミ製　・ ステンレス製

　　強さ区分　　・ 10-90　　・ (　　　　　　)

　　形状　　　　・ シングル　　・ ダブル

　　断面形状　　・ 角形　　・ C形　　・ D形

補強鉄線の径　　　　　　　・ 3.2mm　・(　　　　　)

設計基準強度Fc　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

配筋　　　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

取付方法　　　　　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

材種　　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

種類及び質量区分　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　　　)

積み方　　　　　　　　　　・ 谷積み　　　　　・ 布積み

目塗り　　　　　　　　　　・ (　　　　　　　　)

伸縮調整目地　　　　　　　・ 材種（　　　　　）・ 厚さ（　　　mm)

黒板の種類　　・ 焼付け　　・ (　　　　　　)

黒板の色　　　・ 緑　　　　・ (　　　　　　)

厚さ　　　　・5mm　　・ (　　　　mm)

1.排水管

2.排水桝等

3.地業の材料

4.埋め戻し土

5.施工

6.街きょ

縁石、側溝

1.路床

2.路盤

排水管用材料

・ 排水桝

・　適用荷重（　　　）

・ 排水溝

・ ふた/グレーチングの種類

・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利又は切込砕石　　・山砂

・ 砂の粒度試験

・ B種　・ A種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

遠心力鉄筋コンクリート管

　　厚さ、種類　　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）

・硬質ポリ塩化ビニル管

　基床の厚さ、種類　t100、砂　　・図示（図面番号：　　　　　）

　継手　　　　　　　　　　　・接着剤　　　・ゴム輪

コンクリート縁石、側溝

　形状、寸法　　　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）

地業　　

　材料　・　標準仕様書[4.6.2]　・図示（図面番号：　　　　　　　）

　厚さ　・　100mm　　　　・図示（図面番号：　　　　　　　）

路床の材料（厚さは図示（図面番号：　　　　））

　・ 遮断層　　・ 川砂　　・ 海砂又は良質な山砂

　・ 凍上抑制層　　・ 切込み砂利　　・ 砂　　・ (　　　　　　)

　・ フィルター層　　・ 砂　　

路床安定処理　　・ 行う

添加材料による安定処理

　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

　　　　　・ フライアッシュセメントB種　　・ 生石灰(　　　　)号

　　　　　・ 消石灰(　　　　)号

　添加量(　　　　)kg/㎡(目標CBR　　・ 5以上　　・ (　　　　))

　ジオテキスタイル　　・ 適応する

盛土に用いる材料

　・ A種　・ B種　・C種　・ D種　・ 建設汚泥から再生した処理土

　C種の場合：建設発生土受入量(　　　　)m3

　　　　　　 片道の運搬距離(　　　　　)km

試験　・　路床土の支持力比(CBR)試験

　　　・　路床締固め度の試験

　　　・　現場CBR試験

3.アスファルト

　舗装

4.コンクリート

　舗装

5.カラー舗装

6.透水性アス

　ファルト舗装

7.ブロック系舗装

8.砂利敷き

1.植栽地の確認

2.植栽基盤

3.植樹

舗装厚　　　　　・ A-5-15　　・ (　　　　　　)

　　　　　　　　・ A-3-10　　・ (　　　　　　)

表層及び基層の種類

　・ 加熱アスファルト混合物　　・ 再生加熱アスファルト混合物

路盤材料

　・ クラッシャラン　　・ 再生材クラッシャラン　　・ (　　　　)

シールコートの施工　・ 行う（適用範囲　図示（図面番号：　　　　))

試験　・　アスファルト混合材等の抽出試験

早強セメント　　・ 使用しない　　・ 使用する

注入目地材料　　・ 低弾性タイプ　　・ 高弾性タイプ

目地　　・種類（　　）　　・間隔（　　）

構造　　　　・標準仕様書［図22.5.1］　　・（　　　）

種類

　・　加熱系　構成及び厚さ（　　　　　　　　　）

　　　　混合物　・　アスファルト　・　石油樹脂系

　　　　添加材　・　着色骨材　・　自然石

　・　常温系　

　　　　着色部下部　・　アスファルト舗装　・　コンクリート舗装

舗装材料及び厚さ

ストレートアスファルト

　　厚さ(mm)　・（　　　）　・ 図示(図面番号：　　　　)

・ 通路部　　　・　A種　　・ B種　　・ (　　　　　　)

・ 建物周囲　　・　B種　　・ A種　　・ (　　　　　　)

・　土壌の水素イオン濃度(pH)試験　　　・ 行う

・　電気伝導度類(EC)の試験　　　　　　・ 行う

(　　　　　　)の試験　　　　　　・ 行う

植栽基盤整備工法

　・ 樹木　　　　　　(　・ A種　　・ (　　　　))

　・ 芝及び地被類　　(　・ B種　　・ (　　　　))

有効土層　　面積　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

　　　　　　厚さ　　　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　)

排水設備　　・ 設ける

　　( ・ 暗きょ　・ 開きょ　・ 排水層　・ 縦穴排水　・ (　　　))

埋込み用土　・ 現場発生の良質土　　・ 客土

土壌改良材　　・（　　　　）

樹木の種類　　・ 図示(図面番号：　　　　)

寸法　　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

株立数　　　　・ 図示(図面番号：　　　　)

刈込み　　　　・ あり　　・ なし

支柱材

　・ 丸太(防腐処理方法　　・ 加圧式防腐処理方法　　・ (　　　))

　・ (　　　　　　)

支柱形式　　　　・ 鳥居形　　・ 八ツ掛け系　　・ (　　　　)

幹巻き用材料　　・ 幹巻き用テープ　　・ わら　　・ もこ

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

引渡しの日から　　・ 1年　　・ (　　　　)

種類　　・ コウライシバ　　・ ノシバ　　・ (　　　　)

植栽基盤及び材料

・ 屋上緑化システム

　 　土壌層の厚さ　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 排水量　　・ 軽量骨材(層の厚さ：　　　　)　・ 板状成形品

　　 植込み用土　　・ 改良土　　・ 人工軽量土

　　 樹木の材種　　図示(図面番号：　　　　)

　　 寸法　　　　　図示(図面番号：　　　　)

　　 株立数　　　　図示(図面番号：　　　　)

・ 屋上緑化軽量システム

　　 芝及び地被類の樹種並びに種類等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　　 ・ 図示(図面番号：　　　　)

　　 支柱　　・ 図示(図面番号：　　　　)

　かん水装置　　・ 図示(図面番号：　　　　)

材種　　　 ・ アルミニウム製　　・ (　　　　　　)

形式　　　 テーパー付き　　・ ロープ式　　・ ハンドル式

脚部　　　 ・ 埋込式　　・ ベース式

高さ(m)　　・ 5　　・ 6　　・ 7

・ ネットフェンス　・ 網材種( ・ ビニル被覆鉄線　　・ (　　　))

・ メッシュフェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

・ 格子フェンス

　　 網材種( ・ 樹脂皮膜　　・ 工場塗装　　・ (　　　))

(20.2.6)

(20.2.8)

(20.2.14)

(20.2.10)

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.13)

(20.2.14)

(20.3.2)

(20.3.3)

(20.3.4)

(20.4.2)

(20.4.3)

(21.2.1)

(表21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.2)

(21.3.1)

(21.3.2)

(22.2.2)

(22.2.3)

(表22.2.2)

(22.2.4)

(22.2.5)

(22.3.2)

(表22.3.1)

(22.3.3)

(表22.3.2)

(22.3.5)

(22.4.2)～

(22.4.6)

(表22.4.1)～

(表22.4.6)

(22.5.2)～

(22.5.6)

(22.6.2)

(22.6.3)

(22.7.2)

(表22.7.1)

(22.8.2)

(22.8.3)

(22.9.2)

(23.1.3)

(23.2.2)

(23.2.3)

(表23.2.2)

(23.3.2)

(23.3.3)

(23.3.4)

(23.3.6)

(23.4.2)

(23.4.3)

(23.5.3)

(23.5.4)

・ 室名札

・ (　　)

・ 案内板

・ (　　)

・ アクリル

・ (　　)

・ 5mm

・ 5mm

・ (　　)

・ (　　)・ アクリル

・ (　　)

　 スクリーン印刷

・ (　　　)

　 スクリーン印刷

・ (　　　)

・ (　　)

・ (　　)

取付方法印刷等の種類寸法厚さ

形式

・ 横形

ブラインド

・ 縦形

ブラインド

・ アルミニウム

　合金

・ アルミニウム

　合金

開閉方式スラット

・ コード式

・ コード式

・ (　　)

・ (　　)

成形幅(mm)

スラットの ヘッドボックス・

ボトムレールの種類

・ (　　)

・ (　　)

開閉操作

・ ひも引き

形式ひだの種類きれ地

・ シルク　

・ シルク　

・ 25　　 ・ 鋼製　

・ 80　　

・ 100　 

・ ギヤ式　

・ (　　)　

・ ギヤ式　

・ (　　)　・ (　　)　

・ (　　)　

・ ドレープ

・ レース　

・ 図示(　) ・ プレーンひだ　・ 片ひだ

・ 箱ひだ　・ つまひだ 

・ フランスひだ        ・ 片引き

・ 引分け

・ 手引き　

・ 電動　　

・ (　　)　・ (　　)・ (　　　　　　)　　

(遮光(　)級)

・ 暗幕　　

材種 管の種類 呼び径 備考

雨水排水75・ 硬質ポリ塩化ビニル管 VU

材質 用途 適用荷重 メインバーピッチ 備考

舗装の種類 舗装の厚さ(mm)

車道部　　歩道部

路盤材料

・ 透水性アスファルト舗装

・ インターロッキング 

・ カラー舗装　　　　

・ アスファルト舗装　

・ (　　　　　　)　　

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ (　　) ・ (　　)

・ 再生クラッシャラン

・ クラッシャラン

・ クラッシャラン

・ (　　　　　　)

　 鉄鋼スラグ　　

・ コンクリート

平板舗装

　 ブロック舗装

・ インター　

　 ロッキング

・ 舗石舗装　

・ 普通平板

・ 透水平板

・ 300角

・ (　　)

・ 60

・ (　　) ・ 砂　・ モルタル

表面加工　　　　

目地　　　　　　

・ たたき出し　

・ 洗い出し　　

・ 研ぎ出し　　

表面加工　　　　

・ 標準品　　　

・ (　　)　　　

施工方法　　　　

基層　　　　　　

・ コンクリート舗装

・ アスファルト舗装

・ うろこ張り　

・ (　　　)　　

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

排
　
水
　
工
　
事

21

舗
　
装
　
工
　
事

22

23

植
　
栽
　
工
　
事

24

外
　
構
　
工
　
事

　　種類及び寸法　・ 図示

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104外部仕上げ

件　名

地番地名

計画概要

久居駅

構造・規模

耐火建築物

□バス待合所

鉄骨造・平屋建て

その他

最高の高さ

軒の高さ 2.600ｍ

2.910ｍ

ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104

軒の高さ

最高の高さ

その他

鉄骨造・平屋建て

耐火建築物

構造・規模

外部仕上げ

4.924ｍ

4.924ｍ

ｱﾙﾐ製60φ

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt13波型

ｱﾙﾐ製60φ

□思いやり乗降場

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

計画概要・附近見取図

1/2500

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

W-A-8

延床面積

面積
建築面積

歩廊
109.73

バス待合所合計 合計
934.29 建ぺい率

109.73

歩廊

合計 バス待合所
828.19 容積率

既存（㎡） 増築（㎡） 合計（㎡）

34.79

34.79
合計

ルーフA
767.97

 10.40

ルーフA
656.37

－

778.37

656.37

計

計

29.85％

26.46％

思いやり乗降場

11.40

思いやり乗降場
27.30

888.10

766.10

46.19

62.09

994-9の一部、994-10の一部
計画地：津市久居新町3005、3007、993-3の一部、

津市久居新町3005、3007、993-3の一部、994-9の一部、994-10の一部

用途地域

防火地域・その他の地域

商業地域

敷地面積

容積率／建ぺい率 ４００％／８０％

防火指定なし、法22条地域、久居駅前地区第一種市街地再開発事業、

高度利用地区

主要用途 バス待合所（08310）　身体障がい者用乗降場上屋（08990）

２２ｍ／５２．９８ｍ前面道路幅員／接道長さ

3,116.26＋13.72＝3,129.98ｍ2

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

津市
久居総合支所

津市立成美小学校

ルーフB

ルーフB

別途土木工事

屋根 屋根

樋

外壁

樋

外部床

アルミサッシ

別途土木工事

建具

外部床



雨
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8
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35.497

道路境界線

歩廊
建築面積　109.73m2
延床面積　109.73m2

隣
地
境
界
線

3A125

一
般
車

県道久居停車場津線県道上浜高茶屋久居線

市道久居駅前新町線

市道久居駅前新町線

法第42条1項1号

MM

M M

M

M M

MM

M

M

M

M
M

M

M

M

M M

花
花

M

M花
汚水

汚水

汚水

汚水

汚水

汚水

M

花

下

下

下

下

止止

止

変圧器

仕

M

防火水槽

仕

排泥
仕

仕

花 花
花 花

汚水

汚水

仕

排水

電気 電気

看
板

排泥

散水栓

量水器

電気

M

電気

仕

下
電気

下

下
電気 電気

電気

電気

雨

止 量水器

電話ボックス

引

(駐)

看板

WA045

WA053

WA044

3
0

久居駅

防火水槽

下

V
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3
0
0

B300×H500

U150

VS300

23
.6
4

23.61

23.53

23.71
23.43

24.24

23.85

23.87

23.80

23.91

23.90

23.89

23.84

23.84

US
30
0

B300× H500

B300× H500

B300×H500
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H
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H

連絡路
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0
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0 0
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3
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0
0
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, 0

0
0

2 ,
8
5 0

1
,2

0
0 2
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5
0

65
0

35,700

5,100

バス停留所
歩廊（既存）

ルーフＢ（既存）

ルーフＡ（既存）

道
路

幅
員

：
2
2
.
0
0
ｍ

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

M 23.79

隣地境界線
10.620

隣地境界線

15.732

隣
地

境
界

線
6.

4 5
2

配　置　図

隣地境界線

5.120

S=1:200

0
.
1
6
6

3,400 3,400 3,400 1,200
隣地境界線

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

配置図

W-A-9

延床面積　34.79m2
建築面積　34.79m2

　道路区域以外の部分
公共交通機関の上屋

延床面積　656.37m2
建築面積　778.37m2

19.961

バス待合所（新築）

5,920

3,
27

0

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

　床注意表示（誘導）　屋外は全て別途土木工事

　床注意表示（警告）　屋外は全て別途土木工事

工事範囲を示す

M

1800
6000

500

3,868

3,880

建築面積　A=11.40m2
延床面積　A=27.30m2

思いやり乗降場（新築）

5,
7
40

3,76
0

12000

1
7,

2
80

3
2
.
6 1

0
隣

地
境

界
線



敷地求積図

2

5

4

3

7

9

8

隣
地
境
界
線

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

15
.9
85

隣
地
境
界
線

隣
地

境
界

線

道路境界線

3
2
.6

1
0

52.980

41.708

21
.3
07

27
.0
04

61
.4
91

1

32
.
03
5

42.511

6

7.193 21.
679

1
0.

02
5

26.817

8.563

20
.4
17

44.005

1 .
8
4 1

1
.8
3
9

2.
1
69

3.000

隣地境界線

35.497

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

10 11

1 .
8
39

2.16952.980

2596.88

5193.760346

867.947087

1660.502964

114.903670

2550.40662532.03579.614

4

3

2

1

面積 ㎡

倍面積 ㎡

20.41742.511

27.00461.491

倍面積 ㎡高さ底辺記号

519.38

1038.760007

229.6236738.56326.817

441.14971410.02544.005

155.937047

65.639427

146.41014679.614

面積 ㎡

倍面積 ㎡

9

8

7.19321.6797

1.8396

1.83935.6935

倍面積 ㎡高さ底辺記号

12

79.614

Ａ

Ｂ

3
,
2
4
0

10,740

7,000
500500 6,000

3
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

建築面積

計算式

乗降場面積計算表

7.00　×　3.90　＝　27.30

6.00　×　1.90　＝　11.40

床面積

バス待合所

乗降場シェルター

建築面積

バス待合所面積計算表

計算式

計算式

10.74　×　3.24　＝　34.798

10.74　×　3.24　＝　34.798

床面積

計算式（端部より1ｍ、0.5ｍ後退した線で計算）

11.40

27.30

面積 ㎡

面積 ㎡

34.79

34.79

面積 ㎡

面積 ㎡

建物求積図（増築）

35.693

Ａ

Ｂ

5.121 10 11 10.704

1
.
3
0
7

0
.
8
02

12

6
.
4
5 2

5.120

0
.1

66 10.620

5.120 10.620

15.732

1
.
3 1
7

0
.
16
6

0
.
1
6
6

Ｃ

Ａ、Ｂ合計面積 ㎡ 3116.26

道路区域の部分

10

11

12

5.121

15.732

10.704

0.166

0.802

1.307

倍面積 ㎡

面積 ㎡

27.457

13.990

12.617

0.850

倍面積 ㎡高さ底辺記号Ｃ

3129.98Ａ、Ｂ、Ｃ合計面積 ㎡

13.72

道路区域以外の部分

敷地求積図Ｃ部分拡大

1/200

求積図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

W-A-10



図面名

工事名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

図面番号

バス待合所
仕上表･平面･屋根伏･天井伏･立面･断面図

1/100 W-A-11

４ ５ ６

６

思いやり乗降場

ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104(ﾌｯ素樹脂塗装)

外　部　仕　上　表

見え掛り鉄部

屋根廻り 別図詳細図参照M-130：RIKEN同等品

M-86：RIKEN同等品

屋 根 ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ：住軽日軽同等品

軒 樋

縦 樋

軒 天 ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ：住軽日軽同等品

棟 包 ｱﾙﾐ曲げ加工品：住軽日軽同等品

ｱﾙﾐ押出形材：住軽日軽同等品

バ ス 待 合 所

天井仕上表

①

Ａ

Ｂ

見え掛り鉄部：DP塗

天井塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

１

２ ３

４ ５ ６

７

１

２ ３

３

１

６

天井伏図　　S:1/100

北立面図　S:1/100東立面図　S:1/100

南立面図　S:1/100西立面図　S:1/100

３

１

▽最高高さ

△梁天

X1 X4X2 X3

▽最高高さ

△梁天

X1 X2

断面図　S:1/100 断面図　S:1/100

①

①

①

Ｂ

梁：Ａ
Ｂ Ｂ Ｂ

Ｂ

Ｂ Ｂ Ｂ

ﾋﾞﾙｱﾙﾐ60(ﾊﾞﾝﾄﾞﾚｽ)：ﾀﾆﾀ同等品縦樋：ｱﾙﾐ製60φ、支持金物：ｱﾙﾐ既製品 @1200以下

ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)

ｱﾙﾐ曲げ加工品(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)

ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104裏(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)

上記専用ｱﾙﾐ押出形材(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)幕板共、落し口：ｽﾃﾝﾚｽ防塵網60φ用

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

DP塗装

Y2

Y1

建 築 面 積

延 床 面 積

面積表

計 算 式

34.79

34.79

㎡

㎡

10.74×3.24＝34.798

平面図　　S:1/100

X1 X4X2 X3

落口60φ 幕板：ｱﾙﾐ押出形材樋：ｱﾙﾐ押出形材

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104

Y2

Y1

X1 X4

屋根伏図　　S:1/100

水
勾
配

水
勾
配

Ｎ

内　部　仕　上　表 参考品番及び各種仕様等建築材料はＪＩＳ又はＪＡＳ規格品（室内仕上材料は、Ｆ☆☆☆☆）を使用すること

階 室　名 床 巾　木 Ｈ 腰 Ｈ 壁 天　井 ＣＨ 野縁 廻縁 備　考

待 合 室 100角磁器質ﾀｲﾙ 100

100角磁器質ﾀｲﾙ INAX同等品ベイシス

不燃化粧板t3.0 セラール

見え掛り鉄部(鉄骨柱) DP塗　 見え掛り鉄部(鉄骨梁) DP塗　

屋根ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ裏
2725
～2756

なし なし

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾍﾞﾝﾁ RBG-0523 ｻｶｴ同等品

ｱｲｶ同等品上記見切材 ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰＭ形状

ｱﾙﾐ既製品T-3N TOSO同等品

ｱｲｶ同等品ｺﾝｸﾘｰﾄ直押、ﾓﾙﾀﾙ下地

外 壁 ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt13波型(RA14) 、ｹｲｶﾙ板t8下地、透湿防水ｼｰﾄ RA14：RIKEN同等品

外 壁 幕 板

外 壁 廻 縁 ｱﾙﾐ既製品(M-130)

水 切

基 礎 側

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt1.5(ｼﾞｮｲﾝﾄ部箱折ｼｰﾘﾝｸﾞ)、ｹｲｶﾙ板t8下地、透湿防水ｼｰﾄ

ﾍ ﾞ ﾝ ﾄ ｷ ｬ ｯ ﾌ ﾟ

ｱﾙﾐ既製品(M-86)

ｽﾃﾝﾚｽ製既製品100φ(VB-FHUN100S)

外構床 別途土木工事

雨水排水

VB-FHUN100S：panasonic同等品

ﾎﾞﾝﾌﾛﾝ水性AC-SR工法：AGC同等品

せっき質ﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ 230×114×t60

75

75 75

別途土木工事

雨水排水

外構床他

１

２

３

４

５

外壁：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt13波型

外壁幕板：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt1.5

水切：ｱﾙﾐ既製品

６ 縦樋：ｱﾙﾐ製60φ

７ ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ：ｽﾃﾝﾚｽ製既製品100φ

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ(ﾌｯ素樹脂塗装)

外部仕上表

650 2,200

既存ルーフＡ

基礎側：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放しの上ｸﾘｱ塗装

ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放しの上フッ素樹脂クリア仕上

LGS下地 PBt12.5の上 不燃化粧板t3.0

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事
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　　VU75は、GL+100まで立上げ
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塩ビ小口径桝 200φ 7箇所

塩ビ小口径桝 300φ 既存管に接続

※雨水排水は既存雨水排水管に接続

▽最高高さ

△梁天

註）石綿及びクロルピリポスは使用しない
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窓の中心

ﾌﾞﾚｰｽ：Ａ

排水管：VU75、100　塩ビ小口径桝：200、300

ｱﾙﾐ塞ぎ板

別途土木工事

ﾍﾞﾝﾁ、ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ



床：せっきﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ 230×114×t60
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図面名

工事名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

図面番号

バス待合所　矩計図

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ

Ｃ
Ｃ

Ｄ Ｄ

ｷｰﾌﾟﾗﾝ　S:1/150

…ｼｰﾘﾝｸﾞを示す。(ｶﾞﾗｽの留め材は全てｼｰﾘﾝｸﾞとする。)

基礎側：ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し
巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100

見切：ｱﾙﾐ既製品(M形状 ｱｲｶ同等品)

80 20 75

▽設計GL(1FL)

1
05

90

270

Y1
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70 60

13010

巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100

見切：ｱﾙﾐ既製品(M形状 ｱｲｶ同等品)

70 60

13010

外壁：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt13波型
RA14(RIKEN同等品)

水切：ｱﾙﾐ既製品
M-86(RIKEN同等品)

捨水切：ｶﾗｰ鋼板t0.4
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1
05

20

▽設計GL(1FL)

ｹｲｶﾙ板t8

透湿防水ｼｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ下地

PBt12.5

壁：不燃化粧板t3
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11

15
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15

GPL-9

壁塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5
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▽梁天：GL+2,600

Ａ廻り詳細図　S:1/5 Ｂ廻り詳細図　S:1/5 Ｃ廻り詳細図　S:1/5

150 1,500 150

1,800

5
0

3
50

5
0

4
50

5
0

3
50

5
0

4
50

50 350 50

450

ベンチ詳細図　S:1/20

50
33
0

3
80

1
00

天端：花崗岩磨き仕上

側面4面：割肌仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ化粧打放し仕上

50 175 175 50

ｽﾘｰﾌﾞ孔100φ
ﾓﾙﾀﾙ充填

20
0

20
0

20
0
60
50

100 162

2
,2
5
0

15
6

10
5
90

2
,2
0
0

25
5

2
,2
5
0

18
0
15
25
5

2
,2
5
0

15
6

2
,2
5
0

18
0

15

35

13

壁塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

▽梁天 95

15
15

見え掛り鉄部(鉄骨他)：DP塗

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ：ｱﾙﾐ既製品T-3N(TOSO同等品)

天井塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

GPL-9

ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙ取付ﾌｧｽﾅｰ

壁塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

棟包：ｱﾙﾐ曲げ加工(ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑ専用品)

外壁廻縁：ｱﾙﾐ既製品
M-130(RIKEN同等品)

縦樋：ｱﾙﾐ製60φ

透湿防水ｼｰﾄ

ｹｲｶﾙ板t8下地

外壁：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙt13波型
RA14(RIKEN同等品)

水切：ｱﾙﾐ既製品
M-86(RIKEN同等品)

捨水切：ｶﾗｰ鋼板t0.4

天井塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

幕板共

外壁幕板：ｱﾙﾐﾊ曲げﾊﾟﾈﾙ加工t1.5

額縁：ｱﾙﾐ既製品W75

壁：Mﾊﾞｰ下地PBt12.5の上不燃化粧板t3

巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100
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天井塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

(ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑ専用品)

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104

巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100

壁：Mﾊﾞｰ下地PBt12.5の上不燃化粧板t3

Ａ－Ａ断面図　S:1/20 Ｂ－Ｂ断面図　S:1/20 Ｃ－Ｃ断面図　S:1/20 Ｄ－Ｄ断面図　S:1/20

ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩

Y1 Y1 Y1 X1Y2

見切：ｱﾙﾐ既製品(M形状 ｱｲｶ同等品)

▽設計GL(1FL)

Ａ

Ｂ
Ｃ

樋：ｱﾙﾐ押出形材W100(ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑ専用品) 幕板：ｱﾙﾐ押出形材H115

2
,7
5
6

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104 屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104

外壁幕板：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt1.5(ｼﾞｮｲﾝﾄ部箱折ｼｰﾘﾝｸﾞ)

ｹｲｶﾙ板t8下地

透湿防水ｼｰﾄ

ｹｲｶﾙ板t8下地

透湿防水ｼｰﾄ

(ｼﾞｮｲﾝﾄ部箱折ｼｰﾘﾝｸﾞ)
外壁幕板：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt1.5

31
0

△最高高さ

支持金物：ｱﾙﾐ既製品 @1200以下

軒天：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104裏

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)

(表面処理：ﾌｯ素樹脂塗装)

軒天：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104裏
天井：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104裏

軒天：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104裏

※屋根、軒天及び周辺部材の表面処理はﾌｯ素樹脂塗装とする。

図示 W-A-12

一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号

床：ﾓﾙﾀﾙ下地せっきﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ 230×114×t60

床：ﾓﾙﾀﾙ下地せっきﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ 230×114×t60 床：ﾓﾙﾀﾙ下地せっきﾚﾝｶﾞﾌﾞﾛｯｸ 230×114×t60

ﾋﾞｽ止め

落葉止めﾈｯﾄ共

ｸﾘｱ塗装

天井塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5 ﾋﾞｽ止め

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15

再生砕石 t100

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15

再生砕石 t100再生砕石 t100

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t0.15
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▽地中梁天
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壁：LGS下地PBt12.5の上不燃化粧板t3

壁：LGS下地：軽鉄胴縁19形@303

ｱﾝｶｰ（石工事）

壁：LGS下地：軽鉄胴縁19形@303

目地材

D13＠300

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

ﾓﾙﾀﾙ

外部床：別途土木工事外部床：別途土木工事

外部床：別途土木工事



図面名

工事名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

図面番号

10,740

27010,200270

3,4003,4003,400

ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩450×450

ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩1800×450

竪樋：60ф

ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩1800×450

ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩450×450
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平面詳細図　S:1/30
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図示

バス待合所　平面詳細図・展開図

W-A-13

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

詳細図　S:1/5
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※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

外部視覚障がい者用注意表示：別途土木工事

視覚障がい者用床ﾀｲﾙ：300角(位置表示)
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見え掛り鉄部(鉄骨他)：DP塗
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展開図C　S:1/50 展開図D　S:1/50
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見え掛り鉄部(鉄骨他)：DP塗

巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100 ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩450×450

X2 X3 X4 Y1 Y2

展開図A　S:1/50

見え掛り鉄部(鉄骨他)：DP塗
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盤（700×800×D220 半埋込　電気設備工事）

展開図B　S:1/50

Y1-270通り壁下地　S:1/50

Y2+270通り壁下地　S:1/50

外部床：別途土木工事

壁：LGS下地PBt12.5の上不燃化粧板t3

壁塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ：ｱﾙﾐ既製品T-3N(TOSO同等品)

壁：LGS下地PBt12.5の上不燃化粧板t3

壁塞ぎ板：ｱﾙﾐ曲げ加工t1.5

見え掛り鉄部(鉄骨他)：DP塗 ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ：ｱﾙﾐ既製品T-3N(TOSO同等品)

巾木：100角磁器質ﾀｲﾙH100 ﾍﾞﾝﾁ：花崗岩1800×450

※特記なき限り、壁は芯振りとする。

※　　　　内は、ＦＬからのレベルを示す。

床：レンガブロック敷

外部視覚障がい者用注意表示：別途土木工事
ﾀﾃ樋：ｱﾙﾐ60φ(ﾋﾞﾙｱﾙﾐ ﾊﾝﾄﾞﾚｽ ﾀﾆﾀ同等品)

廻縁：M-16(RIKEN同等品)廻縁：M-16(RIKEN同等品)
支持金物：ﾋﾞﾙｱﾙﾐ用既製品 @1200以下

ｱﾙﾐ額縁

外部床：別途土木工事



標準金物一式、衝突防止ﾏｰｸ(SUS製)、網戸(SUS製)

シ ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

判定

1.6＞0.3　OK

 告示第1436号4-ﾆ（4）

AW1×1

ADW2×1 2.025＞1.740　　　OK

2.096＞1.740　　　OK

判定

建築材料はＪＩＳ又はＪＡＳ規格品（室内仕上材料は、Ｆ☆☆☆☆）を使用すること

註）換気扇は電気設備工事

(MITSUBISHI V-08PLD7同等品)

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｧﾝ(壁付)24時間換気扇(排気)

自然給気口 ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

VB-FHUG(100)S同等品)

(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞﾍﾞﾝﾃｯｸ同等品)

(ｱﾙﾐｻｯｼｭ換気ガラリにて)

換気計画図　S=1/100

□　凡例

A=3

（商業地域 α＝10、β＝1）

（d＝2,330、h＝1,360）

→

= 16.132

=（2330/1360）×10-1

A=（d/h）×α-β

採光補正係数Aの算出

150/92.4=1.6

□　機械換気設備

□　無窓居室の検討

2.0250.9×2.250

〃〃

換気 =34.79×1/20床面積×1/20 = 1.74034.79バス待合所

= 2.0961.1×1.90534.79×1/20床面積×1/20 = 1.740

= 0.69634.79×1/50床面積×1/50排煙

採光

〃〃

㎡
必要開口面積 開口の面積（AW1)

㎡
対象 室名

㎡
床面積

回/h
(排気量/気積)
換気回数n排気機による

75×2=150

排気量(A)
m3/h

92.42.657

室名

バス待合所 第3種換気34.79

給気機による

m3m㎡
給気量(A)
m3/h

換気種別気積平均天井高床面積

バス待合所　建具表・屋根伏図・換気計算

アルミ押出形材 h=115

付属金物

図面名

工事名

作成年月日

縮尺

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

図面番号

符号・数量

形状・寸法

硝子

室名

材種

仕上

両引分自動ﾄﾞｱ

ｱﾙﾐ電解着色

▼FL

775 25 1,800 25 775

3,400

ｱﾙﾐ電解着色

片引ﾊﾝｶﾞｰﾄﾞｱ

待合所 待合所

2,
2
50

1
80

2ヶ所

見込100

▼FL

855 35 1,050 25 1,315

3,280290

2,
39
5

2,
2
50

1
80

290

90° 90°

2ヶ所

ｱﾙﾐ電解着色

待合所

▼FL

4ヶ所

ｶﾞﾗﾘ付FIX窓

2
55

1,
9
05

19
5

2,
20
0

40

1,100

ADW
1

1

1

ADW
1
AW

1
AW

1
AW

ADW
1

ADW
1

AW

凡例・記号

シ

無

シ

無

無シ 無 シ

1

ADW ADW

2 1

AW

建具記号図　S=1/100

W-A-14

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

T8 T8 T8
透明強化ガラスT

TTT

T T T

ﾀﾃ2方下方ｱﾙﾐ額縁ﾀﾃ2方ｱﾙﾐ額縁、ﾚｰﾙ：SUS304 t2.0加工ﾀﾃ2方ｱﾙﾐ額縁、ﾚｰﾙ：SUS304 t2.0加工額縁（枠）

備考

1.

ｱﾙﾐｻｯｼの図中表示寸法は内法有効寸法とする。

ｱﾙﾐｻｯｼのｶﾗｰは協議による(ﾌﾛﾝﾄ、面格子共)。

ｶﾞﾗｽの取付はﾋﾞﾙ用、ﾌﾛﾝﾄ用、木製建具共全てｼｰﾘﾝｸﾞ留めとする。

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

特記事項

10.

特記なき建具金物は全てｽﾃﾝﾚｽ製品(SUS304)とし見本品提出の上係員の承認を得ること。

建具記入寸法は製作図を作成し納まりを検討の上、調整を行い係員の了承を得て製作のこと。

網入ｶﾞﾗｽの木口は、防錆処理を行う。

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠はﾋﾟｯｷﾝｸﾞ対策用とする。

ガラリ用網戸はｽﾃﾝﾚｽﾈｯﾄ張りとする(SUS304、はずれ防止付)。

部　　　位

屋根

材　　　質

竪樋 アルミ　φ60x2.0

シーリング

表面処理

軒樋

幕板

変成シリコ－ン系シ－リング （MS-2）

支持金物 溶融亜鉛めっき処理の上常温硬化形フッ素樹脂塗装

-アルミパネル（屋根）仕上表-

アルミ押出形材 w=100 h=100、防塵網付落口：アルミφ50x2.0

棟包み アルミ曲げ加工品 

軒樋・幕板

図示

St L-100x100x10 L=150

フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂塗装

ろう付けアルミハニカムパネル t=104（両面板t=2.0）LED照明付

T T

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

註）衝突防止ﾏｰｸはステンレス製

中心線

95
3

95
3 1,
3
60

1,600（有効開口）

▽庇端部の水平線

900（有効開口）

注記：立上がりはPF管で保護のこと

待合所電灯盤（Ｌ-１）（電気工事）

LED照明（1灯白色）計１６台101

落口60φ　ｽﾃﾝﾚｽ防塵網付 樋：ｱﾙﾐ押出形材 W=100 H=100 幕板：ｱﾙﾐ押出形材 h=115

屋根伏図（屋根配線図）　S:1/50

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1,200 1,200

屋根：ｱﾙﾐﾊﾆｶﾑﾊﾟﾈﾙt104

水
勾
配

2
,
7
0
0

10,200

水
勾
配

12,600

5
,
1
0
0

X1 X4

10,200

Y1

Y2

2
,
7
0
0

注記：ハニカムパネル内照明用配線はEM-CE2sq-3Cとする事。（内一芯は接地線）

φ150

φ150

開口φ110

※

仕上外径

φ10.5

照明用ケーブル

EM-CE2sq-3C

5000K（昼白色）

プリズムパネル

白塗装

指定色塗装

アクリル板（ｔ３）下面パネル

シリコンスポンジ（ｔ２）枠パッキン

アルミ板（ｔ３．０）本　体
（ＳＵＳ３０４）
ステンレス鋼板（ｔ２．０）

枠

ＬＥＤ５

４

３

２

１

備　　考材質・素材厚部　品　名部番

AC100V

入力電流

入力電力

周波数

定格電圧

定格

０．０７５Ａ

６．９Ｗ

５０／６０Ｈｚ

LED照明詳細図 

標準金物一式、外ｼﾘﾝﾀﾞ-錠、複合ｾﾝｻｰ(ﾏｲｸﾛ波･赤外線)、衝突防止ﾏｰｸ(SUS製) 標準金物一式、外ｼﾘﾝﾀﾞ-錠、取手(ｽﾃﾝﾚｽ製 L2150)、衝突防止ﾏｰｸ(SUS製)

自動扉装置ｴﾝｼﾞﾝ、ｾﾝｻｰ:動体/静止検知型 自動閉鎖装置 ｶﾞﾗﾘ開口率33％

無 空錠
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V
S
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R=8.0

R=8.0

50
00

60
00

18
00

18
00

乗降場上屋

幅3.9m×長さ7.0m

サイン　N=1基（別途土木工事）

車
止
め
 N
=4
基
（
別
途
土
木
工
事
）

(@
1.
70
m)

アスファルト舗装　A=44.4m2（別途土木工事）

区画線（W=150、実線）L=29.3m

記号（車いす）N=1ヶ所

車
止
め
 N=4基

（
別
途
土
木
工
事
）

(@1.80m)

歩
車

道
境

界
ブ

ロ
ッ

ク
（

出
入

口
）

L=20.3m（
別

途
土

木
工

事
）

塩ビ小口径桝 200

（別途土木工事）

註）雨水配管：VU75 GL+100まで立上げ

塩ビ小口径桝 200

（別途土木工事）

（別途土木工事）

VU75（別途土木工事）

44
00

R=4.0

R=12.0

視覚障がい者誘導ブロック　A=2.7m2

下

M

7
00

0

VU75（別途土木工事）

S=1:100 S=1:30

歩道側

3500（駐車マス）

車道側

500

下層路盤　RC-40 　　　　　　t=15cm

2
5
5
0

4
5
0
0

15002400

As

3210550

図示

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

W-A-15

既設可変側溝（別途土木工事）

歩車道境界ブロック（出入口）（別途土木工事）

歩道舗装：ブロック舗装（別途土木工事）

思いやり乗降場 標準断面図思いやり乗降場 施設平面図

MM

M

M

M

M

花

下

下

下

止止

止

防火水槽

花

散水栓

量水器

電気

M

電気

下

下電気

電気

電気

電気

雨

止 量水器

WA053

U150

24.24

23.79

23.85

23.87

23.80

23.90

23.84

H

H

連絡路

（タクシー乗り場）

（一般車乗降場）

（バス停留所）

散水栓

23.80

23.84

6
00

0

1
80

0

4
40

0

18
00

550

3,2
10

3,7
60

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

思いやり乗降場 解体図（現況図）

註）　アスファルト舗装・車止め他　その他の解体は全て別途土木工事

S=1:100

上層路盤　RM-30　　　　　 　t=15cm

表　　層　再生密粒度As(13)  t=5cm

車道舗装（別途土木工事）

停止線

　ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t60＋敷砂 t30＋路盤：RC-30 t100
　ブロック舗装解体範囲を示す（建築工事解体範囲）

思いやり乗降場

歩道 車道

7
4
0

3
,
1
2
0

2
,
8
8
0

舗装撤去

 ブロック舗装撤去

 新設柱位置

 新設柱位置

3,4
40

800
1,9

00
740

7
4
0

7
4
0

3
,
1
2
0

ポルタ久居

(汚
)VUφ

200

23.89

マンホール鉄蓋高さ調整

4
9
2
4
（
最
高
の
高
さ
、
軒
の
高
さ
）

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

視覚障がい者誘導ブロック（別途土木工事）

（別途土木工事） M

車止の取り外し、引き渡し先は監督員の指示に従うこと

　　別途土木工事範囲：舗装・車止め・視覚障がい者誘導ブロック・サイン・雨水排水・外構復旧

註）建築工事範囲：思いやり乗降場（基礎・架構・屋根・竪樋）

12
00

0

180

950
370

2,1
20

800

1,3
20

1
,
1
0
0

9
,
2
4
0

3
,
2
4
0

9
,
2
4
0

施設平面図・標準断面図・解体図(現況図)



株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

歩道側

車道側

700800300

1800

3900

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

2400

2700

300

4
5
0
0

2
5
5
0

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

250

歩車道境界線

1750 1750 1750 1750

500 5006000

7000

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

-仕上表-

部　　　位

屋根

材　　　質

竪樋 アルミ　φ60x2.0

シーリング

表面処理

St L-100x100x10 L=150

軒樋

幕板 アルミ押出形材 h=65

フッ素樹脂焼付塗装

屋根目地 シリコ－ンガスケット

支持金物 溶融亜鉛めっき処理の上常温硬化形フッ素樹脂塗装

フッ素樹脂焼付塗装

フッ素樹脂焼付塗装

フッ素樹脂焼付塗装

水勾配 1/50

竪樋：アルミ φ60x2.0

竪樋：アルミ φ60x2.0

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

水
勾

配
 1
/5

0

水勾配 1/50

水
勾

配
 1
/5
0

屋根伏図

縦断面詳細図

20

20

20 2020
7000

1720 1730 17201730

20 20

6960

6000 500500

300

400

500500

500500

車道側屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

歩道側屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

落し口：アルミ φ50x2.0

小梁部 屋根断面図

X1 X2

Y1

X1 X2

X1 X2

1750 1750 1750 1750

1
5
0
0

2
4
0
0

歩道側

車道側

柱廻り屋根面塞ぎ アルミパネル t=2.0

1200

CG1梁：H-194x150x6x9

CG1梁：H-194x150x6x9

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

B1小梁：H-194x150x6x9

B1小梁：H-194x150x6x9

C1柱：φ267.4x6.6

G1梁：H-194x150x6x9

G1梁：H-194x150x6x9

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

1
0
0
0

5
9
2
4

2
9
6
7

1
9
5
7

1
2
0
0

1
2
0
0

フッ素樹脂焼付塗装

柱廻り天井面塞ぎ アルミパネル t=2.0 フッ素樹脂焼付塗装

天井面柱廻りカバー アルミパネル t=2.0xφ370 フッ素樹脂焼付塗装

W-A-161/30

思いやり乗降場　シェルター詳細図

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

断面詳細図Y1

シリコン接着アルミハニカムパネル t=53（両面板t=1.5）LED照明付

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

LED照明×４

LED照明

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

思いやり乗降場サイン（別途土木工事）

アルミ押出形材 w=100 h=50、防塵網付落口：アルミφ50x2.0

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

 柱は土中部もDP塗リ（中塗り・上塗り）のこと

照明配線用点検口（X2のみ）

シリコ－ン系シ－リング （SR-2） 支持金物下

変成シリコ－ン系シ－リング （MS-2） 上記以外

防塵網付
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株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

歩道側 車道側

700800300

1800

3900

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

2400

2700

300

4
5
0
0

2
5
5
0

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53
1750 1750 1750 1750

6000

7000

水勾配 1/50

落し口：アルミφ50x2.0

水勾配 1/50

水
勾

配
 1
/5
0

幕板：アルミ押出形材

屋根縦断面図

断面図

300

400

歩道側屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

X1 X2

Y1

X1 X2

1750 1750 1750 1750

2
4
0
0

歩道側

車道側
斜線部は天井面柱廻りカバー：アルミパネル t=2.0

500 500

875 875875 875 875 875 875 875

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

1
2
0
0

1
2
0
0

竪樋一次ファスナー：PL4.5x84x25（SS400） 竪樋一次ファスナー：PL4.5x84x25（SS400）

Y1

6000

X1 X2

2
9
6
7

1
0
0
0

1200

照明配線用点検口（X1のみ）

3
7
5

照明配線用点検口（X1のみ）

W-A-17

一級建築士事務所
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
東京都知事登録　第55520号

大臣登録　第221765号
一級建築士　殿村　泰子

Y1

LED照明（1灯白色）×４
LED照明（1灯白色）×４

C1柱：φ267.4x6.6

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

天井伏図

思いやり乗降場シェルター　断面図・天井伏図

照明用配線引き込み

3
7
5

照明配線用点検口（X2のみ）

LED照明詳細図 S=1/5

５０／６０Ｈｚ

６．９Ｗ

０．０７５Ａ

定格

定格電圧

周波数

入力電力

入力電流

AC100V

部番 部　品　名 材質・素材厚 備　　考

１

２

３

４

５ ＬＥＤ

枠
ステンレス鋼板（ｔ２．０）
（ＳＵＳ３０４）

本　体 アルミ板（ｔ３．０）

枠パッキン シリコンスポンジ（ｔ２）

下面パネル アクリル板（ｔ３）

指定色塗装

白塗装

プリズムパネル

5000K（昼白色）

EM-CE2sq-3C

注1）ハニカムパネル内の照明用ケーブルは上表より選択とする。

注2）ハニカムパネル内の照明用ケーブルは電気工事範囲とする。

照明用ケーブル

φ10.5

仕上外径

注3）ケーブルの仕上外径は参考寸法とする。

※

※印は推奨ケーブルを示す。

開口φ110

φ150

φ150

LED照明（1灯白色）
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株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

竪樋：アルミφ60x2.0

Y1

水勾配 1/50

水勾配 1/50

2
2
3

1200

1300

7055 55 7055 557055 55

400

300

250

7055 557055 55 7055 55

300 500
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0
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5
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5
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1
4

7040 40

75 75

4
2
4

15100 15

5

6
5

250

2
5

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

支持金物：L-100x100x10 L=150

中ボルト：2-M16x60 SUS 

一次ファスナーfa5：PL-9x180x111 SS400

HTB：2-M16x55

一次ファスナーfa2：PL-9x180x121 SS400一次ファスナーfa1：PL-9x180x127 SS400

一次ファスナーfa3：PL-9x180x120 SS400一次ファスナーfa4：PL-9x180x112 SS400一次ファスナーfa6：PL-9x180x86 SS400

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

LED照明（1灯）

C1柱：φ267.4x6.6

竪樋：アルミφ60x2.0

一次ファスナーft1：PL-4.5x84x25（SS400）

2-M6x20 SUS

CG1：H-194x150x6x9  SS400

落し口：アルミφ50x2.0

防塵網：ステンレスメッシュ

CG1：H-194x150x6x9  SS400

支持金物：L-100x100x10 L=150

250

250

1800

思いやり乗降場
シェルター仕上部分詳細図（１）

W-A-18

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65
軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事



1/5

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

X1

Y1

X1

φ370

歩道側 柱廻り屋根断面図

380 3
5

6
5

1
4

3
5

8
5

天井面柱廻りカバー：アルミパネル t=2.0（二分割）

20

55

4
0
0 天井面柱廻りカバー：アルミパネル t=2.0（二分割）

20

5 15

1750

1
8
5

1
8
5

1250500

柱廻り屋根伏図

歩道側 小梁部屋根断面図

500 1250

屋根取合いカバー：PL-6（SS400）鉄骨工事

φ380

500

1
9
0

1
9
0

2020 267.4

竪樋：アルミφ60x2.0

屋根面塞ぎ：アルミパネル t=2.0

φ370

落し口：アルミφ50x2.0

一次ファスナー：PL-9（SS400）鉄骨工事

HTB：2-M16x65

支持金物：L-100x100x10（SS400）

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

Y1

205

15

1750

1250500

3
5

6
5

1
4

3
5

5
1

一次ファスナー：PL-9（SS400）鉄骨工事

HTB：2-M16x65

支持金物：L-100x100x10（SS400）

中ボルト：M16x60（SUS）

6
5

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

屋根取合いカバー：PL-6（SS400）鉄骨工事

a

a

柱部（a-a） 屋根断面図

屋根：シリコン接着アルミハニカムパネル t=53

φ380

φ370

X1

X

Y1

目地：シリコーンガスケット

屋根取合いカバー：PL-6（SS400）鉄骨工事

天井面柱廻りカバー：アルミパネル t=2.0（二分割）

水
勾

配
 1
/5
0

水
勾

配
 1
/5

0

水勾配 1/50

歩道側 柱廻り天井伏図

一次ファスナー：PL-9（SS400）鉄骨工事

HTB：2-M16x55

支持金物：L-100x100x10（SS400）

屋根面塞ぎ：アルミパネル t=2.0

天井面塞ぎ：アルミパネル t=2.0

20
1750 1750

天井面塞ぎ：アルミパネル t=2.0

W-A-19

思いやり乗降場
シェルター仕上部分詳細図（2）

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50 軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

軒樋：アルミ押出形材 W=100 h=50

幕板：アルミ押出形材 h=65

幕板：アルミ押出形材 h=65

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事
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株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

1/200

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

2
,
0
0
0

2スパン

出入口

第１工区
工事着手～

電話ボックス

2スパン
開放

開放

仮設通路

仮設

バス停留所①

仮設

バス待機所

：Ａ型バリケード

：市民用仮設通路（第１工区中）

：現場事務所等　工事ヤード（工事期間中）

：鉄板+ゴムマット敷き（第１工区中）

：鉄板敷き（第１工区中）

※ブルーシート、砂敷きの上、鉄板敷きを行うこと。

※ブルーシート、砂敷きの上、鉄板敷きを行うこと。

凡例

※出隅から前後１ｍは透明ﾊﾟﾈﾙとする。

★
★

：交通誘導員（現場施工時常時）

★ ：案内看板

※記載内容は、監督員と協議すること。

※通行に支障のある車止めについては、

一時撤去復旧とする。

：成形鋼板　H=3,000　Ｈ鋼利用

バス停留所②
仮設

：キャスターゲート　W6,000、H1,800

別途発注工事(バス待合所周辺外構復旧)完了

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

第１工区仮設図(参考図)

W-A-20

バス停移設　※移設場所は監督員との協議による

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

出入口

出入口

工事用車両進入経路



県道久居停車場津線県道上浜高茶屋久居線

市道久居駅前新町線

市道久居駅前新町線

法第42条1項1号
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引
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久居駅

防火水槽

B300×H500

VS300
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H
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VS300

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

1/200

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

第２工区

バス停留所

：Ａ型バリケード ：工事車両用荷捌き所

※停車中は、Ａ型バリケード等で囲むこと。

：部分工事範囲

※施工する際は、Ａ型バリケード等で囲むこと。

：現場事務所等　工事ヤード（工事期間中）

凡例

※出隅から前後１ｍは透明ﾊﾟﾈﾙとする。

：交通誘導員（現場施工時常時）

★ ：案内看板

※記載内容は、監督員と協議すること。

：成形鋼板　H=3,000　Ｈ鋼利用

乗降場

工事用車両

思いやり

４ｔトラック

クレーン

歩廊（既存）

★

★

別途発注工事(バス待合所周辺外構復旧)完了～

乗降場完了

第２工区仮設図(参考図)

W-A-21

：キャスターゲート　W6,000、H1,800

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※ブルーシート、砂敷きの上、鉄板敷きを行うこと。
：鉄板敷き（第２工区中）

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

進入経路

出入口

出入口

出入口



コンクリート
の材齢

による場合

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

印が無い場合は * 印を適用する。

設計図書の優先順位は下記による。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

その他

使用材料は原則としてJIS規格品、又は大臣認定品とする。

1-2

1-1

1-3

1-4

1-5

1-6

含まない )

1-7

第三者機関による検査・試験費用は工事費に ( *含む

梁貫通位置、径、及び箇所数は( 意匠図 構造図  *設備図 )による。

公共建築協会  *日本建築家協会 )

   鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

   鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

  鉄骨工作標準図

2-2

2-1

ルート1 ルート2 ルート3

ルート1 ルート2 ルート3

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準2010とすることができる。

鉄筋の継手

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

構造計算ルート方  向

X

Y

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

山留め、根切り3-1

3-2

* 根切り土の中の良土

* 根切り土の中の良土

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

地 中 梁

構造スラブ

屋内

屋外
土間スラブ

:

:

A

B

(1)※ 砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

150

150

150

150

150

150

a

4-2

4-3

4-4

設計地耐力

地耐力載荷試験

長期

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

地盤改良

無筋コンクリート地業

セメント系固化材撹袢

締固め工法

圧密排水工法

ソイルセメント杭

[ 載荷試験 ]一軸圧縮試験 (  箇所)

[ ]六価クロム溶出試験

短期 終局

節杭

t mm

* 行わない

* 行わない

* 行わない

行う

行う

注

既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

PHC杭

ST杭

SC杭

PRC杭

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

アースドリル工法

リバース工法

拡底アースドリル工法

BH工法

(

( 全数 % ) 行わない

方向)2

* 行う

コンクリート ( 普通ポルトランドセメント 高炉セメント )B種

鉄筋

Fc     

D

SD295A

SD390

D SD345

以上

以上D 以下

SKK400 SKK490鋼管(リブ付)

4-6

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5水中コンクリートによる。

杭打地業共通事項

載荷試験 行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)

行う

* 行わない

* 行わない

5-1 材種

D  

D  

以下

以上

スパイラル 工場溶接

D  以上

D  以上

SD295A

SD390

SD490

P

K

UD UR

重ね継手

重ね継手 スパイラル 工場溶接1275級

 785級

 685級

溶接金網

高強度せん断

補強筋

機械継手(  級)

機械継手(  級)

機械継手(  級)

種 類 径 継    手

重ね継手

* 重ね継手

* 溶接継手

* 溶接継手

* 溶接継手

5-3

5-4

梁貫通補強

その他

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

不合格となった溶接部は切り取って再溶接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した溶接箇所の数量で200箇所以内

本

箇所

(JISZ3120)

30

引張り試験

1

1

検査ロットにつき

検査ロットにつき

* 3

抜取り検査

5-2

溶接継手 突き合せ溶接(D16以下は重ねアーク溶接でも可)* ガス圧接

(JISZ3062)

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として ②地反力を受ける

熱間押抜き試験

原則 柱・梁の径毎に3本

超音波探傷試験

溶接部の検査(第三者機関による)外観検査全数

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

①一般

③上載荷重が大きい場合 とする。

6-1 設計基準強度

Fc18 Fc21 Fc24 Fc27 Fc30 Fc Fc

LFc18 LFc21 LFc24 LFc27 LFcLFc30

普通コンクリート

25 40

    * 砕石

* 20

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       高炉ｾﾒﾝﾄB種

       砂利        高炉ｽﾗｸﾞ骨材        再生骨材

(N/mm 2)

*  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

       人工軽量骨材

膨張材6-2

)

)

Fc

Fc

LFcFc

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)

(気乾単位容積質量

6-3

減水剤 減水剤 躯体防水材

Fc LFc (気乾単位容積質量

AE高性能*AE混和材

注1.混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

cm

%

kg/m3

kg/m3

 60以下

185以下

270以上

備 考一  般

1815

基礎, 地中梁箇  所

単位セメント量

スランプ

水セメント比

単位水量

6-5 調合 (補正値は工事費に含む)

短期(18) 標準(24)

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6 せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

Fm=Max(Fc,Fd)+S

超長期(36)長期(30)

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

調合管理強度

空気量スランプ

]

][

[

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

1)骨材 アルカリシリカ反応性 塩分含有量

2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

*  行う

*  行う

*  行う

行う

行う

行う

*  行わない

*  行わない

行わない

行わない

行わない

行わない

S＝3～6

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

28 日

設計強度5N/mm2 0.85Fcまたは12N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合

6-7 住宅性能表示

6-8

等級2 等級3劣化等級

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

が変わる場合があるので注意すること。

7-1 材種及び使用箇所

SM400A SM490A

SN400A

SN490C

SN400B SN490B

SN400C

BCR295

BCP235 BCP325

STKR400 STKR490

STK400 STK490

SHC400CSHC400B

SHC490B SHC490C

SSC400

SNR400

SS400

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

一般構造用炭素鋼管

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1) 材質

使用する 使用しない

  SS400

  ABR400

SS490

ABR490

(   以上)M

ABM400

7-2 高力ボルト

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

*  S10T

ABM490(ABMはM24以上)

7-4 頭付きスタッド

2) 大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

使 用 箇 所長   さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

7-6

7-7

7-5 溶接材料

継手

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

スカラップ形状   * スカラップ工法 ノンスカラップ工法

フランジ

ウェブ

柱 梁

*  高力ボルト

*  高力ボルト

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

7-8 溶接手法及び管理

7-10

1) 素地こしらえ ブラスト* ケレン

2) 錆止め塗料

)(単位 mm7-9 デッキプレート

タイプ

高さ 板厚1) 床用

高さ 板厚2) 合成スラブ用

形版高さ 板厚3) 型枠用

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

3) AW検定(工場･現場･代替ﾀﾌﾞ)の有資格者で、係員の承認を受けた者は技量検定付加試験を免除する。

2) 本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技能者技量検定付加試験を * 行わない

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

7-12 鉄骨製作工場

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

8-1 コンクリートブロック

8-2 ALC パネル

1)種類

2)厚さ mm

1)使用箇所

2)厚さ mm

3)外壁取り付け構法

内壁床 屋根 外壁

15075 (80) 100 120 175

A 種 B 種 C 種

100 120 150 190

方  向

縦

横

構     法 使 用 箇 所 備   考

カバープレート構法

ボルト止め構法

8-3 押出成形セメント板

外壁取付構法及び厚さ mm

スライド構法

ロッキング構法

スライド構法

ロッキング構法

備   考使 用 箇 所構     法方  向

縦

横

8-4 PCa板

床 屋根

合成板

1)床及び屋根

現場打厚さ 合計厚さ 備     考mm mm mmPCa板厚さ

2)外壁 厚さ  mm

PCa板単独 厚さ mm

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 , JASS6

*  建築基準法施行令第73条(政令第73条第2項)による仕様規定

日本建築学会 RC規準2010

場内地均し * 場外搬出処分(* 自由

搬入良土

搬入良土

指定場所 )

* 50

* 50

* 50

* 50

* 50

50

* A

* A

* A

* A

* A

* A

* 60

* 60

* 60

* 60

* 60

60 * 100

100

100

100

100

100

(1)アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

(2)端部aは100以上とする。

kN/m2 kN/m2 kN/m2

1)杭種

3)杭径,設計耐力,本数表

4)杭の構成は設計図による。

5)杭頭補強

1)工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

杭径(拡底部)mm 備  考本数長期kN 短期kN 終局kN管厚 mm

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

5)使用材料

1)[ 杭長決定用先行杭 試験掘] 行わない

2)載荷試験

3)SL塗布

1)セメント   

2)粗骨材

最大径(mm)

3)躯体(使用区分は設計図の軸組図に示す)

軽量コンクリート( *  1種 2種 気乾単位容積質量  * 18.5 )

4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート * 18.5

* 18.5

行う

錆止め塗装(工場塗 * 2回   1回、現場タッチアップ程度とする)

§1 一般事項

§2 構造計算ルート

§3 仮設工事,土工事

§4 地業工事

§5 鉄筋工事

§6 コンクリート工事

§7 鉄骨工事

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

構　造　特　記　仕　様　書

4)仕様書 (

A種 B種 C種

B種 C種

B種 C種A種

A種

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　）

行わない行う*

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

「JASS6 鉄骨工事 2007 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」2008により、合否

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 2007」表5.1溶接箇所数の数え方による。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅲ.サンプリングの結果、不合格率が5%以内の場合はロットを合格とし、不合格率が5%を超えた場合

は更に同一ロットの中から30箇所をサンプリングし、合計60箇所の不合格率が5%以内の場合を

合格とする。不合格率が5%を超えた場合は残り全数の検査を行う。

b)現場溶接の場合

ⅰ.全数検査とする。

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

9)ずれ・食い違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

・補強マニュアル」等を参考にする。

行わない行う溶融亜鉛メッキ3) 

行わない行う4) 常温亜鉛メッキ

Fc36を超える高強度コンクリートは別記特記仕様書（JASS5等）による。

 ２ ０ １ ６ 年 度 版

日本建築学会 JASS5(2015),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、政令第73条の仕様規定によらずJASS5(2015),

2)工法
打撃工法

埋込み工法

油圧ハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

ディーゼルハンマー

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし* あり

杭周固定液 なし* あり

プレボーリング根固め工法(認定工法)

(    )

(    )

(    )

(    )

杭径(拡底部)mm 備  考本数長期kN 短期kN 終局kN

SD345

   鉄筋コンクリート構造配筋標準図 

60 120

行う( 　　本)

(バス待合所FG)

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

構造特記仕様書

W-S-1

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

16

24

18

19

29

50 50

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

**

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め

一般用錆止めペイント

シアナミド鉛錆止めペイント JISK5625

JISK5552

JISK5621

JISK5674 30μm

35μm

15μm

35μm

1種 2種

1種 2種

1種 2種

屋外

ジンクリッチプライマー

7-11 溶接部の検査(受入検査)　は、W-A-3　特記仕様書3　7.鉄骨工事　17.溶接部の試験による

ｼﾞﾝｸﾘｯﾁﾌﾟﾗｲﾏｰ JISK5552　構造物さび止めﾍﾟｲﾝﾄ JISK5551

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



社団法人 日本建築学会

４０

３０

６０

３０
３０

４０

４０

柱、梁、耐力壁

スラブ、耐力壁

土に接し

ない部分

(a) この配筋標準図は、鉄筋コンクリート構造部分の配筋標準であり、

１ ． 適 用 範 囲

(b)

(c)

（平成１５年版）

この標準図に記載の（　）内表示番号は、「公共建築工事標準仕様書」
（以下「標仕」という。）の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(2)

(4)鉄筋には、点付け溶接、アークストライク等を行わない。

２－２ 鉄筋の折曲げ

１８０°

１３５°

折曲げ図

D19D19

SD295A,SD295B
SD345 使用箇所

Ｔ形及びＬ形の

１３５°

及び
９０°

９０°

(表5.3.1)

D

D

4d以上

6d
以
上

8
d
以
上

D

(a)

鉄筋の組立

鉄筋の
種　類

コンクリートの設計基準
強度　ＦC(Ｎ/㎜ )2

1
フックあり

表２.４

Ｌ

（注） 1

1

1

1

2

直線部

「フックなし」「フックなし」

Ｌ 、Ｌ 又はＬ

「フックあり」

図２.５

表２.６

(図5.3.4)

5
0
d

(a)

溶接金網の継手及び定着は、図2.4 による。

スパイラル筋の継手及び定着は、図2.5 による。
ddd≧6d

d

50d

「末　端　部」 「中　間　部」

（重ね継手）（柱頭又は柱脚部）

鉄筋の最小かぶり厚さ（単位：㎜）

構 造 部 分 の 種 別 最小かぶり厚さ

２．

直接基礎（独立基礎）の場合の配筋は、図3.2 による。

GL

Ｄ

(別図-図1.3)図３.３

(別図-図1.4)図３.４

(1)

(2)

(別図-図1.9)

15d(余長)

(余長)

15d(余長)

(別図-図1.6)図４.３

図４.６

柱

梁 梁

(別図-図1.5)図４.１

「基礎梁」

2 2

Ｌ

2

Ｌ

2

/4 /20 0 /4

0
/4 /20 0 /40

/4 /20 0 /40

(注)4

Ｌ

2 2

0
0

Ｌ
Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

2

Ｌ

1

Ｌ2

2

基礎梁あばら筋

基礎梁主筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

150

梁幅

500＜Ｄ≦1,0000＜Ｄ≦500

４．基 礎 梁

４－１ 基礎梁筋の継手、定着及び余長

主筋の逃げ寸法の標準値は、図4.2による。

鉄筋面

150

印は、継手及び余長位置を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。
４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの３/４倍以上）

独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合

印は、継手及び余長位置を示す。

印は、継手及び余長位置を示す。

ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ面

2

(1)

Ｌ

0

2

0

0

2

ただし、柱頭定着長さＬ2が確保できない場合は、特記による。

0
h
 
/
2
＋
1
5
d

上階の鉄筋
が多い場合

≦
3
h
 
/
4

下階の鉄筋
が多い場合

h
 
/
2
＋
1
5
d

150150

「継　手」 「定　着」

5
0
0
以
上
、

か
つ
、

1
,
5
0
0
以
下

Ｌ

図６.２

(注)

Ｄ

図６.３

(別図-図3.3)図６.４

2

2 2

Ｌ 2

/4 /2 /40 0 0

0
/40

2 2

2Ｌ1

(注)４

2

印は、継手及び余長を示す。
付ける。

１．2-1「一般事項」(C)(2)②で定めた鉄筋には、フックを

フックありの場合

フックなしの場合

圧接継手の場合

1a＝０.５Ｌ a≧０.５Ｌ

1

1

1 1

1

1

1 1

a

1

ｂ

a aは、400㎜以上、かつ、

この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等
○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
○建築工事監理指針

○鉄筋コンクリート構造配筋要領
建設大臣官房官庁営繕部監修

○建築構造設計基準及び同解説

○鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

２ ． 一 般 共 通 事 項

(3)コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。

(a)鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表2.1及び表2.2
による。
表２.１ 鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）

折曲げ

角　度

(Ｄ)折曲げ内法直径

SD390

～D38 ～D38

ｄ

ｄ

３ｄ

以上

３ｄ

以上

４ｄ

以上
５ｄ
以上

４ｄ
以上

３ｄ

以上

４ｄ
以上

５ｄ
以上

柱、梁の主筋
杭基礎のﾍﾞｰｽ筋
D16以上の鉄筋

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋
Ｄ13以下の鉄筋

梁のあばら筋

３ｄ

以上
４ｄ
以上

幅止め筋
135°

90°

ｄ

4
d
以

上

ｄ
D

D

4d
以
上

２－３
(5.3.3)

鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径０.８㎜以上の鉄線で

２－４ 鉄筋の継手
(5.3.4)鉄筋の重ね継手は、次による。(a)

なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

(表5.3.3)

SD295A
SD295B

SD345

SD390

１８
２１
２４
２７
３０
３３
３６
２１
２４
２７
３０
３３
３６

４５d

４０d

３５d

４５d

４０d

３５d

３０d

２５d

３５d

３０d

フックなし
Ｌ

を含まない。
３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

１．Ｌ ：重ね継手の長さ。
２．フックありの場合のＬ は、図2.2 に示すようにフック部分

図２.２ (図5.3.1)

２－５ 隣り合う継手の位置
(a) 隣り合う継手の位置は、表2.4 による。 (5.3.4)

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ16以下の場合は除く。
なお、先組み工法等で、柱、梁の主筋の継手を同一箇所に設ける場合は、
特記による。

隣り合う継手の位置 (表5.3.4)

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

1

a a

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌa a

a≧０.５Ｌa＝０.５Ｌ1

(b＋40)㎜以上

４５d ４０d

４０d

３５d

４５d

４０d

３０d

４０d

３５d

３５d

３５d

３０d

２５d

３５d

３０d

３０d

２５d

２０d

３０d

２５d

１５d

１０d

かつ
150㎜
以上

(5.3.4(C)(1))

(表5.3.5)

Ｌ ＬＬ21 Ｌ21

3Ｌ
強　　度
ＦC(Ｎ/㎜ )2

種　類

SD295A

２５d

スラブ小梁

3Ｌ

スラブ小梁

フックありフックなしｺﾝｸﾘｰﾄの
設計基準鉄筋の

SD345

SD390

２－６ 鉄筋の定着

(a)定着の長さは、表2.5 による。

表２.５ 鉄筋の定着の長さ

１８
２１
２４
２７
３０
３３
３６
２１
２４
２７
３０
３３
３６

（注）１．Ｌ ：２.及び３.以外の定着長さ。1
２．Ｌ ：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。2
３．Ｌ ：小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。3

ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。
４．フックありの場合のＬ 、Ｌ 及びＬ は、図2.3 に示すように2 3

５．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。
なお、フックありの場合は、中間部での折曲げは行わない。
フック部分　を含まない。

(b)定着の方法は、図2.3 による。 (5.3.4(C)(2))

図2.3(ロ)に示すように柱せいの３/４倍以上のみ込ませる。
なお、梁主筋の柱内定着において、縦に折り曲げて定着する場合は、

ただし、折り曲げた先の直線部の長さが１０dに満たなくなる場合は、
監督員と協議する。

図２.３ (図5.3.2)

２－７ 溶接金網
(a) (5.3.4)(d)(1)

なお、Ｌ2及びＬ3は、表2.5 の(注)による。

スパイラル筋２－８
(5.3.4)(d)(2)

≧6d ≧6d
≧6d

(表5.3.6)

柱、梁、スラブ、壁

以外の壁

「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、
鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ（仕上塗材、塗装等）のもの

３－２ 直接基礎（独立基礎）

(別図-1.2(a))

３－３ 直接基礎（連続基礎）

３－４基礎接合部の補強

直接基礎（連続基礎）の場合の配筋は、図3.3 による。(a)

(a) 基礎接合部の補強配筋は、図3.4 による。

(別図-1.2(b))

(別図-1.3)

Ｄ

３-Ｄ13

３-Ｄ13

2Ｌ

2≧Ｌ
150

2-Ｄ10-250＠縦横

梁幅

(別図-1.4(a))

梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことが
できない場合は、柱内に定着する。
ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図4.1 による。

(3)

(a)(4)による。

(b)

(c)

(監理指針-別図1.4)

(別図-1.4(b))

(注)4 ≧100

(注)4 継手長さ

(注)4
2

Ｌ2(注)4

(d) (別図-1.4(c))

(注)4Ｌ

Ｌ2
(注)4 (余長)15d

継手長さ15d(余長) 15d
(注)4

(余長)15d
継手長さ

２．
３．破線は、柱内定着の場合を示す。
４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの３/４倍以上）

Ｌ

(注)4

(注)4 (注)4

(注)4
Ｌ215d(余長)継手長さ

継手長さ

(1)

(2)

４－２ 基礎梁のあばら筋等
(a)

あばら筋の径及び間隔は、特記による。
あばら筋

あばら筋組立の形及びフックの位置は、6-2「あばら筋等」(b)による。

(別図-図1.8)図４.５

(e) 連続基礎及びべた基礎の場合 (別図-1.4(d))
(別図-図1.7)図４.４

d

≧8d

Ｌ

「一般の場合」 「重ね継手とする場合」

柱主筋の継手、定着及び余長 (別図-2.1)

一般事項(a)

継手、定着及び余長は、図5.1 による。(2)
（ｈ は柱の内法高さ）以下とする。0

かぶり厚さ

h
0

5
0
0
以
上

、
か
つ
、

1
,
5
0
0
以
下

h
0

≦
3
h
 
/
4

1
5
d

2
Ｌ

Ｌ

0
h

Ｌ

1
5
d

５．　柱

３．継手、定着は、すべての階に適用できる。

(別図-図2.1)図５.１

６．大　梁

６－１大梁主筋の継手及び定着

一般事項(a)
(1)

(2)

(別図-図3.1)

（注）上階に柱がある場合の定着長さはＬ とし、15dは省略できる。2

：曲げ降ろす。
：曲げ上げる。ただし、やむを得ない場合は、

：曲げ降ろす。
できる。
監督員の承諾を受けて、曲げ降ろすことが

「一般の梁」

(別図-図3.2)

(監理指針-別図-3.1)

(別図-3.1(b))

15d(余長)
(注)４

ＬＬ

Ｌ2
(注)４

Ｌ

Ｌ 15d(余長)継手長さ15d(余長)
(注)４ (注)４

ＬＬ

(注)４
継手長さ(注)４

Ｌ2

「一般階」

「最上階」

「上端筋」

15d(余長)15d(余長)

「下端筋」

ｄ

角　度

９０°

折曲げ図 SD390SD345 ,
D19 D29

(注)
SD295A,SD295B

使用箇所

あばら筋、帯筋、
スパイラル筋

Ｄ

Ｄ

(表5.3.2)

折曲げ

折曲げ内法直径（Ｄ）

～D25 ～D38

以下

ｄ

ｄ
３ｄ

以上

４ｄ

以上

４ｄ ６ｄ ８ｄ
以上 以上

以上) 以上) 以上)
(６ｄ (８ｄ

以上
(５ｄ

その他の鉄筋

SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に、（　）内を適用する。（注）

表２.２ 鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）

(1)鉄筋を溶接する場合は、標仕5.2.3(C)(1)(2)(3)により試験を行う。
(a) (5.2.3(C))材料試験

ただし、溶接が軽易な場合は、監督員の承諾を受けて、省略することが
できる。

（一般事項）(b)加工及び組立 (5.3.1)
(1) 鉄筋は、設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ、常温で正しく加

工して組み立てる。
なお、異形鉄筋の径（図、表において「ｄ」で示す。）は、呼び名に用

図２.１（配筋要領-図３.１）

杭基礎のベース筋

帯筋、あばら筋及び幅止め筋

(ｂ)「梁」(ａ) 「柱」

(d)加工及び組立（継手及び定着）
(1) 鉄筋の継手は、重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手とし、適用

は特記による。

特記又は該当する章での指定がなければ、柱及び梁の主筋はガス圧接と
し、その他の鉄筋は重ね継手とする。

煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）③
④
⑤

(1)
（加　　工）(C) 加工及び組立 (5.3.2(a)(b))

鉄筋の切断は、シャーカッター又はのこ等によって行う。ただし、現場

でやむを得ない場合は、ガス切断とすることができる。

(2)次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。

柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合
（図2.1(a)の●印で示す鉄筋）

ただし、基礎梁を除く。（図2.1(b)の●印で示す鉄筋）

梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合②

設備配管、スイッチ等の設置により、本章に規定する配筋ができない場合
は、監督員と協議する。

結束し、適切な位置にスぺーサー、吊金物等を使用して行う。
なお、スぺーサーは、転倒及び作業荷重等に耐えられるものとし、スラブ

前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する場合は、

鉄筋を急に曲げることなく、できるだけ長い距離で修正する。

(b)

(c)

のスぺーサーは、原則として鋼製とする。また、鋼製のスぺーサーは、型
枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。

表２.３ 鉄筋の重ね継手の長さ

a≧４００㎜

カップラー

圧接継手

Ｌ 、Ｌ 又はＬ1 2 3 Ｌ 、Ｌ 又はＬ1 3

1 2 3

柱せいの３/４倍以上

※
６０※

(別図-図1.2)図３.２

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表2.6 による。
２－９ 鉄筋のかぶり厚さ及び間隔
(a)

(5.3.5)

ただし、柱及び梁の主筋にＤ29以上を使用する場合は、主筋のかぶり
厚さを、径の１.５倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

「定着（壁の場合）」「定着（スラブの場合）」

2
2

3

かつ、150㎜以上

１節半以上、
かつ、150㎜以上

鉄筋

１節半以上、

Ｌ Ｌ
Ｌ Ｌ2

「重ね継手」

(注)
リートの場合は、特記による。

100
Ｌ

(注)

1 2

杭径杭径

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ補強筋

３．基　　礎

３－１ 杭 基 礎 (別図-1.1)

既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、図3.1のＡ形又はＢ形とし、
適用は特記による。特記がなければＢ形とする。
中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと同じ調合のコンクリートを

D13-300@縦横 D13-300@縦横
中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ

基礎筋
底盤補強筋
D13-200@縦横

杭径

15d

Ｌ
基礎筋

杭径の

15d

「Ａ　形」 「Ｂ　形」

（注）
Ｌ2 次による。

「Ａ形、Ｂ形とも」（平面）

基礎筋
１．中詰めコンクリート補強筋は、

杭径
帯　筋

杭径
杭径300φ以下

350～400φ
450～600φ

D10-100＠

２．中詰めコンクリート補強筋に
は、フックを付けない。

図３.１ (別図-図1.1)

(1)
(2)
(3)

鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
鉄筋相互のあきは、図2.6により、次の値のうち最大のもの以上とする。

２５㎜
粗骨材の最大寸法の１.２５倍

隣り合う鉄筋の平均径（呼び名に用いた数値ｄ）の１.５倍

間隔

（監理指針-表5.3.4）

個　数

表２.７

(C)

(e)
図２.６ (図5.3.5)

貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

２－10 スぺーサーの個数の標準
スぺーサーの個数の標準

鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)
による。

ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

を加えた数値を標準とする。
柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０㎜(b)

記による。
５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特

３．

※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンク１．

あきＤ Ｄ
Ｄは、鉄筋の最大外径

≧Ｌ2

2Ｌ

一般事項(a)

継手長さ

２．
１．図示のない事項は、6-1「大梁」による。(注)

１．図示のない事項は、6-1「大梁」による。(注)

腹筋及び幅止め筋は、6-2「あばら筋等」による。(b)

ただし、梁せいが１.５ｍ以上の場合は、特記による。
あばら筋の割付けは、6-2「あばら筋等」(c)による。(c)

継手中心位置は、梁上端から500㎜以上、1,500㎜以下、かつ、３ｈ /４0

（注）１．2-1「一般事項」(C)(2)①で定めた鉄筋には、フックを付ける。

上端筋

下端筋

－

－ 柱面より梁せい(D)以上離し、　 /４を加えた範囲以内

中央　 /2以内0

0

柱

梁 梁

Ｄ≦100

あばら筋より１サイ
ズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、一般の

のものを２本重ねた
ものとする。

鉄筋面

150

梁 梁2Ｌ

柱
(注)15d

ハンチのない場合

継手中心位置は、次による。

継手中央部の位置、定着長さ及び余長は、図6.4 及び図6.5による。

(4)

(5)

梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は、次による。
なお、定着の方法は、２-６「鉄筋の定着」(b)による。

上端筋

下端筋（一般）

下端筋（ハンチ付き）

梁にハンチを付ける場合は、その傾斜は特記による。特記がなけれ
ば１：４とする。

(6) 段違い梁は、図6.2 によることができる。

(7) 主筋の逃げ寸法の標準値は、図6.3による。

(1) ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図6.4 による。

(2)
(配筋要領-8.1.2)

最上階の梁の上端筋は、定着部分の柱の帯筋のみで周囲が無筋に近

1 2

(1) 柱及び梁の主筋の重ね継手の長さは、特記による。特記がなければ、
表2.3 による。

(1)以外の鉄筋の重ね継手の長さは、表2.3 による。

２．

く、コンクリートが拘束されていないため割裂破壊を起こしやくな

る。そのため定着長さとして有効な部分は、縦に降した長さだけを

とることにし、外端部の場合Ｌ  、内端ではＬ とｓる。
ただし、上端筋が２段配筋されているときの２段目の鉄筋はかぶり
が大きくなるのでこの限りではない。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの３/４倍以上）

（平成１１年版）

（平成　９年版）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

建設大臣官房官庁営繕部監修

図面及び特記に記載されていない事項について適用する。

２－１　一般事項

いた数値とする。

この際、鉄筋に損傷を与えない。

有害な曲がり、又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

①

(5.3.4)

(5.3.2(C))

D16
以下

D16
以下

(2)

機械式継手の場合

SD295B

(ロ)折曲げ定着(イ)直線定着

鉄筋

(図5.3.3)図２.４

１.５巻き以上の添巻き

仕上げあり
仕上げなし

屋　内

屋　外
仕上げあり
仕上げなし
仕上げあり

仕上げなし
擁壁、耐圧スラブ

基礎、擁壁、耐圧スラブ
土に接す
る部分
煙突等高熱を受ける部分

を除く。
スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚
さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

(d)

(f)

部  位 スラブ 壁 梁 柱

下端：

上端：1.2個/㎡
程度

程度
1.2個/㎡

り２箇所

通常の階高で
は高さ方向２

側面、底面
とも２ｍに

段、横1.5ｍ
以内ごと

通常の階高で
は高さ方向２
段、１辺当た１箇所

使用する。
既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。

(a)

(b)

(c)

1.5倍

４-D13
６-D13
８-D13

(a)

基礎筋

２０
３０

上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる。

梁筋を柱内に定着する場合は、６-１「大梁主筋の継手及び定着」

独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合

(監理指針-別図-図1.4)図４.２

0

３．破線は、柱内定着の場合を示す。
２．

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの３/４倍以上）

１．図示のない事項は、6-1「大梁」による。(注)

(別図-1.5)

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが１.５ｍ以

上の場合は、図4.6 によることができる。

５－１

２．隣り合う継手の位置は、表2.4「隣り合う継手の位置」による。

d

2

L L L

1

≧8d

(イ) (ロ) (ハ) (ニ)

(イ) (ロ) (ハ)

≧40d

P
@

P
@P
@

P
@

Ｌ

(ロ)(イ)

(イ) (ロ)

1.5Ｐ @

1.5Ｐ @

帯筋

上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は、
一般の帯筋より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものとする。

梁面より割り付ける。

1.5Ｐ @

(別図-2.2)

(a) 帯筋の種類及び間隔は、特記による。
(b)

①　Ｈ形

≧6d

②　Ｗ－Ⅰ形

③　ＳＰ形（スパイラル筋） ④　丸　形

≧6d

d

≧6d

≧6d

フック及び継手の位置は、交互とする。(C)

(d)帯筋の割付けは、特記による。特記がなければ図5.3 による。

2

1

Ｐ @

Ｐ @

1

帯筋組立の形は、図5.2 により、適用は特記による。特記がなければ
下記による。

(1)Ｈ形とする。
Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。
溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５d以上、片面
フレア溶接の場合は１０d以上とする。

図５.２ (別図-図2.2)

(別図-図2.3)図５.３

を考慮して適用する。

又は１.５Ｐ ＠とする範囲は、その柱に取り付くすべての梁
1

2

(注) １．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を１.５Ｐ ＠

２．Ｐ ＠、Ｐ ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。1 2

(3)

(2)

帯　筋５－２

溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）

(注)ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、１.５巻以上
の添巻きを行う。

(別図-3.1(a))

(3)梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すのものとし、引き通すこ

とができない場合は、(4)により柱内に定着することができる。

ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、図6.1 による。

図６.１

(監理指針-別図-図3.1)

(b)

(注)４

Ｄ

（平成１９年版）

（平成１９年版）
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株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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図８.５

（㎜）

「最上階」

（Ａ形）

（Ｂ形）

図６.５

(注)

P@
(注)

図８.１

15d 15d

(注)

図７.１

(C)

(a)

(a)

ハ

(注)

DD

表８.２

表８.３

表８.４

(注)

(注)

図８.２

ａ

イ

ロ

(a)

(注) (1)
(2)

(a)

表９.１ Ｓ形基準配筋

縦

(a)
パラペット

図９.１

図９.２

受け筋
(D13)

「耐圧スラブの場合」
図９.３

(b)

(1)

ＣＳ形基準配筋表９.２

(d)

1

以上

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ Ｌ

2

Ｌ

Ｌ

（　 /２)本

（　 /２)本

Ｌ

Ｌ

Ｌ

/4 /2 /4

/6

Ｌ

2-D13

図９.５

Ｌ

出隅部(3)

①

②

Ｌ

Ｌ

Ｌ

22

Ｄ13 ａａ

(2)

1

Ｌ

(注)５

1

1 1

Ｌ

2

2

※

2 Ｌ

(b)

15d 15d 15d15d
/4 /2 /4

7  /12

/4 /2 /4

/4/2/4

Ｌ

Ｌ

(a)

図７.２

図７.３

(注)

一般梁

「最上階」

片持梁
Ｌ

d

(C)

図７.４

Ｌ
2

以上 ※

2

2

2

2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2 Ｌ2

2

2

2 2 2

2

2
1

22

2

3

Ｌ2

23

2 2

2

21

Ｌ2

Ｌ2Ｌ1

1
2 1

Ｌ2
1

Ｌ2

2

2

2

2

3

3

1
 
/
2

1

1 1

1

1

2Ｌ

2

2

3

3

Ｌ1

1

1

1

2

2

0 0 0

2

3

0

0
0

3

0

0

0

Ｌ2

Ｌ
3

1

Ｌ

1

1

図９.１０

(注)

Ｌ3

(C)ハンチのある場合

(注)５

(別図-3.1(C))

(注)５(注)５

Ｌ Ｌ

Ｌ Ｌ

(注)５

(注)５

Ｌ Ｌ

(注)５

15d(余長)

１．2-1「一般事項」(C)(2)②で定めた鉄筋には、フックを付ける。

２． 印は、継手及び余長を示す。

３．梁内定着の端部下端筋が、接近するときは、
のように引通すことができる。

４．破線は、柱内定着の場合を示す。

(別図-図3.4)

連続端のハンチにおける梁通し筋の場合

(逆Ｕ字形落し込み筋)
Ｌ2以上

(直線定着)
Ｌ2
(直線定着)

Ｌ ※※Ｌ

2Ｌ 以上

(直線定着)
※Ｌ2

2Ｌ 以上

(直線定着)
※Ｌ2

2Ｌ 　＝(直線定着のＬ )＋5d2
を示す。

拘束筋は特記による。
なお、梁筋を90°フック付き定着と
し、余長部でＬ (直線定着)を確保
する場合は、定着用の拘束筋を省略
できる。

Ｌ が柱せいＤを越える場合。

７．小梁及び片持梁

７－１ 小梁主筋の継手、定着及び余長
(別図-3.4(a)(1))(a)連続小梁

(定着)
連続端

外端 (余長) (余長) (余長) (余長)

Ｌ

Ｌ

印は、余長位置を示す。１．(注)
２．図示のない事項は、４「基礎梁」及び6-1「大梁主筋の

継手及び定着」に準ずる。
(別図-図3.12）

(b)単独小梁 (別図-3.4(a)(2))

端部

15d(余長)

上端筋

下端筋

≒45

「平面」 「立面」
（直交する梁への定着）

印は、余長位置を示す。
２．図示のない事項は、４「基礎梁」及び6-1「大梁主筋の

継手及び定着」に準ずる。
(別図-図3.13)

７－２ 片持梁主筋の定着及び余長
先端に小梁のない場合

2 /315d

Ｌ1

１．(注)

(注)

長さとする。
４．梁筋を引き通さない場合は、取合い部材に定着する。

ただし、柱に取り合う場合は、全数引き通せる場合でも、

印は、余長を示す。

(別図-図3.14)

(別図-3.5(a)(2))先端に小梁がある場合(b)

片持梁

（頭つなぎ梁）

片持梁先端小梁Ｌ1

片持梁筋
折下げ

片持梁筋
折下げ

（小梁外端部） （小梁連続端部）
「水平断面」 「垂直断面」

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

(注)１．図示のない場合は、(a)による。

一般梁と連続する場合 (配筋指針-9.5)

Ｌ 又はＬ

Ｌ2

Ｌ2

かつL+d

左右の下端筋を
連続してもよい

(
有
効

せ
い
)

下端筋位置まで
折り曲げること

元端部先端部 (直線定着)
Ｌ

拘束筋Ｌ

(隣接梁へ定着する場合)(柱へ定着する場合)

(
直
線
定

着
)

「一般階」

最上階は柱へ定着するのが望ましい。また、一般梁へ定着する
場合はできるだけ通し配筋とし、柱頭部に拘束筋を配筋する。

図７.５ (配筋指針-9.5.b(2))

(a)
(1)

(3)
(4)

８ 壁
８－１ 壁の配筋

一般事項 (別図-4.1(a))

壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、特記がなければＬ とする。2
(2) 土圧等を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、重ね継手長さ

をＬ 、定着長さをＬ とする。21
重ね継手及び定着の長さが取れない場合は、監督員と協議する。
幅止め筋は、縦横ともＤ10-1,000＠程度とする。
一般部壁の配筋は、図８.１による。(5)

柱

梁
主筋位置Ｌ 又はＬ

≦P@

P@

≦P@

主筋位置
梁

主筋位置
≦P@ ≦P@

主筋位置

図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。
(別図-図4.1)

壁の基準配筋は、表８.１により、種別は特記による。

シングルD10-250@

シングル

シングル

D10-200@

D10-150@
D10-100@
D10-200@
D10-150@
D10-200@
D10-150@

シングル

断　　面　　図

100

120

150

180

200

ダブル
ダブル
ダブル

ダブル

壁筋の配筋順序は、規定しない。

(別図-表4.2)片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

断　面　図 （㎜）
階段の
配筋種別
(表10.1)

ＫＡ１

ＫＡ３

ＫＡ２

ＫＡ４

180

200

縦　筋

ＫＷ１

ＫＷ２
縦　筋

横　筋

横　筋

D13-200@
ダブル
D10-200@
ダブル
D13-150@
ダブル
D10-200@
ダブル

縦筋は、横筋の外側に配筋する。

(別図-4.1(d))壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2 による。

Ｌ 2-D13

1-D131-D13

1-D13

1-D13
Ｌ

Ｌ

1-D13 1-D13

ＬＬＬ

2-D13
1-D13

「交差部」（水平断面）

２-Ｄ１３１-Ｄ１３ ２-Ｄ１３

「端　　部」 「外壁の端部」

(垂直及び水平断面) (垂直及び水平断面)

４-Ｄ１３

( )内は、土圧等を受ける壁等で(a)(2)の場合を示す。

(別図-図4.2)

８－２ 柱への定着
柱への定着は、図8.3 による。 (配筋指針-9.6)

Ｌ 、かつ、柱中心線を超える

150程度

原則通し筋とする

300以上

イ

鉄筋

（ｂ）（ａ）

（ｃ）

ロ

（ｄ）

鉄筋
（ｆ）（ｅ）

ａ区間の部分は通し配筋でもよい。

図８.３ (配筋指針-9.6.C(1))

(4)
耐力壁の場合は設計図書の特記による。

(3) (d)、(e)は、打増しコンクリートのある非耐力壁の場合。
イ、ロ鉄筋の径及び間隔は、設計図書の特記による。

(b)のＬ をフック付定着長さとする場合は、90°フックとし

ての余長10ｄを確保すること。(※印)

梁への定着は、図8.4 による。 (配筋指針-9.6)
150程度以上※

Ｌ
 
、
か
つ

、
中
心

線
を
越

え
る

ハ

300以上 鉄筋

(ａ) (ｂ)

壁開口部の補強 (別図-4.2(a)(1))

(1)耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表8.3 、Ｂ形は表8.4とし、

(別図-表4.3)壁開口部補強筋

壁開口部補強筋 (別図-表4.4)

補　強　筋
壁 の 種 類

壁 の 種 類
補　強　筋

(別図-4.2(a)(2))

壁配筋開口Ｌ

(別図-図4.3)

(C)開口部が柱及び梁に接する部分又は最大径が 300㎜以下で鉄筋を緩やか

８－５

パラペットの配筋
(別図-表4.5)

コンクリート厚さ

特記による。

ダブルD10-150@

ダブルD10-150@横

方
配　　　　筋 先端補強筋

D10-150@

4-D13

4-D13

D10-150@

4-D13
Ｌ

Ｌ

向

９．ス ラ ブ

９－１ スラブの配筋

スラブ (別図-5.1)

(別図-表5.1)

配筋

種別

配筋

種別

Ｓ１

Ｓ13

Ｓ14

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

長辺方向（配力筋）
短辺方向（主筋）

上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

(主筋)全域

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

長辺方向短辺方向

(配力筋)全域

D13-100@

Ｓ12

D10,D13-150@

D10,D13-200@

Ｓ９

Ｓ８

Ｓ10

D10-200@

(別図-図5.1)

配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ とする。(3) 1

(4) (別図-5.1(4))

受け筋 (D13) Ｌ2

(別図-図5.2)
受け筋
(D13) Ｌ

3

(D13)
受け筋

(ハ)(ロ)(イ)
「一般スラブの場合」

(別図-図5.3)

片持スラブ (別図-5.2)

ＣＳ1

ＣＳ3

ＣＳ2

ＣＳ5

ＣＳ6

上

D10-200@
配力筋

D13(  ≦1,000)受け筋
D16(  ＞1,000)

先端部補強筋
2-D13

Ｌ3

図９.４ 片持スラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

D10-200@配力筋
主筋 受け筋D13

先端部補強筋

Ｌ

≦600

片持スラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）

(別図-図5.4)

100以下

以上
先端壁厚

Ｌ

2-D13

Ｌ

先端壁厚
以上

100以下

100以下

2-D13

Ｌ

「垂れ壁のある場合」「垂れ壁のない場合」

補強の配筋は、特記による。特記がなければD10-100@ダブルとする。

出隅受け部（図9.7 の斜線部分）の補強筋は、特記による。

配筋方法は、図9.7 による。

一般スラブ配力筋
出隅部

出
隅

部
分

の
補
強
筋

の補強筋
出隅部分 出隅受け部

   ≧   とする。(注) (注) １．   ≧   とする。

「補強筋の定着」「出隅部分補強配筋」 「出隅受け部配筋」

配筋種別 配筋種別主　　筋 主　　筋

主筋

Ｌ1

(別図-図5.5)

９－２ スラブ開口部の補強

1Ｌ

n 本

n1本

n 2

n 1

D10

スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げ

(別図-5.3(b))

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図９.９により、補強筋を上端筋
の下側に配置する。

(別図-5.3(c))
基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は
特記による。特記がなければ、図9.10 による。ただし、土間スラブ
とは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

Ｄ13

スラブ筋と同径、
同材質、同間隔

2
Ｌ

Ｌ1
Ｌ

2

ａ≦300の場合
「端　部」「中間部」

（別図-図5.10）

(別図-5.3(d))

150㎜以下の段差のあるスラブの補強は、図9.12 による。(1)

(別図-5.3(e))

0

0

0 0

Ｌ

拘束筋

(配筋指針-9.4)

2

「一般階」

５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの３/４倍以上）

「最上階」「一般階」

図６.６ (配筋指針9.4.a(2)(h))

0 0 0

0
0

(余長)15d

0 0
0

(余長)15d (余長)15d

/40
(余長)

0 /2  /40
(余長)

端部

(余長)15d

/60 2  /30

(別図-3.5(a)(1))

１．図示のない事項は、６-１「大梁主筋の継手及び定着」による。

上端筋は、２本以上を柱に定着する。

先端小梁

1Ｌ

(別図-図3.15)

+15d02/3 (直線定着)

Ｌ2

表８.１ 壁の基準配筋

(別図-4.1(b))

(別図-表4.1)

(別図-4.1(C))片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は、表８.２によ
り、種別は特記による。

Ｌ2 Ｌ

300以上

Ｌ2 ａ Ｌ2

ａＬ2 2Ｌ

90°フック

縦　横 斜　め

縦　横 斜　め

補強筋
(b)壁開口部補強筋の定着長さ

(別図-4.2(a)(3))

短辺方向

(主筋)全域

長辺方向

(配力筋)全域

(注)

Ｌ
Ｌ2

Ｌ
Ｌ

片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表9.2並びに図9.4及び
図9.5 により、配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

８－３ 梁への定着

(2)
(d)は、打増しコンクリートのある非耐力壁の場合。
耐力壁の場合は設計図書の特記による。

(4)

８－４壁の補強

(d)(d)

/
2

1

1 2 1 2

Ｌ2
受け筋
(D16)

Ｌ2

15d(余長)

(注)

図６.９

P@

図６.７

(2)

(a)一般事項
(1)
(2)

(3)

(b)

/4

D

(1)

P@

(5)

(4)

６－２　あばら筋等

あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。
腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。
壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。

あばら筋組立の形及びフックの位置

≧6d ≧6d

≧8d≧8d≧8d

(イ) (ロ) (ハ) (ニ)
(別図-図3.5)

あばら筋の割付け

Ｄ

≒30 ≒30

≦P@
図６.８ (別図-図3.6)

間隔が一様で、ハンチのある場合

Ｄ

(別図-図3.7)

梁の端部で、間隔の異なる場合

Ｄ

≦P'@

１．あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

図６.１０ (別図-図3.8)

あばら筋の割付けは、あばら筋を割付ける柱面から片押しで割付ける
ものとする。割り切れない部分は、決められたピッチよりせまい部分
を作って処理する。

ハンチがある場合は、柱面位置、及び吊上げ筋の位置が決まり、ハン
チ部分、中央部を決められた間隔又は間隔以下に割り付ける。

一般の梁

腹筋
2-D10

2-D10

2-D10
幅止め筋

2-D10

2-D10

2-D10

≦300

≦300

≦300

≦300

≦300

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

(2)

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

特記がなければ、Ｌ とする。
幅止め筋及び受け用幅止め筋は、Ｄ10-1,000＠程度とする。

形は、図６.７(イ)とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、(ロ)又は(ハ)、
Ｔ形梁の場合は、(ロ)～(ニ)とすることができる。

フックの位置は、(イ)の場合は交互とし、(ロ)の場合は、Ｌ形では
スラブの付く側、Ｔ形では交互とする。
なお、(ハ)の場合は、スラブの付く側を90°折曲げとする。

(c)
間隔が一様で、ハンチのない場合(1)

(2)

(3)

P'@ P@ P'@

0 0 /40

≦P@ ≦P@ ≦P@

P@P@

(d) 腹筋及び幅止め筋 (別図-3.2(d))

(別図-図3.10)図６.１２図６.１１ (別図-図3.9)

壁　梁

2

(別図-3.2(a))

(別図-3.2(b))

(別図-3.2(c))

(配筋要領-8.2.3)

(余長)15d

連続端
Ｌ2

種　別 縦 筋 及 び 横 筋

Ｗ10

Ｗ12

Ｗ20Ａ
Ｗ20Ｂ

Ｗ18Ｂ
Ｗ18Ａ
Ｗ15Ｂ
Ｗ15Ａ

縦筋及び横筋種　別

継手Ｌ (Ｌ )2

2

(b)のＬ をフック付定着長さとする場合は、90°フックと2

なお、耐震壁の補強筋は、特記による。
適用は特記による。特記がなければＢ形とする。

図８.４ (配筋指針-9.6.C(2))
しての余長10ｄを確保すること。(※印)

(ｃ) (ｄ)
(1) ａ区間の部分は通し配筋でもよい。

ハ鉄筋の径及び間隔は、設計図書の特記による。
(3)

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５

Ｗ１８、Ｗ２０

Ｗ１２、Ｗ１５ １－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

４－Ｄ１３

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。(d)

に曲げることにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略する
ことができる。

表８.５ パラペットの配筋

配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。
スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は、表9.1 及び図9.1 により、(1)

D13-150@

D10,D13-150@

D13-150@

D10,D13-150@

D10-150@

D10-150@

D10-200@

D10,D13-200@

D10-200@

D10-250@

D10-200@

D10-250@

Ｓ２

Ｓ３

Ｓ４

Ｓ５

Ｓ７

Ｓ６

Ｓ11

ただし、引き通すことができない場合は、図9.3 により梁内に定着する。

定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

(別図-表5.2)

ＣＳ4

上

下

上

下

上

下

上

下

D13-200@

D10,D13-200@

D13-100@

D13-150@

D13-300@

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10-200@

ＣＳ7

下

上

下

上

下

D10-200@

D10-400@

D10,D13-200@

D10-200@

(注)
除いた長さとする。

１.先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを

２.スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ
に定着してもよい。

(注)
除いた長さとする。

１.先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを

に定着してもよい。
２.スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブ

(2)先端に壁が付く場合

及び間隔に合わせる
先端壁の縦筋の径

図９.６ （別図-図5.6）

/2Ｌ11
1/2

図９.７ （別図-図5.7）

(a)スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ下記による。
(1)

(別図-5.3(a))

って切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に
スラブ開口部の最大径が700㎜以下の場合は、図9.8 により開口によ

2-D10（　=2Ｌ ）シングルを上下筋の内側に配筋する。1

ることにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略するこ

図９.８ （別図-図5.8）

図９.９ （別図-図5.9）

5-D10(  =1,500)

5-D10(  =1,500)

Ｌ2

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる。

ａ

2Ｌ Ｌ2

ａ

Ｌ2

「中間部」 「端　部」
ａ≦300の場合(注)

図９.１１ （別図-図5.11）

(4)

(1)

２．図中のＰ＠、Ｐ'＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた

２．

/60 /40

(注)

Ｌ2

２．出隅受け部配筋は柱
又は梁にＬ 定着する。

Ｌ1

2

とができる。

(d) 段差のあるスラブの補強

(c)
土間コンクリートの補強筋は、特記による。(1)

土間コンクリートの補強

なお、基礎梁との接合部は、図9.11 による。

(b) 土間スラブの打継ぎ補強

(1)

屋根スラブの補強(a)

(1)

(2)

９－３ その他の補強

Ｈ

2

Ｄ13

Ｈ

5Ｈ

Ｈ≦70の場合

Ｄ13

Ｌ

350㎜

70＜Ｈ≦150の場合

（別図-図5.12）図９.１２

Ｌ2
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鉄筋の加工及び組立ＭＨ形配筋 12－２ 梁の打増し補強 (C)11－４ 梁の場合(2)１ １階 段 の 配 筋 梁 貫 通 孔 の 配 筋１ ０
(8.3.3(a))6φ(別図-7.1.(b)) (1) 一般事項(a)ＭＨ形配筋の場合は、表11.3 による。 打増し補強階　段 (a) (別図-3.3)１０－１ １１－１ 梁貫通孔

@1,500程度 主筋は、原則としてブロック中心部に配筋し、構造体に定着する。①表１１.３ （別図-表7.3）ＭＨ形配筋(別図-6.1) (1)梁の打増し補強配筋は図12.2 により、打増し幅が70㎜以上、かつ、片持スラブ形階段(a) S金物(別図-7.1(a))梁貫通孔は、次による。(a) なお、主筋には継手を設けない。9φ(D10）片持スラブ形階段の基準配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及 200㎜以下の場合に適用する。200㎜を越える場合は、特記による。(1) 配筋 D10配　筋　図 ただし、帳壁の場合は、両面５d以上又は片面10ｄ以上のアーク溶接縦　筋斜め筋 溶接金網(1)梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1 による。 @1,500程度1
.
7
d

なお、小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増し部分を除び配筋種別は、特記による。 種別 @1,500 を行う場合は、継手を設けることができる。(2)孔の径は、梁せいの１/３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外 いて算定する。表１０.１ 片持スラブ形階段の基準配筋 （別図-表6.1） ② 壁横筋は、壁端部縦筋に180°フックによりかぎ掛けとする。接円とする。
な　しＭＨ1 ただし、直交壁がある場合は、直交壁に定着又は直交壁の横筋に重ね「上　　筋」 「下　　筋」ＫＡ２配筋種別 ＫＡ１ (3)孔の上下方向の位置の限度は、図11.2 による。 継手とする。

ａな　し あばら筋と同径、 (新配筋読本－5-2-2)図１３.４2-2-Ｄ13孔の中心位置の限度は、柱及び直交する梁（小梁）の面から、原則と(4)D13 2-D13 壁鉄筋の重ね継手長さは40ｄとし、定着長さは次による。③
同材質、同間隔D13D13 して、１.２Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。 ＭＨ2 帳壁配力筋の構造体部分への定着長さは、25ｄとする。(ｲ)2-2-Ｄ13配筋図 D10-300@ D10-300@ Ｌ2 １ ４ 　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク ただし、監督員の承諾を受けて、あと施工アンカーとすることがで孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。(5) b≦350の場合Ｌ2 きる。14－１ 補強コンクリートブロック造縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。(6) 2-Ｄ16D10-300@ D10-300@ (ﾛ) (ｲ)以外の定着長さは、40ｄとする。ＭＨ3 2-2-Ｄ13120 120 b＞350の場合補強筋は、主筋の内側とする。やむを得ない場合は、監督員の承諾を(7) (8.2.1)適用範囲(a) ④ブロック塀の横筋の末端部は、控壁に定着する。ａＫＡ４ＫＡ３配筋種別 3-Ｄ16受けて外側とすることができる。また、鉄筋の定着長さは、図11.3に (1)この項は、建築用コンクリートブロック(以下「ブロック」という)を ただし、定着長さがとれない場合は、末端部の縦筋にかぎ掛けとし、

ＭＨ4よる。 4-2-Ｄ13 2-6φ-100＠2-2-Ｄ13 組積し、鉄筋により補強された耐力壁による小規模な構造物に適用す 最上部は、下に折り曲げて定着する。打増し部分 ｂｂ孔の径が梁せいの１/１０以下、かつ、150㎜未満のものは、補強を省(8) る。なお、基礎、がりょう、スラブ等については、標仕５章「鉄筋工D10-300@ D10-300@ ブロック塀の縦筋は、下部は基礎に定着し、上部は横筋に180°フッ⑤
120配筋図 120 略することができる。 「上端の打増し」「下端の打増し」 事」及び６章「コンクリート工事」による。 クによりかぎ掛けする。ＭＨ5 4-2-Ｄ16D13D13 Ｌ120 2Ｄ16120 ただし、塀端部の場合は、壁頂の空洞部内に定着する。溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは１０㎜以上とする。(9) Ｄ16 (8.2.2)(b)材　　料D13 2-D13

溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋１-１３φのリング筋を取り付ける。(10) ブロックは JIS A 5406（建築用コンクリートブロック）により、種類(1) (8.3.3(b))(d)各部の配筋あばら筋と同径、ＭＨ6 4-2-Ｄ16なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。 及び厚さは特記による。特記がなければ、断面形状及び圧縮強さによ同材質、同間隔 各部の配筋は特記による。特記がなければ表14.2及び図14.4から(1)
溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫(11) る区分は、空洞ブロック16とする。2-6φ-100＠4-2-Ｄ13 図14.8による。

腹筋は、6-2(d)通孔の中心とする。 コンクリート(2) 控　壁① (別図-7.2(a))ＭＨ7 4-2-Ｄ19 による。 ① 粗骨材の最大寸法は、砂利は25㎜、砕石は20㎜とし、充填用コンク上縦筋上縦筋 控壁の配置は、特記による。(ｲ)Ｌ2 リートの場合は、鉄筋を挿入する空洞部の最小径の１/５、かつ、 配筋は、図14.4 による。(ﾛ)b≦350の場合 砂利は20㎜以下、砕石は15㎜以下とする。Ｌ ａ(注) －－－は、一般部分のあばら筋を示す。 コンクリートブロック帳壁2 22-Ｄ16 ② ①以外は、標仕6章3節「コンクリートの材料」による。
あばら筋 b＞350の場合 D10Ｌ ａ2 (3) D10-200@鉄筋は、標仕 5章2節「材料」により、種類の記号は、ＳＤ295Ａとす11－５ 3-Ｄ16配筋の表示縦筋 Ｄ16 る。ａ縦筋 ｂ1斜め筋 配筋の表示は、表11.4 による。(a) (配筋要領-付録4.4(4)) Ｌ2モルタル用材料は、標仕 15.2.2「材料」による。(4) 200Ｌ 「二方向の打増し」1 「側面の打増し」配筋の表示表１１.４ ただし、化粧目地用の砂の粒度は、標仕 表15.2.1「砂の粒度」の上塗

横筋(注)１．壁配筋は、8-1(c) による。 横筋 (注) 70≦ａ･ａ ･ａ ≦200の場合凡　　例 配　　　　　　　　　　筋 り用とする。2 D16あばら筋 1 D13Ｌ 斜め筋2 ２．階段主筋は、壁の中心線を (5)ブロックの保管は、種類及び形状別に区分し、適切な覆いをして雨掛４本のＤ２２が２面入ることを示す （別図-図3.11）４－２－Ｄ２２ 図１２.２斜 め 筋
りを避ける。越えてから縦に下ろす。 下縦筋下縦筋 12－３４本のＤ１３があばら筋状に孔の両側に 壁の打増し補強

(水平、垂直とも)縦　　筋 ４－２－Ｄ１３３．スラブ配力筋の継手及び定 (別図-4.2(c))２本づつ入ることを示す (a) 打増し補強「Ｈ　形」 (c) 鉄筋の加工及び組立着の長さは、表2.5「鉄筋 図１４.４ (別図-図7.4）壁の打増し補強配筋は図12.3 により、打増し厚さａが50㎜以上、かつ、(1) (8.2.5(a))一般事項(1)孔の上下の部分にそれぞれＤ１３のあば縦筋斜め筋 あばら筋の定着の長さ」のＬ とす 斜め筋 上下縦筋 ３－２－Ｄ１３3 200㎜以下の場合に適用する。200㎜を越える場合は、特記による。 壁縦筋は、原則として、ブロック中心部に配筋し、上下端は、がり① 帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、 (別図-7.2(b))②ら筋が３本入ることを示する。
ょう、基礎等に定着する。なお、壁縦筋には継手を設けない。ＬＬ 突出し 図14.5 による。22 ６φ－１００＠の溶接金網が２面入るこ

コンクリートブロック帳壁溶接金網 ２－６φ－100＠余長 壁横筋は、壁端部縦筋に180°フックによりかぎ掛けとする。②あばら筋 とを示す
かぶり ただし、直交壁がある場合は、直交壁に定着又は直交壁の横筋に重

ね継手とする。貫通孔 D10-200@D10Ｄ 配筋種別選定表11－６外径 ａ縦筋 壁鉄筋のかぶり厚さの最小値は、20㎜とする。③
かぶり コンクリートの厚さ(配筋要領-付録4.4(5))(a) 配筋種別選定表用せん断補強筋量 ただし、ブロックフェイスシェルは、かぶり厚さに含まない。
余長溶接金網図１０.１ （別図-図6.1） ④ 壁鉄筋の重ね継手長さは45ｄとし、定着長さは40ｄとする。打増し部分2表１１.５ 貫通孔補強Ｈ形 (配筋要領-付表4.1)（Ｆc≦24Ｎ/㎜ ）突出し

800縦筋はＤ10とし、間隔は200㎜ ⑤ ①から④以外は、標仕５章「鉄筋工事」による。梁幅㎝ ３５ ４０３０二辺固定スラブ形階段 梁せい(b) (別図-6.2) リング筋 溶接金網
横筋はＤ10とし、間隔は壁横筋と同じ㎝ Ｅ Ｈ Ｅ Ｈ Ｅ Ｈ径　㎝Ａ ＣＤ ＦＧ Ａ ＣＤ ＦＧ Ａ ＣＤ ＦＧＢ ＢＢ 図１４.５ (別図-図7.5)(1)二辺固定スラブ形階段の基準配筋は、表10.2並びに図10.2及び リング筋 (8.2.5(b))各部の配筋２２２２ ２２２３ ２２２３ (d)１１１１ １１２１ １１２２１０５０図10.3により、寸法及び配筋種別は、特記による。 突出し 図１２.３Ｄ/２ （別図-図4.4）２２３３ ２２３３１２２２ １２２２２２３３１５ １２２２５５ 各部の配筋は特記による。特記がなければ図14.1から図14.3による。(1)余長 ２２２２ ２２２２ ２２２２３ ３３３ ３ ３１ １ １１ ２ ２１０６０突合せ溶接（別図-表6.2）表１０.２ 二辺固定スラブ形基準配筋 (別図-9.1)③壁の配筋は、表14.2 による。２２３３ ２２３３ ２２３３３ ３３１５ ３ ３ ３２ ２ ２２ ２ ２６５ (別図-8.1)交差部及び端部（開口部）の配筋は、図14.1 による。①

「ＭＨ形及びＭ形」 ３２３３ ３３３３ ３３３３３ ４３３ ３ ３２ ２ ２２ ２ ２７０ ２０ (別図-表9.1)表１４.２ 壁の配筋１ ３ そ の 他配筋種別 スラブ厚さ コンクリートt(㎜) 上端筋、下端筋とも（全域） ２２２３３ ２３３ ２２３３３ ３３３ ３ ３１ ２２ ２ ２１７５ １０ コンクリート（別図-図7.1） 45d 45d 開口補強筋(縦横)図１１.１ 13－１ 鉄筋の加工寸法 端部補強筋縦　　筋 横　　筋横筋３３３３３ ３３３ ３３３３４ ４４３ ３ ３２ ２８０ １５ １２ ２ ２ＫＢ１ １５０ Ｄ１３－２００＠ ３３３３３ ３３３ ３３３３４ ５４３ ３ ４２ ２２２ ３ ３２０８５ 加工寸法の許容差(a) (配筋指針-4.2) １－D13１－D13D10-400@ D10-400@３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５Ｄ１３－１５０＠ ４ ４ ４２ ３２３ ３ ３ＫＢ２ ２５１５０ (1)加工寸法の許容差は、特記による。特記のない場合は、表13.1による。３３３３３ ３３３ ３３３３４ ４４３ ３ ３２ ２２２ ２ ２１０Ｄ１３－１００＠ＫＢ３ １５０
３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５ (別図-9.2)５３ ４ ４ ④１５ ２ ２２２ ３ ３９０ 帳壁の交差部及び端部（開口部）の配筋は、図14.6 によｄ 加工寸法の許容差 (単位:㎜)(配筋指針-表4.3)表１３.１ｄ≧175500≦Ｄ＜700 横筋用ブロックＤ１３,Ｄ１６－１５０＠１８０ＫＢ４ 縦筋３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４２ ２２３ ３ ３２０９５ る。横筋用ブロックｄ≧200Ｄ１６－１５０＠ 700≦Ｄ＜900 ３３３３３ ３３４ ３３４４５ ６ＫＢ５ ５ 縦筋１８０ ５ ５ ５３ ３３ 180°折曲げかぎ掛け計画供用期間の級３ ３ ３２５１００

項　　　　　目 符　号Ｄ ３３３４４ ３４４ ３４４５６ ６６５ ５ ５３ ３３３ ３ ３３０Ｄ１６－１２５＠１８０ＫＢ６ 横筋ｄ≧250900≦Ｄ 横筋長　期一般･標準 180°３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４２ ２２２ ２ ３１０Ｄ１６－１００＠２００ＫＢ７ ３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４１５ ２ ２２３ ３ ３１０５ 折曲げD13 欠き取るD13D25以下 ±10±15ａ,ｂ６３３３３４ ３３４ ３３４４ ６６５ ５ ５３ ３２３ ３ ３２０１１０ 40d かぎ掛け D13主　筋各加工0 ３３３４４ ３４４ ３４４４６ ６６１１５ ５ ５ ５３ ３３２５ｄ ３ ３ ３Ｌ2 t D29以上D41以下 ±20 ±15ａ,ｂD10-200@ ４３４４５ ４５５ ４４５５７ ７７５ ６ ６３ ３３３ ３ ３３０ 寸法
－４４４５５ ５５５ ４５５５７７６ ６ ６３ ３３３ ３ ４３５D13 あばら筋･帯筋･スパイラル筋 ±５ ±５ａ,ｂ３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４２ ２２３ ３ ３１０ D13図１１.２ 孔の上下方向の位置の限度 （別図-図7.2） 横筋 D13欠き取る 40d３３３３３ ３３３ ３３３３５ ６５４ ５ ５２ ２２３ ３ ３１５ 40d±15±20加　工　後　の　全　長３３３３４ ３４４ ３３４６ ６６５ ５ ５４３ ３３３ ３ ３２０Ｌ Ｌ1 1Ｌ3 「水平断面」 「垂直断面」ｄは、鉄筋の呼び名に 2d以上３３３４４ ４４４ ３４４５１２０ ７ ７６５ ５ ５３ ３３ (注)３ ３ ３２５Ｌ150 1 (配筋指針-4.2)(b) 全長の測り方４３４４５ ４５５ ４４５５７ ７７６ ６ ６３ ３３３ ３ ３３０ 用いた数値とする。 縦筋 図１４.６ (別図-図9.1)Ｌ ４４４５５ ５５５ ５５５５－ － 各加工寸法及び加工後の全長の測り方は、図13.1 による。７６ ６ ７３ ３３３ ４ ４ (1)1 ３５ コンクリート５５５６ ５５６６－４５５５ －－３ ７４０ ７７ ３４３ ４４ ブロック塀の控壁は、鉄筋コンクリート造又は型枠状 (別図-9.4)⑤D10t ｂｂ

５５４５ ５０梁せい 梁幅㎝ ブロックを用いた鉄筋コンクリート造とし、3.4ｍ以下ごとに設け、
D10 Ｅ Ｈ Ｅ Ｈ Ｅ ＨＡ ＣＤ ＦＧ Ａ ＣＤ ＦＧ Ａ ＣＤ ＦＧ (別図-図8.1)Ｂ Ｂ Ｂ㎝ 径　㎝ 図１４.１ 取合い及び配筋方法は、図14.7 による。

ａａD10 Ｌ ２２２３ ２２２３ ２２２３１１２２ １１２２ １１２２１０５０Ｌ まぐさは鉄筋コンクリート造とし、配筋は特記による。 (別図-8.2)②1D10-300@ 180°折曲げ、かぎ掛け２２３３ ３３３３２２２２ ２２２２１５ ２２３３１５５ ２２２1 ２２２２ ２２２２ ２２２２３ ３３３ ３ ３１ １ １２ ２ ２１０６０ ただし、特記がなければ、図14.2 及び図14.3 による。 180°折曲げ、主筋にかぎ掛け「主　　　筋」
D10-200@ ２２３３ ２３３３ ３３３３３ ３３１５ ３ ３ ３２ ２ ２２ ２ ２６５ D13Ｌ ｂ ｂ1 なお、既製まぐさを使用する場合は、監督員の承諾を受ける。ＬD13 ４３３３３ ３３３３ ３３３３４ ４３ ３ ３２ ２ ２2 ２０ ３ ３ ３７０ ｔＬ 「貫通孔が円形の場合」 「貫通孔が円形でない場合」 ２２２３３ ２３３ ２３３３３ ３３３ ３ ３２ ２ ２1 ２ ２ ２１０７５ まぐさ

３３３３３ ３３３ ３３３３４ ４４３ ３ ３１５ ２ ２２２ ２ ３８０（別図-図7.3）図１１.３補強筋の定着長さ ３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４２ ２２３ ３ ３２０８５t ３Ｌ ３３３３ ３４４ ３３４４５ ５５４ ５ ５３ ３３３ ３ ３２５3 ａａ(別図-7.1(b))梁貫通孔の補強形式は、表11.1 から表11.3 により、配筋 ブロック(b) ３３３３３ ３３３ ３３３３４ ４４３ ３ ３ Ｌ Ｌ Ｌ２ ２２２ ２ ２１０ 主筋を越えて立上げる３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４１５ ２ ２２３ ３ ３ 塀厚さ９０種別は特記による。
D10-200@３２０ ３３３３ ３３４ ３３３４５ ５５４ ５ ５３ ３３３ ３ ３９５ 400 400 40d 400なお、既製の梁貫通孔補強筋等を使用する場合は、特記による。 ３３３４４ ３４４ ３４４４６ ６６５ ５ ５３ ３３３ ３ ３２５１００ 主筋現場打ち４４４５５ ４５５ ４４５５７ ７７５ ６ ６３ ３３３ ３ ３３０11－２ Ｈ形配筋 コンクリート「開口部が、鉄筋コンクリート３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５５ ４ ４２ ２２３ ３ ３１０ 「あばら筋・帯筋・スパイラル筋」 「一般の場合」「溶接閉鎖形筋」Ｈ形配筋の場合は、表11.1 による。(a) (別図-7.1(b)) ３３３３３ ３３３ ３３３４５ ６２１５ ５４ ５ ５２ ２３ ３ ３１０５ の柱又は壁に接する場合」 D13

３３３４４ ３４４ ３３４４６ ６６５ ５ ５２０ ３ ３３３ ３ ３１１０ 加工後の全長(　)Ｈ形配筋 （別図-表7.1）表１１.１Ｌ (注) Ｌは、かぶり厚さを除いた長さ1 控壁は現場打ちコンクリート４３４４５ ４５５ ４４５５７ ７７２５ ５ ６ ６３ ３３３ ３ ３１１５ ｔ以上
４４４５５ ５５５ ４５５５配筋 ７ －７６ ６ ６ （あと打ち）３ ３３３０ ３ ３ ４図１０.２ （別図-図6.2） 図１４.２ (別図-図8.2)配　筋　図横　筋 上下縦筋斜め筋 縦　筋 ３５ ５５５５５ ５５６ ５５６６－ －－７ ７ ７３ ３３４ ４ ４Ｌ1 種別 「控壁がコンクリートの場合」 「控壁がコンクリートの場合の３３３３３ ３３３ ３３３３５ ５５４ ４ ４１０ ２ ２２３ ２ ３

壁筋の定着」３３３３４ ３３４ ３３４４６ ６５６５ ５２ ３２３ ３ ３１５ 加工後の全長(　)
３３３４４ ３４４ ３４４４６ ７６５ ５ ５３ ３３３ ３ ３２０0 な　しＨ1 2-D10 2-D13Ｌ2 ４４４５５ ４５５ ４４５５７ ７７６ ６ ６３ ３３３ ３ ３２５１２０ 控壁４４５５５ ５５５ ５５５５－ －７６ ６ ７３ ３３３ ４ ４３０な　しな　し2-2-Ｄ13150 ５５５５６ ５６６ ５５６６－ －－７ ６ ７３ ３３４ ４ ４３５

－ 図１３.１ (配筋指針-表4.3)４ ５５４ ６６ ６６７ ６６６７－ －５４０ ５ ７ － －４５ ５ 200 200 控壁端部Ｈ2 2-2-Ｄ13 空洞ブロック 横筋横筋D10-150@ D10-150@(注)梁せい等が上表の中間にある場合は、補強筋の多い方を採用する。 壁部分13-２ 縦筋機械吊上げ用フック (別図-7.3)
控(a)梁に設ける機械吊上げ用フックは表13.2 及び図13.2 により、種別は表11.5中 Ａ～Ｈは、梁のせん断補強筋量に対応した記号で下記による。 壁Ｌ 特記による。3 4-2-Ｄ13Ｈ3 交Ｄ10-200＠ Ｄ10-100＠Ｅ (別図-表7.4)Ａ 機械吊上げ用フック表１３.２ ｺﾝｸﾘｰﾄ充填 差400＜　≦1,000 1,000＜　≦2,0002-2-Ｄ132-2-Ｄ132-2-Ｄ13 Ｄ10-150＠orＤ10･Ｄ13-200＠Ｂ Ｄ13-150＠orＤ10･Ｄ13-125＠Ｆ Ｃ　種 部種　　別 Ａ　種 Ｂ　種 控壁横筋(注)まぐさ幅は、ブロック厚さと同じとする。 控壁縦筋 横ＧＤ10-125＠Ｃ Ｄ13-125＠orＤ10･Ｄ13-100＠ フック筋 φ22又はD22 φ19又はD19φ25又はD25 D10-200@4-2-Ｄ16Ｈ4 D13 筋図１４.３ (別図-図8.3)Ｄ Ｄ13-200＠orＤ10・Ｄ13-150＠ Ｄ13-100＠Ｈ １００曲げ内法直径 (㎜) 控壁D10

t 型枠状ブロック２-Ｄ１６補強かんざし筋 14－２ コンクリートブロック帳壁及び塀Ｈ5 4-2-Ｄ16D10-300@
(8.3.1)D16,　=600 (a) 適用範囲補強腹筋 D16,　=750(㎜) D16,　=900

「控壁が型枠状ブロックの場合」 「控壁の垂直断面」D10 １ ２ そ の 他 の 補 強 (1)この項は、建築用コンクリートブロック(以下「ブロック」という）を吊上げ荷重 50≧Ｗ＞30 30≧Ｗ＞10 10≧Ｗ(kN)3-2-Ｄ134-2-Ｄ13 2-2-Ｄ13Ｈ6 4-2-Ｄ19 組積し、鉄筋により補強された帳壁、衛生配管用裏積みブロック及び 図１４.７ (別図-図9.2)12－１ 柱の打増し補強Ｌ2 高さ2.2ｍ以下の塀に適用する。
打増し補強(a) 補強かんざし筋D16(別図-2.3) ⑥ ブロック塀の交差部及び端部の配筋は、図14.8 による。 (別図-9.5)Ｈ7 この項に規定する事項以外は、14-1「補強ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造」による。4-2-Ｄ22 (2)
柱の打増し補強配筋は図12.1 により、打増し幅が70㎜以上、かつ、(1) Ｌ Ｌ 型枠状ブロック1 1 材　　料(b) (8.3.2)200㎜以下の場合に適用する。200㎜を越える場合は、特記による。 横筋D13 D13(注) －－－は、一般部分のあばら筋を示す。 D13Ｌ3 (1)ブロックは JIS A 5406（建築用コンクリートブロック）により、種類なお、梁及び耐力壁の鉄筋の定着長さは、打増し部分を除いて算定す

11－３ Ｍ形配筋 180°フック 及び厚さは特記による。特記がなければ、次による。る。 補強腹筋D16(別図-7.1(b))(a) Ｍ形配筋の場合は、表11.2 による。下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。(注) 型枠状ブロックの種類は、表14.1の適用箇所に応じたものとする。①Ｌ ａ12 コンクリート充填表１１.２ （別図-表7.2）Ｍ形配筋 壁部分帯筋と同径、 ブロック(表8.3.1)表１４.１ ブロックの種類150 型枠状ブロック同材質、配筋 フック筋溶接金網 配　筋　図 断面形状及び圧縮強さによる区分縦　筋 コンクリート適　用　箇　所同間隔種別 300以下 充填 横筋100
間仕切壁、地下二重壁、Ｄ16 型枠状ブロック(注)2空洞ブロック 16(注)1300以下ＬＬ 丸鋼の場合 異形鉄筋の場合2 Ｄ162-2-Ｄ13Ｍ1 2 外壁、塀

図１３.２ (別図-図7.6)
300以下な　し 空洞ブロック 08衛生配管用裏積みブロック (注)3ａ 13-３ ２段筋の間隔保持金物ａ 壁部分2

２段筋がある場合は、図13.3及び図13.4の押え筋により間隔を保持する(a)4-2-Ｄ13Ｍ2 塀の場合で化粧有りのブロックの適用は、特記による。(注) 1.
ことが望ましい。

塀の交差部及び控壁には、空洞ブロックに代えて型枠状2. 図１４.８ (別図-図9.3)打増し部分 打増し部分300 300 300 300 300 (1)柱の場合 6φ(または9φ）@≒1,500
ブロック20を使用する。以下 以下以下 以下 以下

4-2-Ｄ13Ｍ3 3.高さ1.5ｍ程度以下とする。「二方向の打増し」「一方向の打増し」
2-6φ-100＠ ブロック塀の厚さは、塀の高さが２ｍ以下の場合は120㎜、２ｍを②または ＋(注) 70≦ａ･ａ･ａ ≦200の場合 5

0
以
下

21 1.7d以上 超える場合は150㎜とする。

1
.
7
d
以
上

6-2-Ｄ13Ｍ4 50以下（別図-図2.4）図１２.１0 ブロック塀の基礎及び控壁のコンクリートは、標仕8.2.4(a)「コンク(2)4d1.7d以上50以下 (交互にかける) リートの調合」による。図１０.３ （別図-図6.3） －－－は、一般部分のあばら筋を示す。(注) (新配筋読本－4-2-4)図１３.３

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

鉄筋コンクリート造配筋標準図（３）

W-S-4

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



溶接棒角度θは30°～40°とする

・9mm～16mmは1パス以上、19mm以上は2パス以上とする

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする 81225

71122プレートB
61019

t 5916

4.5813S
θ 479φ

SBφ

寸法（mm）

F.V溶接姿勢
9 899 35°89 35°19<t

596 45°599 35°12≦t≦19

566 45°566 45°6<t<12

Lt1GθLt1Gθt mm

GCNGCMCMC
7

25mm以上
LL G

t1
R≦2

t

(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)f
0 < f ≦ 3.0mm

θ=45°

F.V溶接姿勢

6<t≦19mmt

(裏はつり後裏溶接)(裏はつり後裏溶接)

G=0～2 G=0～2
f

R≦2 t2t t16
af

削り面θ=45°

(平継手で板厚が異なる時)(但し、t≧15mmの時4.0mmとする)
t2/4 ≦ a ≦ 10mm0 < f ≦ 3.0mm

F.V溶接姿勢t/4 ≦ f ≦ 10mm
G=0～2 t≧19mmt

θ=60°

419≦tf
1/3t 312<t≦195 tR≦2 24<t≦122/3t

1t≦4f
余盛の高さmmのど厚t mm

θ=45° T型突合せ継手余盛

t/4 ≦ f ≦ 10mm25mm以上
F.V溶接姿勢

89935°89935°16≦t
L t1

89645°89935°12≦t<16R≦2 t 56645°56645°6≦t<12
4 f Lt1GθLt1Gθt mmG

GCNGCMCθ

t/4 ≦ f ≦ 10mm

G=0～2(裏はつり後裏溶接)
f

F.V溶接姿勢R≦2 t
6<t<19mmt

3 f

θ=45°

（平継手　Ｔ型継手）

t1

G=0 F.V溶接姿勢

t>16mmtθ=60°θ=60° ff2
t≦t1

D1D1 t/4 ≦ f ≦ 10mm
t Ｒ≦２

（使用箇所に注意）

　とすることが望ましい
t2

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚
S ・余盛は(1+0.1S)mm以下とする

・tはt1,t2の小さい方とする
・但し片面溶接の場合はS=tとする

1
121076S

14～1611～138～107以下t

t≦16mmSt1S

（単位mm）

※修正箇所に下線を引くこと

（注）f:余盛　G:ルート間隔　R:フェース　S:脚長

 　　なっている部分は、塗装しない

 　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

 　　(ヘ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う

       確認マークを付ける

　　　 規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に

 　　(ホ) 裏はつり

(ニ) ノンスカラップ工法

 　　　　 但し梁成が D=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする

 　　(ハ) スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする

　　　 但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる

　　　 材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上、巾は25mm以上を原則とする

 　　(ロ) 裏当て金

　　　 Ⅳ)プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る

　　　　　グラインダー仕上げとする
かつ2t以上

　　　　　溶接終了後、母材より10mm程度残して切断して、
35mm以上

　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ:40mm以上とし特記のない場合は、 t

　　　 Ⅲ)エンドタブの長さは、ＭＣ:35mm以上

       Ⅱ)エンドタブの材質は、母材と同質とする

     　Ⅰ)完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

 　　(イ) エンドタブ

(g)　溶接施工

裏はつり側にする 開先面

仮付溶接

 　　(ロ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

良仮付不良良仮付不良

 　　組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

 　　(イ) 仮付位置

(f)　組立溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う

上向 Ｏ横向 Ｈ立向 Ｖ下向 Ｆ

(e)　溶接姿勢

アークエアーガウジング (ＡＡＧ) 　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)

ガスシールドアーク半自動溶接 (ＧＣ) 　　アーク手溶接 (ＭＣ)

(d)　溶接方法

(ヘ) 溶接棒乾燥器 　　(ハ) サブマージアーク溶接機一式

(ホ) 溶接電流を測定する電流計 　　(ロ) アークエアーガウジング機(直流)

(ニ) 炭素ガスアーク半自動溶接機 　　(イ) 交流アーク溶接機 300A～500A

(c)　溶接機器

 　　の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

 　　溶接技術者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)

(b)　溶接技術者

(a)　平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

 　　るよう注意して行う。

(c)　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

 　　グリットブラストによる処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、赤さびは発生しないままでよい。

 　　等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショットブラスト、

(b)　高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

(a)　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(c)　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

(b)　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

(a)　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

(c)　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨寸法・精度及びその他の結果を添付する

 　　但し、ベースプレート厚さは除く

(b)　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

(a)　構造設計特記仕様書による

1※

4
4

4 4

4※1

4
※ ※1 1

1※

1 ※

1 ※
4 4 1 ※

4
1 ※

47 ※1
1※ ※ 1

4
回し溶接する
スカ―ラップ部分は※1 7 AA　－　 断面図

532  ※ t>16 mm 場合の溶接は、　 ～　 とする。YGA-50W、50PJIS Z 3315
350 以下40 以下

YGW-18、19 θ= 75°～105°JIS Z 3312490N級鋼
250 以下30 以下YGW-11、15 t>柱フランジのプレート厚
350 以下40 以下JIS Z 3212、3214

4YGA-50W、50PJIS Z 3315

YGW-18、19
350 以下40 以下JIS Z 3312400N級鋼

YGW-11、15
2※JIS Z 3211、3212、3214

接しないこと
パス間温度(℃)入熱(KJ/cm)溶 接 材 料鋼材の種類

フランジが柱のRに
θ

t

に注意のこと　　　
溶接と添板の内側板 ※2
大梁が斜めの場合は80以下

内ダイアフラム

4 ※

1
5
0
以
下

　　　　　　　　柱フランジ厚 16mm以上の場合 SN490C  を使用する。
ダイアフラムは、柱フランジ厚 16mm未満の場合 SN490C  SN490B
＜柱材料:BCR295,BCP325を使用する場合＞

5321 ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。 ※ t>16 mm 場合の溶接は、　・又は　 ～　 とする。

4
内ダイアフラム

当らぬこと
内ダイアフラム エンドタブが交互に

25以上かつ AA4

1
0
0
以
上

4

25以上※1

2
5
以
上回し溶接する

スカ―ラップ部分は

φ=20　 
ガス抜き7※

7 ※1 ※
7 ※

7※
t の角のRに接しないこと

内ダイアフラムの場合は柱

（通しダイアフラムの場合）

　　溶接する事。
　　フラムの厚み(t)の内部で　※溶接記号番号を○中に記入のこと
 ※ はりフランジは、通しダイア7

●柱が途中で折れる場合

　及 梁成が異なる場合

鉄骨構造標準図（１）

※※
531  ※ t>16 mm 場合の溶接は　 ～　 とする。※※

※※

41 ※
1※

※ 441
1 ※

1 ※ ※ 1

1 ※

AA 断面

44

4
1 ※

平面詳細

 ※※　印は設計者が記入すること。

5321  ※ t>16 mm 場合の溶接は、　又は　 ～　 とする。

（５）塗装

（４）溶接接合

（３）高力ボルト接合

（２）工作一般

（１）材料及び検査

（４）フレアー溶接

●B.H方式

●鋼材種別による溶接条件

（３）完全溶け込み溶接

（２）部分溶け込み溶接

（１）隅肉溶接

●BOX型

1
2.5

　　定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

　　「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に

注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z3312、のみ使用可

A - A  断面図
平面詳細

r　スカラップ
r= 30～35mm r=35

r=10

裏当て金

G :ルート間隔
θ:開先角度

θ

G

　１．一般事項 　２．溶接規準図

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

鉄骨構造標準図（１）

W-S-5

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

●　　　　　型

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。



鉄骨構造標準図（２）
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エレクションピース

1

4

1

 N1

  注] 現場溶接は原則として超音波深傷試験を100%行う

CタイプBタイプ

ePPeee

ePL
-(

3
)

e

PP

e1
0e1
0 LL ee

PP

ee

N2 P
L-

(1
)

35以上35以上

柱 D=250mm以下とする

Aタイプ使用は
PL-(1) PL-(1)

Aタイプ

PL-(3)
PL-(3)PL-(2) PL-(2)

4

170400

140350

110300

100250

80200

70175

60150

B2B1
B1= 350(400)B1= 300B1≦ 250

※修正箇所に下線を引くこと

2111111本　数

M20M22M20M20M16M16M12ねじの呼び
取付ボルト

(2)
種　類

JIS B 1186  2種高力ボルト(F10T)

85857560555040溶接長さ(最小)

ト穴芯のあき（最小）
70736666595247e3

ボルト端から取付ボル

9999664.5t板　厚
平鋼製 （最小） 37.537.532.532.525.025.019.0e2(1)へりあき

9999664.5t板　厚
切板製 （最小） 38383434282822e2(1)へりあき

50555050454035e1(2)はしあき(最小)

許容差 +0 , -0.5mm
21.523.521.521.517.017.013.0R

取付けボルト穴径

175165150140125115100S調整ねじの長さ

21.7720.1118.1116.1114.4612.4610.64最　　　　小
軸径 d1

21.9920.3318.3316.3314.6512.6510.81最　　　　大

M24M22M20M18M16M14M12ねじの呼び (d)

(a) 羽子板ボルト

（JIS規格品とする・・・JIS A 5540…1982/5541・5542…2003）

N2-径PL-(3)N1-径PL-(2)PL-(1)
部　材符　号

ウェブフランジ

パイプとプレート補強(片面)プレート補強(片面又は両面)

貫通孔の間隔
・φは補強板の穴径を示す

・φ≦ 0.4D
φ2φ1

・梁端部（内スパン　 の1/10以内かつ、2D以内）は避ける0

・計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い
(φ1+φ2)×3/2以上

9.534.922.2
100 , 130 , 150φ22 mm

10.035.022.0

9.531.719.0
 80 , 100 , 130 , 150φ19 mm

10.032.019.0

 Ld 7.931.715.8
 80 , 100 , 130φ16 mm

10.029.016.0

7.925.412.7T 
 50 ,  80 , 100 , 130φ13 mm

10.022.013.0D

mmmmmmmm
呼び名形状

溶接後の長さ L頭高さ T頭径 D軸径 d

スタッド材の標準形状・寸法

( JIS B 1198 )

埋込み形式柱脚根巻き形式柱脚露出形式柱脚

注）許容応力度設計を行わなかった場合の構造形式

[注] 端部をBHとする場合の部材は設計図による

(SCSS-H97による)

N - 径PL-(2)PL-(1)部　材タイプ符号

H-100x50及びH-150-75の場合

<TYPE-3><TYPE-2><TYPE-1>

4d/39d/5呼び径+5  M34以上

405435  M30

364932  M27

(70)(60)(45)324429 (24.5)  M24

(60)(55)(40)283827 (22.5)  M22

(60)(50)(40)263425 (20.5)  M20

(

 )

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

(60)(40)(40)222821 (16.5)  M16ア
ン
カー

ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

70604532446026  M24

60554028385524  M22

60504026345022  M20

60404022284018　M16

標準最小(2)(3)の標準(3)(2)(1)穴　径
呼び径 d

ピッチ　(P)最小縁端距離　(e)ボルト

ボルト穴径・最小縁端距離 (mm)

補足受材スラブ端部の補足材

あて板(非金属)あて板(鉄板)　　梁上切断の場合

折曲加工既製品面戸(鉄板)　　梁上通しの場合

　　受梁へのかかり寸法及端部処理　　e≧35mm

水平ブレース

16φ =@200

アークスポット溶接

　　梁との溶接およびコネクター

（床剛性を考慮する合成床、剛性梁のときは構造図参照）

形鋼ブレース羽子板ボルト

N - 径PL-(1)部　材符　号

(b) 形鋼ブレース

1

11 φ
'

φ
'

φ
'

φD φ

1

2φ
10 10

　　（2）羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付けボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする

[注]（1）e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい

2
φ
'

総和≧柱断面積×0.2

アンカーボルト断面積の

　大きなほう）示す数値以上)

（DとHのいずれかの径に応じ、表に

柱幅縁端距離(ボルト孔

Hア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
孔
径

≦
ｄ
＋
５

ｍ
ｍ

D

補強筋

U字形

基礎梁主筋
に対し均等に配置

アンカーボルトが柱の中心

基礎梁主筋 表に定める定着長さ)
　等の措置）

 折り曲げ等の措置、
　かぎ状に折曲げる

(4本以上、頂部の
（定着長さ≧20d

立上り主筋
アンカーボルト

　(d) 柱
の
埋
込

み
部
の
深
さ

（
＞
柱

幅
×
2
.
0
）

ボルト径

アンカー

根
巻

き
部
分
の
高

さ

座金 (
≧

柱
幅
×
2
.
5
)
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　３．継手規準図、その他 （５）柱継手リスト

（６）鉄筋ブレース

（10）梁貫通補強

（９）頭付きスタッド

（８）柱脚

（３）剛接合梁継手リスト

（７）デッキプレート

（２）ピン接合梁継手リスト

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ (P)

フランジ及びウェブ厚の差のある場合

t：板厚r：半径

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による

Wt1-Wt2
フィラプレート併用の事≧1mmr>8t以上 ハンチ起点は避けた方がよい Ft1-Ft2

Ft2Ft1

Wt2Wt1
リププレート

Ft1 Ft2

（４）ハンチ部の継手

符　号
N2-径PL-(3)N1-径PL-(2)PL-(1)

ウェブフランジ
部　材

リブプレート補強パイプ補強(小径の場合)

1
1

φD

1

11010

Web板厚以上（両面）φ≦ 0.4D

Web板厚x1.2倍以上（片面）φ≦ D/3

Web板厚以上（片面）φ≦ D/4

補強板不要φ≦ 0.15D

補 強 板スリープ径

プレート補強の板厚

U字形補強筋

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

－

鉄骨構造標準図（２）

W-S-6

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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西口バス待合所　基礎伏図
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小屋ﾌﾞﾚｰｽターンバックルはパイプ式（JIS G 3445)とする。
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D10@200ハット型加工
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D10ロの字加工D10ロの字加工

アンカー用スリーブ孔100φ

基礎柱型配筋図 S=1：30 S=1：30ベンチ架台配筋図
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短辺方向基礎版配筋図 S=1：30

2-D16
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ベンチ小　断面（X・Y同じ）

ベンチ大　短辺方向断面ベンチ大　長辺方向断面

ベンチ大架台

FG1FG1

ベンチ小架台

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

図示 W-S-7

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

西口バス待合所基礎伏図・小屋伏図・基礎版配筋図

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

　西口バス待合所　基礎伏図　小屋伏図　基礎版配筋図



久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

階

主材

R

階

端　部

中央部

記　号

剛接合

ピン接合

継　手

仕口 COV.PL

形　状

G 1 G 2

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8

鉄骨大梁断面リスト S=1/30

図示

西口バス待合所　鉄骨詳細図・部材リスト

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

W-S-8

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号
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CT-100x100x5.5x8

L-75x75x6

2-M16

H-200x100x5.5x8

RG1山形鋼取付部片フランジ切欠き

2C-100x50x20x2.3

2-M16

CT-100x100x5.5x8

CT-100x100x5.5x8

PL-6

L-75x75x6

2-M16

H-200x100x5.5x8

H-148x100x6x9

B148

GPL-9 2-M16

PL-4.5

2
C-
1
00
x
50

x2
0
x2
.
3

PL-4.5

GPL-4.5 2-M16

2C-100x50x20x2.3

Ａ・Ｂ 2-M16 

C-
1
00

x5
0
x2
0
x2

.3

Ｘ２

(L=200)

土台　[-100x50x5x7.5

縦胴縁仕口図

通しﾎﾞﾙﾄ2-M16

通しﾎﾞﾙﾄ2-M16

(中ボルト）

(中ボルト）

片持梁リスト、仕口詳細図 S=1/10

150

40604010

15
0

15
0

60
50 50

60
40

1
5060

40
50

1
50

40
60

5
0

40

120

120

4
0
40

特記なきボルトは全てトルシア形高力ﾎﾞﾙﾄ　S10Tとする。

3,400

50

8

8

b

a

溶接長　a+b = 80

・フレア溶接（丸鋼ブレ－ス）ビ－ド幅（Ｋ）

ｋ

・鋼材材質はＳＳ４００とする。

（丸鋼ブレースは、主材：ＳＮＲ４００Ｂとする）

Ｍ１２　　　Ｍ２２

ｋ

Ｍ２４丸鋼

Ｋ

M12 M24M14 M16 M18 M20 M22

6 9 108876

～

M14 (M12)

GPL-6 1-M16

GPL-6 1-M16

FB -70x6

ブレ－ス取り合い標準図

小屋ブレース仕口詳細図 S=1:30

S=1/30Ｘ２通鉄骨詳細図 S=1/30Ｙ１通鉄骨詳細図

Ｘ１ Ｘ４Ｘ３Ｙ1 Ｙ２

GPL-9 2-M16

P
-1

39
.
8φ

x6

P
-1

39
.
8φ

x6

P
-1

39
.
8φ

x6

P
-1

3
9.

8φ
x6

H-200x100x5.5x8 H-200x100x5.5x8 H-200x100x5.5x8

H-148x100x6x9 H-148x100x6x9

CT-100x100x5.5x8

RIBPL-9X120
RIBPL-9X120

GPL-9 2-M16

H-200x100x5.5x8

C1 C1 C1 C1 C1

RG1 RG1

H-148x100x6x9CT-100x100x5.5x8 CT-100x100x5.5x8

2C-100x50x20x2.3

2C-100x50x20x2.3

H-200x100x5.5x8

H-200x100x5.5x8

RG2

RG2

RG2

RF(梁天)

設計GL(1FL)

RF(梁天)

B148

RG1

FG1 FG1 FG1FG2

BPL下端

PL-9

P
-1

3
9.

8φ
x6

TOPPL-16(SN490C)

TOPPL-16(SN490C)

P
-1

39
.
8φ

x6

C
1

設計GL(1FL)

BPL下端

CT-100x100x5.5x8

Ｘ２

2,
60
0

90
0

2
50

6
0

1
00

2,700

3,400 3,400

55
0

20
0

10
0

2,
60
0

90
0

2
50

6
0

1
00

55
0

20
0

10
0

50

100

70

55
0

10,200

・短期許容耐力は、主材の耐力にて決定する。

・ボルトは　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ　とする。

50
60

0

S=1/40地中梁リスト

符　号

位　置

断　面
階

F 設計ＧＬ 設計ＧＬ

全断面

Ｆ 2ＧＧＦ １

全断面

腹　筋

寸　法

上端筋

下端筋

あばら筋

2-D10

-

2-D10

-

2-D19

2-D19

2-D19

2-D19

D10-@200D10-@200

300 x 550 300 x 550

1
00

60
5
50

30
0

30
0

5
50

60
1
00

X

Y

RIBPL-9X120

形　状

断　面

細長比

１

階

符　号階 C1

P-139.8φ x 6.0

58

10-D19(SD345)

550×550

D10@100(SD295)

4-M22(ABR400)L=550

コンクリート

ＨＯＯＰ

柱断面

立上り筋

A.BOLT

ベースプレート

記　　号

柱
　
脚

柱
　
　
脚

柱脚形状

S=1/30柱断面リスト

3
10

55
55

2
00

55 200 55

310

550

5
50

310×310×24（SS400）

2-M16 2-M16

西口バス待合所　鉄骨詳細図・部材リスト



7
0
0

ベ
ー

ス
筋

ベース筋8-D13

ハカマ筋6-D13

1400

700 700

700

ハ
カ

マ
筋

1
0
-
D
1
3

D
1
3
@
3
0
0

（
基

礎
版

長
辺

方
向

は
庇

の
出

方
向

）
6
0

1
5
02
1
0

4
0
0

1
4
0
0 1
0
0
0

2
5
0

7
5
0

1
9
0
0

9
5
0

9
5
0

は
か

ま
筋

ベ
ー

ス
筋

基礎配筋図

ハカマ筋

帯筋 D13-@100主筋 12-D22

700角

700

7
0
0

7
0

設計GL

帯筋 D13-@100

主筋 12-D22

Y1

柱脚伏図・基礎伏図

7
0
0

1
9
0
0

9
5
0

9
5
0

1400

700 700

1
9
0
0

9
5
0

9
5
0

1400

700 700

700700

3000

PL-9x180x86 SS400fa6

PL-9x180x111 SS400fa5

PL-φ380x6.0  SS400

ft1 PL-4.5x84x25  SS400

ft2

H-194×150×6×9  SS400

H-194×150×6×9  SS400

小梁 （B1）

-部材表-

PL-9x180x112 SS400fa4

PL-9x180x120 SS400

PL-9x180x121 SS400

PL-9x180x127 SS400

fa3

fa2

fa1

H-194×150×6×9  SS400

備考

φ267.4×6.6  STK400

耐候性塗料塗り（ＤＰ）１級常温硬化形フッ素樹脂塗装鉄骨仕上塗装

片持ち梁 （CG1）

大梁 （G1）

素地ごしらえＢ種+ジンクリッチプライマー２種+構造物用さび止めペイントＡ種２回塗鉄骨錆止塗装

柱 （C1）

＊点検口はX1通り柱のみ

3
7
5

400

300

C1

X1,X2通り軸組図

ft1

ft1

ft1

Y1

CG1

CG1

1
0
0
0

ft1
ft2

ft2
ft1

fa6

fa4

fa3

fa2

fa5

fa1

4
9
2
4

1
9
4

1
9
4

4
8
0

9
5
0

2
7
7
3

3
0
0

1
0
0
0

1
0
0
0

4
7
3

1950

250 1700

800 250

車道側
歩道側

350

小梁軸組図

X2X1

B1

B1

350

6000

3000

6000

1250175017501250

fa5fa5 fa5

fa6fa6fa6fa6fa6

竪樋一次ファスナー：PL4.5x84x25（SS400）

照明配線用点検口（X1のみ）

ft1

30003000

C1

C1

Y1通り軸組図

歩道側梁伏図

8
0
0

1
7
0
0

8
0
0

Y1

Y1

車道側梁伏図

4
9
2
4

2
9
6
7

1
9
5
7

ft1

ft1

ft1

ft1

X2X1

6000

Y1

竪樋一次ファスナー：PL4.5x84x25（SS400）

B1

B1

G1

G1

CG1CG1

CG1CG1

G1

G1

fa2 fa2

ft1

ft1

ft2

ft1

ft1

ft2

ft2

ft1

ft2

fa4fa4

fa3fa3 fa3

fa5

fa4

fa3fa3

fa4

fa3

fa6

fa6

fa6

fa6 fa6

fa2 fa2

fa5fa5

fa5

fa1
歩道側

車道側

車道側

歩道側

500500

500500

6000

1250175017501250

F

FF

思いやり乗降場　鉄骨図（１）・基礎配筋図

構造設計一級建築士交付　　第2678号
一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
兵庫県知事登録　第01A03070号
ＡＳＤＣ一級建築士事務所

大臣登録　第221765号
一級建築士　殿村　泰子
東京都知事登録　第55520号
株式会社エイト日本技術開発　東京支社
一級建築士事務所

W-S-9

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

株式会社　エイト日本技術開発

1:30

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

照明配線用点検口（X2のみ）

照明配線用点検口（X2のみ）

　思いやり乗降場　鉄骨図（１）・基礎配筋図

頭部帯筋 2-D16閉鎖形



Y1

C1柱　φ-267.4x6.6 STK400

B.PL-19x350x350 SN490C

アンカーボルト：4-M20x700 SS400（埋込み長さ　L=600）

添接板　H-194x150x6x9 SS400

HTB  M16x50 S10T (16本)

HTB  M16x45 S10T (4本)

フランジ外添板 PL-290×150×9 (2枚)

フランジ内添板 PL-290×60×9 (4枚)

ウェブ添板 PL-230×140×6 (2枚)

一次ファスナー fa1～fa6

-部材表-

fa1

fa3

fa5

PL-9x180x127 SS400

PL-9x180x120 SS400

PL-9x180x121 SS400

fa4 PL-9x180x112 SS400

fa2

長孔 2-8x14

ft1 一次ファスナー　PL-4.5x84x25 SS400 ガセットPL納まり図

PL-9x180x111 SS400
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一次ファスナーft1：PL-4.5x84x25（SS400）
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一次ファスナーft1：PL-4.5x84x25（SS400）
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柱：φ267.4x6.6
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歩道舗装面

点検口フタ：曲面PL-3.2（SS400）

柱：φ267.4x6.6

80

点検口フタ：曲面PL-3.2（SS400）

SUSボルト：M6x25（SW付）

（タイト材：CRゴム t=3.0）
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H.T.B：2-M16x40（S10T） 

GPL-9（SS400）補強PL-9（SS400）

小梁：H-194x150x6x9（SS400）
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水勾配 1/50
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fa6 PL-9x180x86  SS400

ft2 PL-φ380x6.0  SS400柱頭部納まり図

斜線部切欠き加工80x150

照明配線用点検口 1箇所
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長孔 2-20x40 長孔 2-20x40

一次ファスナーfa 一次ファスナーfa
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アンカーボルト：4-M20x700 SS400（埋込み長さ　L=600）
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歩道側 車道側

屋根取合いカバーft2：PL-φ380x6.0

株式会社　エイト日本技術開発

事業者名

会社名

図面番号縮尺

作成年月日

図面名

工事名

思いやり乗降場　鉄骨図（２）

1:5 W-S-10

ＡＳＤＣ一級建築士事務所
兵庫県知事登録　第01A03070号

一級建築士事務所

東京都知事登録　第55520号
一級建築士　殿村　泰子
大臣登録　第221765号

株式会社エイト日本技術開発　東京支社

一級建築士登録　第84796号 田中嘉之
構造設計一級建築士交付　　第2678号

※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

久居駅前広場バス待合所等新築その他工事

柱：φ267.4x6.6

柱：φ267.4x6.6

無収縮モルタル

X2 歩道側車道側

ダイヤフラム：PL-19（SN490C）

ダイヤフラム：PL-19（SN490C）

屋根取合いカバーft2：PL-φ380x6.0

思いやり乗降場　鉄骨図（２）


